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同じ建て坪なら 倍ぐらいには使え ます

事 務所 ・工 場 . f r  Ｉｲｪ｛ など、中司 ｾｊ 梢造物の建築をご計画中なら、ぜひ 、 ｩＺ ｴ 友のプレハブ

骨 組 〈スミフレ ー ム V ) を ご 利 用 く だ さ い。 中A; ￬ ｾ が不要て｜問 ＱＱ 、 ｨｾ Ｑ 人 ｪ スペ ー スが

広く とれ 、 同じ建てよ‘ lfなら 、 まず、 {??パやら い に活用でき、令珂的です 。 強 靭 で 耐 久 性

に 富 み 、 建 築 も 簡 単 。 360柄 以 上 の 株 取 11文 計 を 用 意 し て い ま す 。

住 友 の プ レ ハ フ 骨 組

- "  
. 健 友 会 層

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社
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〈 営 業 品 目 〉

カーテン ウ オ ー ル

ア ル ミ サ ッ シ ・ ド ア

ス テ ン レ ス サ ッ シ ・ ド ア

スチ ー ル サ ッ シ ・ ド ア

住 宅 用 ア ル ミ サ ッ シ ホ エ リ ー ト み

ア ル ミ レ デ ィ ー メ ー ド サ ッ シ ・ ド ア

• 

4・

，.， 

サ ッ シ の 綜 合 メ ー カ ー

⑩ q イケシサ7 シ橡式会事士

本社・工場 堺市松屋町 1- 6 T E L 堺 (38) 大代表 1 1  4  1  

鳳 工 場 堺 市 平 岡 町 4 8  T  E  L 堺 ( 7 ) 代 表 5 5 4 1  

営 業 所 大 阪 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・ 福 岡 ・ 長 野 • 



• 

.... 

.. 

4・

常温で使えるアスフアルト

コリコトコート

屋根防水工事に

世界各地で40年間の実績があり、

その安全性には定評があります。

床工事に

セメント、砂、砕石と混合した独

得の床で、 一例をあげると各地日

本専売公社の倉庫の床に採用され

ております。

( 株) シェル石油大阪発売所

大阪 (303) 7131

東京 (562)4646

福岡 (77) 1961 

:;IJL眉:!

シェル石油アスフアル卜部 東京都千代田区丸の内 2- 3 T E L (212)4371大代表

3  
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〈新発売> ｾｊｪ， ヲ ｾｾｾＧＧＧＧＧｍＧＧ
日 本 の 感 覚 “ M " タイル一一 気 品 と 風 格 の あ ふ れ る 床

風 格 あ る ビ ル づ く り に一一一 いままでにない、明気品のある床材砂みなさまには初お目見えの色と模

梯です。いつまでもアキのこないのが特長です。風格あるビルづくりに

ぜひ欠かせません。

{ 憂れた品質と' 性能: で一一一 ますます高瓶化する最近のイン テリア・デザインが求めていた床材。

プラスチック床材でいちばん経験の深い田島応用化工。その優れた

技術と経験でついに登場させまし た。

- 色と 模械は 12種類 一豪華な見本帖を 用意 しております。ハガキにてお申し込みください。

ｾ＠ 1f 1" 多ヌ"..， ，1，"  p の

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

東京 / 千代田区岩本町3- 11 T E L 8 6 6- 6101 (代 ) 大阪 / 西区京町堀 1- 74 T EL 441 - 5951 (代 )

• 

4砂

• 

• 



統 一 年 限 仕 様 確 立

Ｘ 象命ｾＮ，，，ｾｾド

争うR今イト鈴水
ω  

東 ・ 西 ア ス 協 組

r:-、
¥二J

• 
歩 行 周 屋 上 防 水

仕織番号 勾 配 下 地 材
耐m

押 え 方 法
k軍gj最m'  

1f j tp 
組 物 の 例 仕織 番号 勾 配 下 地 材 耐年周限 抑 え 方 法

k重gj量m'  rf t.:， 

建 物 の 例

"f- sR 

日。0 - 泌 鉄事工 筋務湖住 宅所等 ｈ ∞Ｍｾ＠
豆砂利

庖銀ill 舗議付胤住 宅庫等G C-2 1 0  12  95 920 P C- 2 1 0  12  コンクリート 249  730 

砂 利 撒
90" " ，1平

コンク' ) ート ト一一

( ! 呈よ支給)

y回 - )1;

共 同 住 宅

日。 ｯＭｾ
1  :  3  :  6  

公事学校務民ホ所テ館等ルG C-2 15  15  100 . 210  事 務 所 P C - 2 1 5  15 コンクリート 249 1. 010 

合同I 工 地 等 90""，1耳

コン クリート

事営図業F倉F務b鉱.11銀 所行等

2  露 出 屋 根 防 水
P C-2 2 0  

日同~泌 20 クリンカータイル 164 1. 250 

鉄{ 本筋ff住 館宅

S C - 2 1 0  弘s ι uニ 10 11 910 

目白 - )1;

ンンダーコンクリ

発百等電貨所底 ・ー 病学校院

砂 付

映 画 館 等 P C-2 2 5  25 
ート 80醐カlーq  

274  1. 420 

トーー

ク' ) ン タイ Jレ

S C-2 1 5  

弘s以よ

15  

シ ル / { ラ イ ト

14  1. 130 
華工同地住 喜3平

(市il 員中小) 欧 付 又 は 4  室 内 地 下 防 水

ト一一

彩 色 砂 f寸

見s 以上

発既食製掛度地合の1高'i !i 所等い
F筆房H  SC- 215A 

( 市il員大 )

コノク ' ) ート 15  14 1. 420 10- 201 980 

S G- 12  弘s以上 12  

ア ス フ ア ルト

15  
共体倉 /，同IJ [ 育工住品1宅館等

B H苧 2 0 1 コンクリー卜 L  050 地 下 車 床

シ ン グ ル

AC - 2 1 0  見s以上 10  7 レ ミ ン
9  11. 060 

空 筋 住 ま

B V -2 0  1  
1.610  

地 下 室 l;t

体 育 館 等

3  

年 限 仕 様 ( 抜 す い )

砂 利 撒 屋 上 防 水

.. 

( 注) 歩 行 用 屋上 防 水 の 単 価 は 防 水層 の み

( 西 ア ス協 組員 )責 任 施 工 組 合 員 名 薄

I也Il{ 組 合 ｊｾ＠ 名 γ日 。f!i 地 区 制l {t ｊ ｾ＠ 1'， 。せ Ui 

ｾｴ＠
( 株 ) i兵 ill 札 帆 ( 26) 5676 

(( 株株)) 久木
f:tl 商 山 大 阪 (364) 代 表0207

F  
;情 日時 '，'i 大 阪 (443) 代 表01 15

海

l!Ii $， 株 式
dぷh  

IJ: 札 幌 ( 25) 7181  
j丘 (( 株株)) 大)1'  

i玲 失 R時 Ｇｉ ｉｾ 大阪 Ｈ Ｔ ＴＱ Ｉ 8531- 5  

( 株 ) 札 ｾ￯＠ 主ｾ u  付 .j H i  ( 73) 代 }<I 131

利 商 会 大 阪 (631) 6221  - 4  

内 外 工 業 株 式 会 社 大 阪 (64 1) 3434 - 6

i且

( 株 ) IU I. U  主 ｾ H  トt 小 川 ( 3 )  f C&2181  旭化 立ｾ ' [ 業 株 式 会 社 大 阪 (37 1) 6555- 7  

11 本 概 "，'，< 工 業 ( 株 ) 大 阪 支 1占 大 阪 (309 ) 4701  

*  

( 株 ) UJ 形 総 年占 山 形 ( 2 ) f ¥&8161  正 月 山 仁 淀 ( 株 ) 大 阪 'lJ; 業 所 大 阪 (364 ) 9015  

イI ＮＡヰアス Ｗ ア ルト ｉ ｬＧｾ 会 fl11台 ( 23) 2663 品撞

石(株 11 惣 材 有
限 会 社 神 戸 (51) 5353 

Ｉ 中 ｡ｾ 11耳 会 神戸 ( 511 4501  

ｾｴ＠
( 株 ) 丘 幸 ｉＡＧ ｾ＠ ノ:it fl iJ 台 ( 25 ) 代. &， 767 1

( 株 ) タ テ パ ヤ :ノ 正H 会 京都 ( 811) 0871- 2  

111 .<:，¥ J.;:;' f I l 化[ ( 株 ) 大 阪 営 業 所 大 阪 (44 1) 代 表 5951

八本 ｉ ｬＧ ｾ '[1 株 式 会 社 相i iお ( 22) 3218 
r.t l 川 正II 材 株 式 会 社 名 古 屋 ( 571) 7461  - 4  

北川社ｾ ，'，(  _L 業 ( 株 ) 新 泌 'j ;J; 業 所 和i i烏 ( 45) 3526 

見E

( 株 ) 名 主II 11:司 会 名 古 屋 (261) 3671  - 3  

a十

羽 j ; 肝 Pli 業 株 式 会 社 松 本 ( 3 )  8001  

.:.!) t局 ｾ＠ M Ｑ ［ｴｾ＠ 名 古 属 (231) 3295 ・3431

if正

11 点 物 政 株 式 会 社 名 古 原 (261) 2501代 表

J)Ji 111 L 業 株 式 会 社 JH f  ( 3 )  2459 太 111 ill M 株 式 会 社 間 口 市 (45 ) 0531  

似 11 挫 材 産 業 株 式 会 社 ft，1出1 ( 54)  62 11 ｾｴ＠
北 川 il 世 ，'，t T. 業 株 式 会 社 金沢 (41 ) 11 31- 5  

:)!l 

ti! 1"1 他 材 株 式 会 ト上 浜 松 ( 54) 5461 

Ｎ ｉｴ 川 ｩ 賠 ｊｦ 仁史 Ｈ 株 ＩＧ ｩ ［ ｾ I_JJ ｈｾ＠ ｾｍ 所 1iHl f (21)  2218  (41)  0391  

北 川 1限，'，t ｾ ｛業 Ｈ 株 Ｉ 稲井出張所 長官井 (23 )  8847 

総 本 工 業 株 式 会 社 吉 IJ; ( ¥ 2 )  3030 

陸

( 株 ) 小 品 仁 務 '，If 正月間:1 ( 23 1  2463 

11'  J 二 雄 ，'f ｊ ｾ 車株 式会社 "(1;， ( 54 1) 代 必 1974 '  0964 
'T 

，'j t  ， ， ' ， 在 建 材 株 式 会 社 広 島 ( 21 ) 2281- 7  

Jf 様 旭 材( 株 )1日l 山 泊 業 所 !日1111 (23 )  8285 - 7  

桑 IJ ;i ｾ材株式 会 社 * '江 ( 368) 6973 
同

( 11) 小 ｾｦ＠ 占E 白骨 I; li r.t ll11 ( 25 1  4868 

1瑚

( 株 ) 小 品 仁 務 Vi *  .! jf 古 来 所 *，;ミ ( 821 ) 1050 

( 株 ) i H /j ;r  盟 11' 1両 1); /ji;jj1 ( 22 )  2760. 7812  

1111 ( 株 ) 浜 田! ｾ＠ I崎 町 防 1( .1 '，:，' :!I> 所 防 I(.f ( 2 )  3611 - 2  

"'1 山 _ [ $ ， 株 式 会 社 点 以 ( 251 ) 0161- 5  

f'E1  
古 di 1断 熱 r : : ! I > 株 式 会 社 ｬ ，ｾ 松 Ｈ Ｖ Ｑ Ｉ 5034 

'1' 村 雄 j'f J . : . 業 株 式 会 社 点 ，;r ( 892) 代1 <01 31- 6

d'， 有l 、1m τ11 株 式 会 干上 怯 山 (21) 8161- 5  

)L 

，' ，t  ｙ ，ｾ土 ｬＡ H( 枕 )t¥i r.t l  '，:，' 業 所 間1出1 (28)  5566- 8  

，. 百稲 [. :!I> r，j< 式 会 社 長崎 ( 4 )  1726 '  1098 

点

( 株 ) llJ 忠 本1; (  2 )  f UA9151  
，:':; 1m r 業 ( 株 )北 九 州 日 業 所 小 食 (53 ) 6337 - 9  

11 本 ガ ノ : ; .l 業 ( 株 ) 干 説 J・1・ 業 所 T 必 ( 82) 2430 
，:'，; 1m r， ＺＡｉ＾ Ｈ 株 ｈ ｩ ｾ 本 ｻｈ ｾＧＪ＠ fi ，斤 熊 本 ( 52 ) 1029 ・9464

111 ω /;i:.: I11 化 L 株 式 会 社 * ，;， ( 866) 代 必 6101

ナH "百 稲 r， 業 ( 株 ) 大 分 H'. ｾ民所 大 分 ( 2  )  3877 

イ1 来 p(( : ! I > 株 式 会 1，[ tiillml ( 53 )  5761  - 2  

( 東アス W，kd3. 員)

"  

合

合

事 業 協 同 組

事 業 協 同 組

ト

ト

J レ

J レ

ア
フ

フ

本 ア ス

本 ア ス

日

日

東

西

建設省東計65号認可

5  

ア

東 京・ 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 11 の 13 凹 品 応 用 内 T E L 代 表 ( 8 6 6 ) 6} 01 

大 阪・ 大 阪 市 西 区 京 町 坂1 1 の 7 4  T  E  L 代 表 ( 441 ) 5951

札 幌 . T  E  L  ( 22 )  6  0  3  8  福 岡 ・T E  L  ( 28 )  2  8  0  7  

仙 台 . T  E  L  ( 22 )  6  4  1  3  広 島 ・T E  L  ( 21 )  2  2  8  1  

名 古 屋 ・T E  L  ( 571 )  6  3  6  1  岡 山 ・T E  L  (  24 )  2  6  9  2  

建設省阪建22号認可

.'  
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ここにも|生きている

匠］ロ ｾ Ｑｦ 踊嵐

屋 根 と 室 内 に ビ ニ ロ イ ド 防 水 を 施 工 し た 霞 ヶ 関 ビ ル

ど ん な 地 域 でも ど ん な 構 造 の 建 物 を つ く っ て

も 完 全 な 防 水 が で き た ら 一 一 一 そ れ を 笑 用 化 し て

す で に 250 万 m
2

の 施 工 実 績 を 示 し て い る の が

〈 ビ ニ ロ イ ド 2 号〉 で す

防 水 下 地 に キ レ ツ が で き て も 破 れ ず 寒 冷 地 の

冬 に も 丈 夫 で ど ん な 場 所 に 使 っ て も 腐 り ま せ

ん そ れ は 弊 社 が 合 成 繊 維 に よ る 不 織 布 の 独 特

な 方 法 で加 工 し た 技 術 の 成 果 で す 霞 ヶ 関

ビルにも ビ ニ ロ イ ド 2 号 に よ る 防 水 工 事 を ご

J采 用 い た だ き ま し た

営 業 品目

. ビ ニ ロ イ ド |坊 水 工 ・jT . ア ス フ ア ル ト 防 水 工 事

・ 三 星 ソ フ トン タ イ ル貼 工 事 ・ 保 出 ・保 冷 工 事

・ 三 星 プ ラ ス オ ー ル ・ 三 星 コ ー キ ン版 売 ・工 事

. シ ポ レ ッ ク ス 工事

マ

三 星 産 業 株 式 会 社

点 J;( r.II T-fl: llll :<: ' i [本 111[3 - 11 - 13

T  E  L  <866>027 1  - 6  - 6 12 1- 9  

:11';1<所 / 札 眺<72>603 1 仙 台 <2 1>5366 ー 7 1'， 山尾 <9' 11 >375 1  

<9 7 1  >457' 1  人ー阪 <' 1'13>972 1- 3  11>¥1尚<76>  2076 <  7 5>0298 

• 

... 
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事忌司ＡＮｾ脅ーやピヨ， ｓｇ 〈 丁番型 〉

- 特 長

1. 丁番が ドアーク ローザー を兼ねていますので、外観は目立たず、 そのシン プ

ルな デザインば震に良〈マッチします 。

2. 画期的なダブルスプ リング七万換機構 ( クラッ チ) により、充介な閉扉力を具え

ております 。

3. 内蔵されたストップ装置により 、扉は 85

0

- 90。の問でス トップ します 。

4. 閉扉速度の コン トロールは円滑で、速度調整はどなたにも簡単に で きます。

5. ドアーチ ェックを使用する こ とが困難な特殊な扉にも使用でき ます 。

6. 機構的に摩擦面が少〈無理がありませんので、耐久力に優れ 、20万回以上に

及ぶ耐久テ スト でも これが実証されてい ます。

発 売 元 日 恵 機 材 株 式 会 社

東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2- 2 ( 丸 ピ ル459区 )

電 話 東 京 ( 201 ) 3  3  3  3  ( 211)  0  0  0  5  

大 阪 出 張 所 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 5 - 16( 今 井 ビ ル )

電主 音舌 大 阪 ( 231) 4  6  0  8  

製 造 元 白 木 電 気 精 器 械 武 宮 市 土

7  
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合 成 ゴ ム 系 (ネオプレンゴム)

異 形 建 物 に 最 適

最 終 仕 上 材 は ハ イ バ ロ ン

色 彩 . . . 2 1 色

お 部 屋 の ポ イ ン ト は

τ7 J レコニ コζ

⑩ 

日続

気 候 較 差 の 著 し い

所 に 最 適

防 水 工 事 を プ レ ハ

ブ 化 新 材 料

( 合 成 ゴ ム 系 コ ン パ

ウ ン ド に て 加工 )

大 胆 支 庖 / 大 阪 市 西 区 新 l町 北 通 1 ー 18 T  E  L  ( 53 1 )  5  2  8  1  - 3  

本 宇土 / 束 京 都 足 立 区 千 住 * u汀 9 3  T  E  L  (8 8  2  )  2  4  2  4  - 34 

出 張 所 / 名 古 昼 ( 7 4  1)  6  2  5  7  - 8 ・11: 山 ( 21 )  1  0  1  9  .  6  0  6  1  

桐 附 ( 74 )  3  4  6  1  - 3  .  H: 眺 ( 51 ) 6  8  8  5 ・ 5 6 5

• 

-・ト

‘  

.. 
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• 
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地 区 別

ヰヒ，毎i益I也区

東 北 地 区

関 東 地 区

北 陸 地 区

東 海 地 区

近 畿 地 区

中 園 地 区

四 園 地 区

九 州 地 区

完 全 責 任 施 工 | 年 限 保 証

ｧ 本 Ｗ スの Ｗ ス ｾＷ＿ＧＢ 与
- シ グ マ ー トに よ る ウ 工 ル ドシス テ ム 防 水 工 法

・ 特 殊 絶 縁 防 水 て 法 ( 特 許 出 版 中 )

. メ ル タ ン 防 7J，L . 法

- 全 国 に 配置 さ れ た 組 合 員 の 強力 な 連 繋 と 技 術

で 完 全 な 施 工 工事 を お 引 受けし、たします 。

dz念"、 キ土 名 | 代 表 者 f主 戸万

日 本 ス レ ー ト 株 式 会 社 i竜 山 米 太 郎 札 幌 市 こ 条 通 4 ー l

日 新 主 主 工 株 式 会 社 札 幌 出 張 所 大 木 久 俊 商 大 通 り 西 13丁 目

日新ｾ工株式会社仙台出張所 滝 沢 慶 則 仙 台 市 二 日 田J 1  - 2  

伊 藤 建 材 株 式 会 社 I ｾ時豊吉 東 京 都 台 東 区 西 浅 草 2 ー 15- 9  

北 条 ， 歴 晋 工 業 株 式 会 社 北 条 弘 太
。

中 央 区 湊 町 3 ー 7

有 限 会 社 金 岡 興 事 荏 金 岡 辰 次 郎 。 新 宿 区 柏 木 5 - 1172  

，歴程二T 建 材 株 式 会 社 山 中 喜 代 治 千 代 田 区 神 田 佐 久 間 河 埠 5 1号

日 新 建 工 株 式 会 社 山 下 直 衛 荒 川 区 南 千f主 6 - 48- 19

日 本 綜 合 防 水 株 式 会 社 山 崎 慎 二 干 代 田 区 神 田 猿 楽 町 1 - 9

マ サ ル 源 管 工 業 株 式 会 社 西 国 勝 治 。 台 東 区 北 上 野 2 - 21 - 10

藤 井 工 業 株 式 会 社 藤 井 喜 畠 。 文 京 区 千 石 4 - 37- 4  

富 士 工 村 株 式 会 社 | l 島 英 夫
江 東 区 深川 住 吉 町 1 - 14 

織 田 工 塾 生 株 式 会 社 伊 田 武 千 代田 区 富 士 見 町 1 - 6  - 13 

木 下 工 業 株 式 会 ヰ 土 木 下 一 。 鑓 田 区 江 東 橋 4 ー 11 東 軍 ビ J レ

里 子 口 工 材 株 式 会 社 収 田 正 博重 。 渋 谷 区 広 尾 l ー 14- 3  

大 和 工 業 株 式 会 社 愉 井 喜

'" 
荒 川 区 南 千 住 5 - 5 ー 10

協 立 工 染 株 式 会 社 関 谷 克 巳 大 田 区 南 蒲 田 1 - 14- 2  

株 式 会 社 奈 良 屋 高 庖 市 僑 祐 造 水 戸 市 泉 町 1 - 6  - 26  

石 田 建 材 工 業 株 式 会 社 石 田 想 吉 高 崎市八島田J I 17

同 和 建 築 株 式 会 社 徳 永 日召二 新 潟 市 流 作 場 宮 浦 1 - 1711 

島 屋 建 設 株 式 会 社 品 勝 人 金 沢 市 此 化回J 5 - 7  

有 限 会 社 山 政 次 郎 自 | 祈 棚 一郎
富 山 県高 岡 市 二番 T

有 限 会 社 小 島 工 業 所 小 島 一 公

"  
志 賀野田J 25

大 手 口 工 業 株 式 会 社 富 山 営 業 所 島 田 真 一 富山市堀川 l小 泉 町 776

株 式 会 社 ニ 弁 工 業 所 1 ニ 井 辰雄 静 岡 市 大 和 田J 1  - 20 

協 和 建 材 工 業 株 式 会 社 渡 辺 亘 清 水 市 渋111 5 2  0  

中 央 建 材 工 業 株 式 会 社 木 下 作 二 名 古 屋 市 中 区 南 久 屋 町 3 - 12  

日 本 建 材 鋼 業 株 式 会 社 f判 事 隆 造
。

西 区 南 押 切 町 5 - 12 

{  邑

崎 建 キオ j苫 宮 崎 勇
'" 

中 区伊 勢 山 町 1 0  0  

東 京 建 材 工 業 株 式 会 社 1 f刑 事 鎖 善
@  

中 村 区 稲 上 町 1 - 4 1  

日 新 工 材 株 式 会 社 | 井 場 売買 大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 - 17 

マ ル エ ス 工 業 株 式 会 社 山 崎 達 夫 福 島 区 上 福 島 南 1 - 152 

清 水 興 業 株 式 会 社 L脅7 K 実 。 北 区 鶴 野 町 3 4  

マ サ ル，歴 普 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所 H書見 事担 尼 崎 市 水 堂 加 茂 6 4  

中 村 ;庇 背 工 業 株 式 会 社 中 村 秋 太 郎 神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 6 丁 目 神 繊 共 栄 ビ ル

棚 田 建 材 有 限 会 社 | 棚 田 英 吉
葺 合 区 上 筒 井 通 8 - 221 

フ タ パ 興 業 株 式 会 社 友 長 保 男 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 4 - 49 

石 僑 越 村 株 式 会 社 石 僑 節 雄 信 井 市 宝 永 9 - 13 

豊 永 建 材 株 式 会 社 木 村 豊 広 島 市 右 草 町 1 0  6  5  

大 和 工 業 株 式 会 社 広 島 出 張 所 神 垣 信 一 。 庚 午 南 町 1 - 2  - 28 

株 式 会 社 三 洋 技 建 谷 間 響 広 島 県 大 竹 市 立 戸 4 - 1  - 47 

東 中 国 防 水 工 業 有 限 会 社 馬 場 久 岡 山 市 磨 屋 町 7 - 18  

株 式 会 社 山 本 商 会 山 本 進 松 山 市 ェ 番町 7 - 8 - 1 山 本 ビ ル

大 三 工 業 株 式 会 社 飯 間 浅 吉 高 松 市 本 町 2 ー 17

高 知 ， 庭 膏 株 式 会 社 横 井 良 高 知 市 塩 屋 崎 田J 2 - 20 

徳 島 大 三 工 業 株 式 会 社 柴 田 秋 男 徳 二 島 ｾ￉ ロ A  市 矢 三町東聖子 18 1ー l

ーマ J レ マ ス 河 野 商 1苫 今 市 寺田J 5  6  

巴 新 興 業 株 式 会 社 河 野 考 義 延 岡 市 本 小 路 7 4  

宇井ミ 式
d2岳5 、Z  

キ土 工 キit キ土 竹 村 月喜一 北 九 州 市 門 司 区 大 里 東 通 10T E I

株 式 会 社 大 ニ 商 会 戸 高 藤 雄 宮 崎 市 知 和 川 原 3 6 5

株 式 会 社 北 原 建 材 商 会 1ヒl烹 正 鹿 児 島 市 草 牟 田町 3 9  8  0  

安 藤 工 事 株 式 会 社 川 勝 正 之 福 岡 市 大 憎 町 8 - 5

日 主 主 工 材 株 式 会 社 i隼 穏 博 一 大 手 門 2 - 8 - 6

|防水l

電量 言苫

( 22)  3458 .  4426 (23)  80 16  

(22)  5  0  1  5  

(25)  5  4  3  1  i-¥; 

(842)  1  4  3  1  i-¥; 

55 1)  2676 ・4382

(363)  4  3  4  1  i七

(866)  2892 ・7687

(803 )  2  4  1  1  

(292 )  2  6  6  1  i-¥; 

(842 )  6  3  1  1  i-¥; 

(94 1  )  0271 .  2582 

(634)  0  1  6  1  i-¥; 

(263 )  4  8  6  1  i-¥; 

(634)  0  8  2  1  i-¥; 

441 ) 375 1  (444 ) 0405 

(802 )  4  7  5  1  i-¥; 

(73 1) 0358 (738) 3401 

(  3  ) 0 171 - 6  

(  2  )  330 1- 2  

(  45 )  2  2  5  1  fセ

(  2 1  )  0085 ( 31  )  6420 

( 2 ) 0 9 9 9  

(  3  )  0  3  9  1  

( 3 1 ) 4 3 8 5  

( 85 ) 9 151- 3  

( 2 ) 2 2 2 I i-¥; 

251 )  3  5  4  1  

( 57 1)  554 1- 4  

(331 ) 1  5 3 1 i-¥; 

(46 1  ) 9363 (481 ) 5621 

印 刷 ) 3785- 6  

(458 ) 484 1- 3  

(372 ) 025 1- 3  

(429 )  7  3  5  5  

(  34  )  5884  .  5658 

(  22 )  9 182i-¥; 

(458)  7431 - 3  

( 3 ) 0 7 7 5  

(  6 1  )  637 1- 4  

( 71 ) 4 6 8 7  

(  2  )  5155- 7  

(  23 )  1  1  8  1  i-¥; 

(  31 )  626 1- 3  

( 51 ) 6 8 1 1 - 5  

(  5  ) 9258- 9  

(  4  )  4  1  6  1  

(  2  ) 5000- 2  

4  3 0 5 ・4 3 0 6  

(  38 )  1468 - 9  

(  2  )  5  0  0  1  

(  3  )  9395 

(  28 )  5207- 9  

(  75 )  7  7  5  2  

. 建設省東計第240号認可 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

点 以 占11 足 ，'[ 区 T. fl: *  Ilrf 9  3  1-1  1fr 工業株式会社内' i ' l ] :，l舌 (882) 2  4  2  4  ( 代 )

| 均点支部 -*;;t nrsJ . E 江区千11ニ束 IIIT93 11 ｾｦｲ＠ [ 業 株 式 会 社 内 屯ぷ ( 882 ) 2  4  2  4  ( 代 )

l刈1m支出1I 大 阪 市 凶 l丘新 III T北 通 1- 181 1新 仁 業 株 式 会 社 大 阪 支I苫内 屯 話 ( 53 1) 5281- 3

九 州 支 ::m 伺|瑚 rI ，大f " - I“J 1 - 6  11 新 仁 業 株式 会社 九 州 出 張 所 内 屯 活 ( 74 ) 3  4  6  1  

9  



の 製 品 に は ・・・・・.

。
ー

c  

- ドアーを大切にしハウス キ ーパ ーの 役 目をはたす

ri  
111 

'ート

S T・8 4 (18- 8ステン レス)

。
111  J  

。

..- • .._ -
。

1111 
。

... 
l' - r- ｾｊ 句

。

!見

。

- 仕上はサテン仕上です

. R A システム (90。抜け芯装置付) です

・高精度を誇り、 耐蝕 性 ・耐熱性にすぐれ

錆びたり変色 したりする 事 はありません

・18- 8 ステンレス、木ネジ付きです

。
...，.. ， H -

R A システム

寸法 ("Ym) 板 厚 木ネ ジ穴の数 木ネジの太さ及び長さ 相包数量

全長 4黄巾 (mlm)  

+  勺ι (枚)

8 9  8 9  2 .  5  6  4 . 1  X  2 5  1 0 0  

1 0 2  1 0 2  2 .  8  8  4 .  1  X  2 5  1 0 0  

1 2 7  1 0 2  3 .  0  1 0  4 .  5 X  3 2  6 0  

1 2 7  1 2 7  3 .  0  1 0  4.  5 X  3 2  6 0  

包 装 ・2 枚 木 ネ ジ付 紙 面 入

Ｎ ｾ ｪＨ ｉ で・ ガ イ ド ＨドンＨＩを ｬ ￬ 生ける必、 ・広 三が＿なし、 。

木山革命亥 ｉ ，ｾ ヲー
・ 全ネジ 式ですから 街イ ピｦ が 良 く ｊ 反 田 ｾ ｊ のために

1);( け て く る よ う な こ と は な い 。

- 壷I状 の 日11分 で木内11へ 安 定 し た 似 合 が，'1 '，51去る

のでドライノ〈ーの横 j骨り が な く 製 ivh を{iJ め

ず に |山1:之 ，'1 '，)1去る 。

・表 面 硬 化 を し て あ る た め に ネ ジ 111 の破 叫 が

少 なく 反 復 作 用 によく 耐 えます。

※ ミア ー トミ の ヒ ン ジ の ，'，級 品 以 七 ( D  R  - 844.  

R - 64.  S  T - 84.  S  T - S  L - 84- 1)  1ニは;

スノ f イ ラ ー が 11( .t Mさ れ て い ま す 。

ジ ス＿と Ｉｾｅｗι シ究 ター・米国 ｆｈａ 糊
- 自 然換 気 に よ り 室 内 の 空 気 は い つ

も夢さや か 。 レ ジ ス タ ー

・室 内 冷 暖 房 の 保 温 調 節 が容 易 。 N o. 5 5 - R

・ シ ャ y ター 120. 迄 自 在 調 節 止 めイJ 。

・鈎 の 発 生 、 変 色 が な く 温 度 の 高 い

所 、 パ ス ル ー ム等 に も 安 心 して使

用 出 来 る 。

・ スッ キリ と し た デ ザ イ ン中 rUl 色 の

務 ち つ い た 色 調 。

・風 雨 の晒 す場 所でも 雨 の 吹 込 む 心 ク リJ レ

酉己 カぜな し' 0 N o . 5 5 - G  

・ ソフ トシー トに で 取付 け の 際 の ガ 防 虫 網 付

夕つ き が な く 、 完 全 密 務取 付 け施

工 が出 来 る 。

E々砂
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. J I S 規絡表示許可工場 住 宅 公 団 ・建設省指定メーカ ー

承 知 工 業 株 式 会 社

取 付 部分 切 込 み 寸 法 ' %. ( 吋 )

縦 | 機

150  ( 6  ")  

150 ( 6 つ

150 ( 6  ")  

260 ( 10")  

3 10  ( 12")  

360 ( 14 ")  

取 付 部 分 切 込 み 寸法 "Ym (吋 )

縦 1 i蝿

150 ( 6 つ

150 ( 6  ")  

150 ( 6 つ

260 ( 10")  

310 ( 12")  

360  ( 14つ

面 板 寸 法 ( '%. )

縦 | 倹

195  295 

195 345  

195  395  

画 板寸 法 (' %. )

縦 | 倹

195  

195 

195 

295 

345 

395 

出 鉄筋 住 宅 の お ' :' !I I/1i の倹 弘 、 冷 暖 房 淡 白 の i温 風 I 11こ1;l:J1I! :t!. l( "'j ♀

i吸入、 排 気 の レ ジス タ 一 、 グ リ ル を セ y トして {虫 111 く だ さ い 。

.  本 … …キ社一一土パJ 大 嫡 阪 一 矢 矧 叩 叩柄仰桝 図町J I叫 2日8 一
エ 1喝畠 1東虹 大 阪 栴 布 F市宵町 5 0  T E L 牧 岡 (ωs引lけ) 5  5  6  6  

Z東旺 烹 3斑匝京 古都R中 央 区 日 本+偶揖本図町T刊4一4 T EL 耳東E京 (何663討) 6  7  4  8  

営，繋瞳F所月 (，ワ? ラウ ンピ Jルレ肉)

• • 

世島

... 

• 



• 

4 骨

.. 

• 

>.仲

、

宅ラヌや: ;

宅ラ 3 v ト

宅ラカョ，ト

(( / 6¥ ¥¥ 

ll /Ll 6 ¥J J  

型車! I I ! I ! I ! ! I頭! l ! ! m! I : 憤置

熊本県庁舎 外装セラスキン施工

セ ラ ス キ ン と は 問 磁 器 の 皮 ( C E R A MIC S KIN ) と

云 う 意 味 で砂粒状の有色陶臨器と結合剤とを混合、? 夜

1犬 と し た も の で 、 こ れ を ス プ レ ー ( コ ン プ レ ッ サ - 1吏

用 ) ガ ン に て 建 造 物 の 内 ・外 、 壁画 、 天 井 etc に 吹 付

け、 防 水 性 と 装 飾 を 目 的 と す る 建 材 で す。

特 徴

. 色 彩 高 熱 焼 成 ( 1250.C ー 1350.C ) に て 発 色

し た 陶 磁 器 を 主 材料 に し て 顔 料 、 色

を 使 用 し な い 為 雨 風 、 太 陽 光 線 に よ る

色 彩 の 変 化 は 起 り ま せ ん 。

・防 水 性 通気 性 、 防 水皮 膜 を 形 成 し ま す。

・ 耐 薬 品 性 弱菌室、弱アルカリに対し て は 変 化 を 起

し ま せ ん。

- 耐 寒 性 - 20. C に 4 時 間 冷 凍 し で も 亀 裂 そ の 他

の異常は認めませ入。

・ 下 地 コ ン ク リ ー ト 打 放 し 、 モ ル タ ル 、 ベ ニ

ヤ 板、辛口壁、 フ ロ ッ ク、スレート 、

テックスま買 etc

鉄類の場合! 正錆止塗料を塗 って下さし、。

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

小出張所 / 東 京 都 港 区 西 新 偽 2 - 2 1 - 6 T E L 東京 (4jl ) 7106- 7  

瀬 戸 工 場 / 愛知県瀬戸市大字山口字南山 1 3  8  

11 



日本のシャッター界をリードする画期的新製品グ

，ケース

工

c:  ｾ ｩ 一一 → 一一一 Ｍ ｷ

工

。

ｾ＠

使用モー ター .

三相200V 50/60%  400W 

巻取' ) 紬

( パイプ)

q
以

内

正

吉

岡

さ

{

H

)

11  I  I  I  I  I  / 1  l  停電時用手動チェン

2  3  4  5  6
M 

幅 (W)一一一+

開閉機使用範囲 ( スラ ットS C I 6)

ナイフスイ y チ

/  

ブラケ y 卜

• 

.. 

L 型 電 動 開 問 機

L 型 YE動問問機は、日本シャ y ター技術研究所にわ、いて、長

年にわたり、国立大学粕街機械工学部; 者数段の指導をあおぎつ

つ、当社技術陣が総力をあげて研究開発し、遂に従来の Ｑｬ ｾＱ 問機

の 概 念 を 破 っ て 完 成 し た 岡 期 的な新製品です 。

この ｉ［ｾｉ 問機には独自 ｬ に満ちた新 機構 が数多く取り入れられて

おり( 特H午3 件 、実用新案 2 1' 1' を，':B願中) 、減速機、モ ー ター、

ブレーキ 機構、作' 心時間 手助 装筒はもとより、リ ミ y トスイ y

チ、内EIE板 に 至 る ま で 、 す べてを 一 つ の 円 筒 内 に コ ン パ ク ト に

f内めであります 。

従 って 、建 築 設 計 上 の 納 り が 非 常 に 簡 単 で 、 し か も 、 取 付 や

その後の保守二点検符も楽にできるよう考案されております。

これらの点から兄て、従来の製品に 比 べ総ゆる l!. に秀れてお

り、シャッター問問機の決定版といえるでしょう 。

出 版 中 特 許 リミ J トスイ J テ 実 用新 葉 巻 取 り 軸 と の 連 絡 嶋崎

力 パ ナ ー 機 禍 お よ びL 型 機構

手 動 機川 テ エ ン 収 納 箱

- 特長 ・

1  開閉機を設ける場所の心配がいりません 。

2  凸部のない 真直なシャ y ター ケース 。

3 . 袖壁は不用です 。

4  減速機構はす; ベて完全密閉式です 。

5 . 小型でー耐久力に 富む減速機摘。

6  給油の必要がありま せん 。

7 . エンドレス強力ロ ーラーチエンの 内造。

8.  1) ミ y 卜・スイ ッチを完全に内造。

9  手動機作をひとつにしました 。

10 ヒュース装置の取付けが可能。

11 一斉・両面・遠隔操作いつれも可能です 。

。 株 式 会 社 日本シャッター製作所

東 京 工 場 川 崎 市 新 丸 子 東 3 T 自 1 1  5  9  {存地1 l t Mi (代 ) 中 原 ( 41) 6325 営 換 所 仙 台 静 岡 高 松 北 九 州

大 阪 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 悶 川 通 6 丁 目 3 8 番 地 電 結( 代 ) ( 301 )  3  6 5 6  東 部 北 陸 広 島 鹿 児 島

九 州 工 場 福 岡 県 粕 屋 郡 粕 屋 町 イ 中 原 釜 屋 2 7  2  7 番 地 m結 ( 代 ) ( 65) 6 1 3 1  城 西 神 戸 大 分

名 古 屋 工 場 名 古 屋 市 中 川 区 北 江 町 2 丁 目 1 2 番 地 ttr f!t (代 )( 361) 7 4 4 1 償 浜 岡 山 宮 崎

12 
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4 定時評議員会決議お知らせ

• 

昭和43年 3月28日開催の定時評議員会におきまして，下記のとおりそ

れぞれ承認決議されましたので，会告申し上げます。( 通常総会と重複

分を除く)

1. 議長，副議長の選任

評議員の互選により下記のとおり決定いたしました。

議 長 谷 口 尚 武氏側大林組常初取締役)

副議長 星 広文氏( 平和建設以常務取締役)

2. 役 員 の 選 任

会長 ， 副会長 Ｒ ｾ 円 ， ｬｬｯ辺腿 ｈ 司 Ｑ ｊＨＱ は Ｓ ｾ 名 ｦＵ ｴｈ ， 布制補Ii 選浬4必ト 2 1'，ン1がそれぞ

り選任されました。

新任 Ｈｯｬｾｊ ｩｊ ｬ 任Ｉ 留 任 Ｈｏｉｾｊ 補選Ｉ

会 長

oE花畑11 謙三氏 (K)U! i 畑処刑{ 務所長)

副会長

。原本猛次氏( 円雄投gf 工務版以) I銭 向 郷之 氏側制組社長)

。鷲尾 健三氏( 大阪大学工学部教綬〕

理 事 ( 技 術 )

。岡橋作太郎氏( 日建設問工碕郎副社長) 1。石崎

。佐 野 正一氏( 似安井処築制l事務所長)1中原

。後藤 典夫氏( 大阪府述築部長) 橋本

足 立 孝氏( 大阪大学工学部教授) 1 堀内

越田 正勝氏( 大阪市処築応悠築部長) 1 政問

dUit 氏( 京都大学防災研教援〉

ｾＮ Ｍ Ｈｾ宅 エンヂニヤリ ング ｋｋ
l山氏 建築 ｾｪ 正Ｉ

ｊ ・ ，ｾ () ，)  本住宅公団大阪支所

，山下仕氏 工事監督郎長)

三自日氏( 点都大学工学部教綬〉

基次 氏 ( 政!淘上地郎社長)

4・

理 事 ( 総 合 )

。浅沼猪之吉氏 (限浅沼組社長)

。 鴻 池 藤一氏側鴻池組社長〉

oi怯村 雄吉氏( 限必村組社長)

大林芳郎氏側大林組社長)

白井 周二氏( 清水建設阪大阪支倍長)

竹中 毒R一 氏 ( 限竹中工務底社長)

。松森 英雄氏( 大阪建設業協会常務理事)

理 事 ( 電 気 )

浅海 正雄氏( 浅海電気阪社長)

西 村 庄市氏( 工藤屯気版社長)

佐藤 太氏( 近畿電気工事限相絞役)

理 事 ( 管工)

須 賀 栄一氏( 須賀工業服常勝取締役) 1 尾亀清四郎氏側三晃商会会長〕

南 長吉氏( 斉久工業阪大阪支I占長〉

理 事 ( 建材)

。山中 政二氏( 大島応IH化学工来版社長)1横田喜一郎氏( 以ぶ夫社社長)

( 三機工業KK大阪支1;5

盟Hl l 武雄氏 支出長代理)

理事( 京都文部〉

芳 山 保 蔵 氏

理 事 ( 兵 庫 支 部5)

中川 文雄氏( 血血建築事務所設計郎副

• 
監 事

高橋 慶夫氏( 限大阪建築糊所長) 1 五十嵐芳雄氏( 阪大林組問l社長)

常務理事

福中定三郎氏( 日本建築協会事務局長)

司'

3. 細則の一部改正

第 10条，第 14条，第 15条がそれぞれ下記のとおり改正されました。

改 正 ( 太字改正部分〉

第 10条 会 費 は 次 の と お り と し ，乙れを年 3 回以内に分納する乙とが

できる。

1. 正会員定説; 郊 9 条仰 1号 に よ る 省 ( 個人会員) 6j: ' 額 金2，4∞! J J

但し遠隔のj也でかつ文部のな い地方の正会員 年 額 金 1， 8∞円

定款第? 条第 2 弓によ る者( 団体会員) 1 口につき

正l' 級 金4，α氾!J J

2. 準会員 年額金12，C削 円

事業年度の LI.I途で入会または転格 した必の会費は月苦手l計算とす

る。会員に特別の事情が生じたときは，理事会の議決によって

その期間中の会践の減免，また はその他の措置をするととがで

きる。

節 14条理事は互選によって次の如く分ち，会務を分立する。

日 本 建 築 協 会 会 告

総 務 ( 13名) 卒業並びに会務一般

会 計 ( 5名 ) 会 計

編 集 ( 10名) 雑誌その他の編集，出版

):j} 15条 本会の事務を処理す るため事務局を置く。

事務局lζ 局長 1 ;名を置き，常務理事を以て乙れに充て，事務局

を統ｦＮｾ［せしめる。事務局には課 長 及び職員若干名を置く，その

任免並びに事務局長以下の給与は理事会でとれを定める。

改 正 理 由

1. :!:s l 0条は団体会費に ついて疑問] がお乙りやすいので年額の上 lζ

11口につき」を加え疑問をなくしたいため。

2. 第 14条は主記， 主計の名称は 一般には見られないので， 乙れを

「総務 J 1会百! - J Iζ 改称したいため。

3  第 15条は古記長制度は各種団体( 政党，労組凶係は別) には見 ら

れないので これを削り，対外的の関係もあり課長制度を設けたいた

め。

4.  昭和43年度収支予算の承認

別記参照 〔以上〕

4 工事請負契約約款説明会開催

共 催 近畿 6 J f : Y 県建設業協会， U;本雄築家協会関西文部

近 畿 建 築 士 会 協 議 会，日 本 建 築 学 会 近 畿 文 郎

日 本 建 築 材 料 協 会，大 阪 建 築 設 計 協 会

日 本 建 築 協 会

趣 旨

大正12年に日本建築学会， 日本建築協会，日本建築家協会ならびに全

国建設業協会の 4 会が民間工事対象の協定約款を公表し，その普及を計

ってきたが，先年官庁工事請負契約約款の改訂をみて，それに呼応して

本請負契約約款も数次の改訂を行な い，さらに現状にかんがみ正 しい巡

用に資するため，懇切な解説書を作成し近く上枠をみるに至りました。

乙れを機会K 設計監理者ならびに工事請負業者を主な対象と して，公正

な工事請負契約の樹立をはかるため，下記により説明会を開催甘る乙と

になりまし Tこ。

1. 期日 ，会場，定員

期 日 昭和 ＴＳ 年 Ｖ 月 Ｑ Ｔ 日 Ｈ金Ｉ午後 ｬ 時半 ｾＴ ＱＱ 寺

会 場 関' 心ホ ーノレ( 大阪市北区中之島 3 の 4)

定 員 500名

1. 講 師

「工事前負契約約款J 連合委員会幹ぶ

建設工業経営研究会 専 務 理 事 益 IU 室 主彦氏

1. 会 費 ( テ キ ス ト代を含む)

共催団体会費 7∞円左記以外のブ' J 1， ∞0円

1. 申込方法

6 月 5 日までに会践を添えて お申込みください。受付と 1，，111与に領収

書及び聴、講券をお渡しします。

定員1(. 達すれば期限前でも締切るととがあります。

1.  申込場所

大阪建設業協会，日本建築家協会関西支部，大阪府建築士会，

日本建築材料協会，日本建築学会近畿支部，大阪建築設計協会

日本建築協会

なお，上記説明会は下記都市においても開催されます。

附 4 会 期 |  会 場 ! 定員 1 聴講申込場所 I  

6 月 11 日( 火) I 社会喜喋会館 |  名1

11 木建築学会関東文部

東京 | 午後 21時 |  久保講堂 |l ，mi

ｾ ＵＱ 時 ｼ 点京都千 ｦｴ ｕｬ区 Ｓ Ｑ Ｑ 市Ｉ 11  1  ) ! l J ; ( 都中央区叙出色 3
- j  

-

2

向

X

U

白

州

3

会

内

町

林

日
間

農

村

勾

ヨ

吾

円

ト

n

H

知

曜

愛

街。
半

一

ノ

l

f

r

'

也

、

"

仲

"

日

時

4

門

川

l

~

月

後

6

午
屋古名

白木建築学会東海支部

5001
名古屋市中区武平町 1- 12

東海建築文化センター内

6 月 17日( 月)

I 氾 気 ホ ー ノ レ 福 間 県 建 設 業 協 会

福岡 |午後
11時 I  

Ｎｾ＠

'̂， 
..  .. 

I  
1， 0001  

ｾ ＴＱＱ 与 ｼ 福岡市渡辺通 Ｑ
1

福 間 di 天 神 1- 3 ー 13
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一一去る 3 ):J 28 [J 1)I 'j他の定11持 ド議員会において承認されま した。 一 一4 日本建築協会昭和43年度収支予算

定勘般

J  目 |  竺一 回 | 金 額

雑 誌 'fi 1  17. 430. 000円

iWt 占 有 講 習 会 資 1. 770. 000 

集 会 費 2. 070. 000

限| 笹 山 版 1 & 1  11.250. 000 

事 業 費 データーシート出版投 12. 480. 000 

会 員 名 簿 発 行 1-5: 1  4. 450. 000 

調 査 1-5: 1  200. 000 

住 宅 相 談 所 11 1  3. 500. 000 

ＣＱｻｾ＠ 1  1. 500.  000 

三l' 1  54. 650. 000 

総 会 評 議 員 会 費 200. 000 

迎ＧｊＭｾ会 ＧｬｊｬＮ 1  80. 000 

会 議 1
J

l i$ 会 費 50. 000 

常 設 委 員 会 資 420. 000円

特 別 委 員 会 費 50. 000 

i{ 1・ 800. 000

文 liil 交 付 金 I 488. 000 

支 部 費 支 部 補 助 金 | 100，ooo

3十 588. 000

一

危 話 料 360. 000

通 信 ' 1 ! t 1  12. 000 

| 旅 '1!1 交 通 貨 480. 000 

事 務 質 | 集 金 貸 910. 000

印 刷 物 質 240. 000 

文 房 具 'fi 1  120. 000 

刻II ｾＱ＠ 1  240. 000 

青十 2. 362. 000 

給 料 7. 672. 000

給 与 趨 WJ 手 当 300. 000

1 ' 1 ・ 与 2. 488. 000

計 10. 460. 000

一 一 一

健 康 保 険 料 300. 000 

厚 生 年 金 保 険 料 180. 000 

厚 生 '1!1 失 業 保 険 料 84. 000 

労 災 保 険 料 25. 000 

職日福利 ｾ 240. 000 

21- 8 29. 000 

賦 課 金 賦 諜 金 I 35. 000 

計 I 35. 000 

会 館 勘 定 繰 入 金 会 館 勘 定 繰 入 金 1. 700. 000 

計 1. 700. 000 

退 職 金 引 当 金 退 職 金 引 当 金 800. 000 

音1・ 800. 000

償 却 金 什 器 償 却 金 31. 000 

計 31. 000

予 備 費 予 備 費 1 . 415. 000 

il- I・ 1. 415.  000 

合 計 73. 670. 000 

• 

• 

.. 

部の出支

額

9. 840. 000円

6. 400. 000 

540. 000 

420. 000 

17. 200. 000 

15. 884. 000 

2. 085. 000 

1. 825.  000 

1. 000.  000 

13. 561. 000 

12. 600. 000 

4. 750. 000 

3. 700. 000 

1. 035. 000 

56. 440. 000 

償

265. 000 

135. 000 

156. 000 

12. 000 

725. 000  

16. 000 

180. 000 

15心. 000

200. 000 

330. 000 

240. 000 

2. 144. 000 

587. 000 

90. 000 

677. 000 

30. 000 

30. 000 

73. 670. 000 

自 ( 玄 額

繰 入 金 |て 7ぷ

室 料 1. 440.  000 

収 入 20. 000

3. 160. 000 

青|

金 I El ｾｦｊｴ＠
什 器 位

計

金

子

一

料

料

料

料

料

説

明

μ

貸

与

曲

以

員

員

員

貝

雑 誌 収 入

講 演 講 科 会 収 入

集 会 収 入

契 約 々 款 先 上 収 入

隊I ｾ ｟Ａｪ Ｚ＠ 13
1

1 版 収 入

デ ー タ シ ー ト 収 入

会 員 名 簿 収 入

住 ' 七 相 談 所 収 入

刻(。

入

金

金

目

険

手IJ

入

却

調]

部

会

会

会

会

計

休

方

Ｑｾ＠

2  

:m 

借 入 金

tG 気

瓦 wr

水 道

{首 J也

火 災 保

公

(1・

修

給

雑

j以

百|

総

理

の

資

入

第

貸

雑

正

団

地

准

の 部

入

室

収

調l

7  

会 館 特 別 勘 定

金

料

入

入

入

，息

1'l 

入

自

計

一

部

利

目

収

JIX 

j収

収 入

総

貸

雑

メミ

n  

支 出 の

支 払

手干

ｾＧｴ＠

3た

メ入

『ごI

科

経

会

総

3. 086. 000 

74. 000 

/ 、

n  

ｾｉ＠ 東l
卦
一
志

• 

4 近畿建築会館建設資金借入金の一部償還当選お知 らせ

先年会館設置に際し ，鐙設資金として借問い ペ ン ギ ン 艶 I l ¥ KK 殿 150. α 削 IJ

たしましたものに就て ，乙れが一部償還の抗llll 一 総 本 石 油 臥 殿 30. (削円

んを 3 J:l 28 rI の定時評議員会前同席上 において 三友工業郎大阪営業所殿 50. α) ( ) 円

執り行ないま したと乙ろ ，下記のとおり償i Sが KK 小 坂 井 組 殿 20.  C問 問

決定いたしましたのでお知らせ申し上げます。 近 畿 沼 気 工 事 KK 殿 l∞，∞0円

。lD償還金のお文払は 6 ) J Ｑ 日より行ないます。 ｋｋ 汎ｾ製作所殿 30. C削円

記 KK 西 凹 工 務 J占 殿 20. 000rY 

LI ;1ドクロ ス 工 業 KI( 殿 20.(削川 l仮 河 野 組 殿 10. ( 問円

50.α)() 円

20. α) ( ) 円

500，000円

4 鉄骨構進設計講習会

日本J ] 築協会東海支郎では， I標記秘習会を米

る5 月11 日，東海建築文化セ ンタ ーにおいて開

催 する。また 5 月23日には，松山市で も開催予

定。

':yl  11 日立 1'1KK 大l波文! 苫殿

松 j己 橋 決 KK 殿

計

14 
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ドアチェ y ク 60シリース

ドアチェ y ク 70シリース

• 

ドアチェ ック 80シリース

u  

うい品質性能とな男荒野 一ド式

ｚ ＲＮースター ｦｲｾ ぺｬ，，ＭＧＺｉ

フロアヒン ジ

その他

ラパ卜リヒンジ

ピポ ッ トヒ ンジ

ドアハンドル

... 

上枠断面懸吊要領
片引き戸内観図

内

R !II 

N  

L-30X30X37i1! ｌ ＭＴ Ｐ ｘ ＴＰ ｘ ｾ＠

ｾ＠ 「一戸

自

3日，8( ト 様z∞

，. 

機日ItυI' : ". }' . ) てド丸い

州川 崎山 叫 ￚＡ ｊ 誌 にＧｴ ＡｬＡ ｾｨ ［ｬＮ 1.  

. ニュースタースライド式ドアオ ペ レーターの特徴

Ｎ ｩ ｬｬｬ 圧の長所と屯気式 の 利点 とを 組合せた新製品 です Ｐ ・ ｩｬ ｬｩ ｊＮ 玉袋［ 丘 がついて い るために ｉｾｮ る迷 ｪ メが 「 ゆるく ｪ r なめらか」 てす。 ・パルプの; ¥/ ，¥J 笠

で 削 る ｩｩｬｩ 肢が自由 に変えられます 。 Ｎ ｉｾ Ｇ ｊ る予 ｉｪ ￭ ￮ で Ｍ ＮＮｅｉ止って、その日ゆるく ｭ ります 。 ・ Ｔ ・ ［ＢＱ ・ 立 の 場 合、すぐに予で経く ｉｉ ｦｉｉ羽 が Ｑ ｉ Ｑ ｉ
Ｑ 米ます 。 ・ ｦｬ ｬｬｩ 絡が

安〈、日 l] l 金工事 がほとんどない 0 ・1阿 -J [ -n、保守 が11，-，';¥' に簡 単 です 。

レール取付編例図

日本ｬＡ ｹ Ｍーエ工、 υ 均盟問〓ｾＮ命
「 ヲー / ・/ 布定ユ旦1不エ、日

本 社 工 場 大 阪 市 生 野 区 民 矢 柄 町 2 2  2 電 話 ( 06) ( 758)  1 2 5 1  ( 代)

東 京 支 庖 東 京 郎 千 代 田 区 神 田 小 川 町2- 12( 日没ピル) 1世話 ( 03) ( 293)  4 8 3 1  - 5  

札 幌 出 張 所 札 幌 市 月 定 中 央 通 り 月 定 3 1  4 ー 1 電 話 ( 0122 )( 86) 8 2 5 5  - 6  

仙 台 出 現 所 仙 台 市 北 6 昨 丁 1 8  7 旬 結 ( 0222 )( 34 ) 6  0  4  9  

名 古 屋 出 張 所 名 古 島 市 北 区 浪 打 開T 2  - 8  0  - 2  Ｑｉｴ ｾＱｩ＠ ( 052)( 981)  7 5 3 1  - 3  

広 島 出 渡 所 広 島 県 安 佐 都 佐 東 町 総 井 2 0 5 地結( 08287)( 7  )  1  6  1  1  

福 岡 出 狽 所 網 開I 市 天 神 4 丁 目 4 /f， 2  4 電 話 ( 092) ( 74 )  2372 ・3312

舎

一

15 
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J: lil '  ｾ＠
l 壁材の〈光和建材〉が

併 I  Ｎ ｉｨＮＮＮＮｾ司 園 町民司明、
化学製品の卜ップメーカー

ヲ守t ?JII との

制.1. 1ｉ ｾ 明崎町立 ｒ 技術提携のもとに

現 場 で の 調 合 が し 、 り ま せ ん 。

セ ル コ ー ト A は 、 天 然砕 石 と 特 殊 な 合成 樹 脂

( ノ〈インダー) を 配 合 し た 「 外 装 用 吹 付ー仕上材

料 」 で す。 調 令 ず み の 』、.-j '*，'. で す か ら 、 施工 現

場 で の 制 令作 業 が ま っ た く 必 要 な く 、 す ぐ に

作 業 に か か れ ま す。

各 種 の 材 料 に 適 用 で き ま す 。

セ ル コ ー ト A に i旧 作 し た 特 殊 な 作成 樹 脂 は 、

非 ｾＺ ［ ｾ Ｎにすぐれた イ寸前力 をもっていますから、

コ ン ク リ ー ト、 モ ノ レ タ ル 、 訂 刊 プ ラ ス タ ー 、

ド ロ マ イ トプ ラ ス タ ー 、 ス レ ー ト、 木』、寸、ヂト

板 、 IflI .j 火 ボ ー ド な ど 、 手千平;f( の 4・.-j ' ' f ' 1 に喰装で

す 。

施 工 時 聞 が 短 縮 で き 、 経 済 的 で す 。

従 来 、 外装 仕 上 げ と し て は 、 情 か き 怖 と し " や

勺先い ，'1:¥し か な ど の 地 工 方 法 が あ り ま す が 、 こ

れ ら の 方 法 は 仕 上げ に 長 時 間 か か る 欠 点 が あ

り ま し た 。 セ ル コ ー ト A は 制 今 材 料 な の で 、

現 場 で す ぐ に 使 用 で き 、 そ の う え 11欠 付 け 喰 装

で す か ら 、 施工 H寺問 が 短 か く て す み ま す。 さ

らに、 イ寸ずf 性 の よ い 材 料a の 11欠付ーけ で す か ら 、

いかき 終 と し H ゃい洗し、 ，LH し か に く ら べ て 、 材 料

が 少祉 で す み ま す。

仕 上 り の 美 し さ も 研 究 成 果 の 一 つ で す

セ ル コ ー ト A を 施 工 し た 仕 上 り は 、 天 然 行材 、

タ イ ル な ど を 使 用 し た 暗闇 に く ら べ て 、 ま

る と も 劣 ら な い、立休 感 の あ る 効 巣 が 得 られ、

各 方 而 で 大 好評 を い た だ い て い ま す。

研究開発した

天然砕石吹付材料

商 品 の 容量 と 塗 り 面 積 は ・・ ・

・ 容量 ・ー. 1  f行18 t  行 油 f斤入 り

・ 塗 り 面積 . . . 1  f行て'1 0 m契約 3 坪 ) の 11欠付ーけが

で き ま す。 喰 りI百平!It は 、 i自己令 さ れ た 仲 :::{iに

よ り 多 少 の 差 は あ り ますが、 2 巨11
1
欠付ーけで

3 . 3m
2

( キワ 1 珂i.) に，r，'勺10 kg い り ま す。

* お間合わせ・ご用命をお待ちしています

ｾ＠
大阪光和建材株式会社

〈光 和 建 材〉が お す す め す る . . .

新 し い 吹 付 ・ 左 官 工 事 材 料

砕石コテ塗用樹脂 t! ILコ- . - . K

樹 脂 壁 ... .. .  t! ILウォ- I L

防水工事用樹脂 ・ ・ t l r/L智司. . . . . .

モルタル打 ちつ ぎ用 樹脂 プ宥友曹司. . . . . .

樹脂吹付塗装材 . - j 害友コード

〈ヲ・:.ft? J a" } との技術提携品

圃 • 

... 

.. 

• 
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法 令 コ ー ナ ー

日本建築協会法規委員会

質疑などの投椛をお待ちしております。

。 火災による死傷事故の防止に関

する通達について

ま え が き

必近 ， ｾ築物の火災のさいに ， 多くの死傷事故

が生じています。乙の死傷事故防止のために ，

建築基準法の防火，避難関係の規定の強力な施

行と，法の迎用 lζ 当って具体的に留意しなけれ

ばならない点について ，下記のような通達が出

ました q

乙のj函連の示す内容は ，建築物の計画，設計.

施工に際して，極めて主要な事項でありますの

で，乙乙 K 全文を掲 i院します。

通 達 1

雄投省住指発trS53号 昭 和43年 3 月 8 日

各特定行政庁宛 建設省住宅局長

耐火建築物等 における火災による

死傷事故の防止について

線記については ，かねがねその未然の防止を

図るべく努力をわずらわせていると乙ろである

が，不特定多数の者，あるいは老幼弱者，病人

等の使用，宿泊または居住の用途 lζ 供される建

築物，ならびに i可尼i郎分または地下1部分に居室

を有する建築物お よび地下街については ，1此近

の事例にかんがみ下記により消防用の施設，消

防活動等の要ぷをも総合的に勘案して建築基準

法の強力 ，かつ ，適切な施行の確保を図られた

いのさらに消防但当部局との密接な述銀を保持

されるよう配J，&' されたいれ

なお ，下認のうち法令の改正K より i珂礁に規

制すべき郎分については，目下所要の改正をす

るよう検討中であるのでFI -I し添える の

記

一，it 築1&準法における防火および避難関係の

規定の適用にあたっては ，安全，かつ ，円滑

な避難の確保について第一義的に配慮し強ノJ

な施行を図るとともに ，ζ れと並行して悠築

物の利川者の特性による避難の実態 lζ 悶l した

適切な行政指諮 lζ 努める乙と η

ニ，1此近の耐火li 築物等における火災 'J(frI Jr ζ よ

り艇による避難行動を阻害する乙とがないよ

う避難経路となる廊下 ，階段亡事の機能の保持

三，廊下，階段等の避難経路，防火区画，防火上

主要な間仕切壁等の構造，室内に面する部分

の仕上等については ，適正な施工の確保を図

るとともに極力 ，不燃化するようにする乙と。

四，使用開始後lζ 不適法に改変される乙とのな

いよう適法な維持管理の徹底を図らしめる乙

と。

通 達 2

建設省住指発第54号 l昭和43年 3 月 8 日

各特定行政庁建築主務官官長宛

建設省住宅局建築指導課長

耐火建築物等における火災による

死傷事故の防止について

標記については ，5) IJ 途日白羽] 43年 3 月 8 日付建

設省住指発第53号により住宅局長から責特定行

政庁あて通達したと乙ろであるが，建築基準法

( 以下「法」という) および同法施行令( 以下

「令」という) の迎用に関し ，具体的に留意す

べき事項は下記のとおりであるので，施行K 逃

憾のないようご配慮願いたい。

記

ー，防火区画( 令第 112号)

防火区簡の設置に| 刻しては火災の鉱大を抑

止する乙とのほか，煙の拡大または充満の防

止の鋭点、か ら有効な機能を保持させるとと 。

また ，従来防火区画の設置が形式 lζ 流れ，

広範聞にシャッター形式の防火戸が設置され

ているが，避難上の利便，防煙機能等から必

ずしも十分とはいえない場合もあり，個々の

笑態に 即し ，適宜，開き戸または引き戸形式

による防火戸を設位させる乙と。

令第112条 第 12項および節目項の規定につ

いては，配色，ダクト等の口通部分およびそ

の他の仕口部分の割以が残存している事例も

あるので，特lζ 見えがくれ部分について空隙

を完全に充てんする等十分な施工を行なわせ

る乙と n

二 ， 界壁 ， 間仕切ｾＮｴおよび隔壁Ｈ令第 ＱＱ Ｔ 条Ｉ

乙れらの界壁土与には空時;1を生じさせないよ

う十分な施工を行なわせること。

特K 見えがくれ部分の施工については，防

火区画における場代と閉じく絡別 lζ 留意させ

る乙と。

三，直通階段( 令第 120条)

本条は避難上容易に平IJ川できる階段の設白

を図る乙とを目 ｾｈｃ 歩行 ｾｉｾ 出 ｉￊ を規定している

ものであり ，後維な形状のl以下を経由するも

の，廊下，ホーノレ等以外の用途に供する部分

を経由するもの等で，円滑な利用上支障のあ

所lζ 集中して設けるなど利用の笑態上ーのも

のの険能しか持たないとされるものは，本条

の趣旨に沿わないものとして扱う乙と 。

五，避難階段および特別避難階段( 令第 122条

および第 123条)

木条においては ，火災時に乙れ らの 階段の

内部1が火災および煙から保護された空間を構

成し，安全な避難行動を確保すべき乙とを目

的として，乙れらの構造を規定しているもの

であるが，著しく広範囲にシャッター形式の

防火戸を使用したものについては ，火災時の

閉鎖が確保し難く ，また閉鎖後は以後の出入

の使および防煙機能の何れκ ついても適当で

ないほどの実状 fC照らして木条の趣旨に沿わ

ないものとして扱う乙と。

また ，乙れらの階段の配置および構造を適

正にすることにより ，建築物各府の水平区画

が有効に椛成されるよう十分留意する乙と。

六，内装制限

法別表第一( い) 欄( ニ) 項 fC掲げる旅館

等の用途 lζ 供する建築物のうち ，耐火辿築物

であるものについては ，法第35条の 2 および

令第 129 条の規定に2まずく内装の制限が課さ

れていないが，当面，乙れらの建築物につい

ても ，令第 129 条第 l 項iζ 規定する内装とさ

せるよう 指導を強化すること 。

七，維持管理

廊下階段等の有効 巾員の確保，防火戸の作

動等，避難上の要件若しくは機能が有効に保

持されていない事例もあるので，使用開始後

の適正な維持管理の確保を図るため，法第 12

条第 3 項の規定を積極的lζ 活用するほか ，随

時の現地指導を強化するものとし，乙れには

適当な民間団体等の協力を求める 25のtiI i置も

適宜講じるこ と。

追記( 省略)

あ と が き

乙の二つの通達は従来ややともすれば形式的

に流れていた防火，避難関係の規定の適用につ

いて ，法令の趣旨 lζ 基ずいて積駆的な法令の巡

周を行わなければならない乙とを指示したもの

です。

乙乙で明らかにされた避難経路の整備 ，有効

な防火区岡等の完備，排煙機能の霊視等はもち

ろんですが ，さらに ，標題の目的i主成のために

は，ｬｩｾ 物の司 ｌ￯ｦ￱｣ｩｬＭ 画や形態についても防火 ，

避難の観点からみなおして考える必要もあるの

ではない で しょうかの

と乙ろで，乙の通達K1まずいて各特定行政庁

ては平: . 2¥1ζ 行政指導が行なわれますが，具体的

るものは ，本条の組目』ζ 沿わないものとして な ｉｕｉ 組については各建築行政担当課におＡ日｝ｾ、合

扱うとと内 わせくださいの

また ，直通階段の構造については ，昇降に なお ，通述の個々の内容については ，iGって

あたり避難の方向が明確に判断できるものと 詳しい説明をする予定でおります。

とその適切な配置に努めるとともに特 lζ 釧煩 させる乙 との ( 大阪市建築防建築部事査謀 平塚哲朗)

を考慮した精進とする乙と。 四， 二以上の直通階段の設; [ L 義務( 令第 121条)

また ，建築物の各回ごとの水平Iメ画の完備

を図る乙と。

本条はし、わゆる 二方向避難を確保するとと

を自がj としており ，二以上司コ亙通法変を- ]

「占ifi r l 1 再開発法案について」の続き (4) および

法令相談」は紙面の都合上，次号 IC廻します。
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天 井 ・間 仕 切 ・アル ミ ニ ウ ム の こ と な ら 何 で も ご 相 該 下 さ い

株 式 会 社 奥 村 重 兵 衛 商 唐

大 阪 市 北 区 木 幡 町 6 0 電 話 大 阪 ( 364) 4131

福 岡 市 住 吉 松 月 町 2 9 3 篭 話 宿 岡 ( 29 ) 0459 

東 京 都 太 田 区 南 馬 込 4 1 ー 18 電 話 東 京 (772) 7856

名 古 屋 市 中 村 区 志 摩 町 4 の 7 電 話 名 古 屋 (551 ) 3013
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投稿をおまちしており ます。掲載の

分には規定の稿料を差上げます。

日 日 本 建 築 協 会 に 技能 部 門

の 創 設 を 望 む 口

「日本建築協会の発展とあり方についてJ の

座談会記事を読んで驚いてしまった。当 協会の

発展のあり方は ，技術，建設，電気，管工，建

材の 5 つの部門 K 絞っていく方針との感じを受

けたか らである。 政府でさえ，労務者の不足，

建築技能者の不足対策として，職業訓練所を増

設したり ，高等学校に技能科を設けんとしたり，

また技能者の社会的向上や認識を喚起するため

に，褒賞制度を設けたり ， さらに技能院設置の

窓向さえあるのに ，当協会には ，建築界の指導

・開発を目的にしている筈なのに ，その片鱗さ

えみせておらない しま つである。普から日本建

築学会は勿論，当協会も建築技能者の開発，研

究対策は全く手を触れてはおらない。現 IC建築

事業に従事す る人数か らは ，技能者は大部分を

占めでいる ζ とも事実である 。技能者大工 とか

左官その他となる が，技能者の協会は技能者自

身でやるべきものであるととは， 当然かも知れ

ない 。 しかし ， 他の協力援助なしに技能の研

究 ，開発. 後継者の養成，その他の対策が果し

て完全に遂行でき るであろうか。

それだから ，側面か らそれな どを援助し開発

に助力してやると とは，勿論，政府の事業かも

知れないが，建築業界の特別な配慮を期待しで

も悪くはない乙とと信ずる 。

当協会の会員の中 lζ 建築技能者がおらないか

らと 言 うなれば，新しい企画に ，技能部門を入

れて特別に開発され，技能者の会員獲得に努力

されたい。同時に，建築技能者部門を建築業界

の有力メンバ として諸般の企画，研究，調査

に参画させて，併せて，当協会の将来の発展を

希望したいと思う 。繰返し ，技能部門の設置を

希望する 。 ( 大阪市浪速区元町 l の762 鈴木忠五郎〉

口 日 本 の 大 阪 を 世界 の 大 阪 に 口

先年私がヨ ー ロッパ旅行の際 ， ロー 7 で 『ジ

ャパ ン』 といいますと 『トウキョウ 』 と問返し

ます。 rノー， オオサカ 』 といっても ，ケゲン

な顔をしている。日本 lζ 大阪ありという乙とを

全々知らないのです。同行のM 氏が再三渡欧し

ているので， ζ の話をしましたら . r大阪なん

んと思いました。戦前支那の上海や天津へ，商

IC行きますと ，大阪市の地名の名刺を通 じる だ

けで 『タイパンチ - J と歓迎してくれました 。

何だかオオサカといってもらうより 『タイパン

チー』 と潟を入るよ うな発音で，い われる方が

婚 しいように恩いま した。

それほど大阪商人は支那で羽振りがキイたの

です。そん な経験もあり ました ので，私はウヌ

ボレというか，過信 とい うか，まったく意外で

した。 しかし振返 ってみますと ，英国ロン ドン，

フランス ，ノマリ ， スペイン ， マドリッ ドと，手L

自身，常 lζ 外国の首都だけしか，頭』ζ 置いてい

ない。日本といえば東京だけで，大阪を知ら な

い外国人の多い乙とも ，当然だと思いました。

と乙ろで，乙んど大阪で万国博が開催される

ことになりました。 ζ れは大阪に降って涌し、た

幸運だと思います。万国博乙そ ， 日本の大阪を

一 躍，世界の産業都市大阪に飛躍さす絶好の機

会だと恩います。何 とし ても成功さし たい，日

本の栄誉とともに ，日本 lζ 産業都市大阪ありと ，

名を成さしめたいのです。大阪の貿易関係の方

々に ， 乙んな 話 をして も 通 じないか も知れん

『現に大阪の0 0社 と 貿 易 し て い る で は な い

か』 と恩われま しょう が ，私の話も真実です。

世界の津 々浦々まで日本の大阪を，乙の偉大

な大阪を ， 日本のために ，大阪の ために知り波

らしたいのです。万国博の成功を祈りて。

( 安悶レール株式会社会長 安田誠一)

口 建 築 労 働 者 の 斗 い 口

われわれ京建労は ，全建総連傘下の組合のー

っとし て組織 されてから ，建築職人や労働者の

くらしと健康を守 る巡動を熱心につづけてきま

した。 とくに日雇健康保険を守るたたかいは，

数次に およぶ制度廃止の危機を切りぬけ る中で

激しさをまし，昨年 ，健康保険の抜本改悪構想

が発表される におよんで，全国各地のや1] 間 とと

もに ，京都でも組織をあげて決起， 大ノj 、の集会

や議会請願や中央への代表派逃が年末をひかえ

ながらも速日のように行なわれました。

厚生大臣の首のすげかえがあったり して，日

雇健康保険だけは政府も手をつけ る乙とはでき

ませんでした。仕事を守る斗いでも ，建設業法

の改惑に反対 し，乙 れが零細をおしつぶ し大手

建設業者の下 IC系列化しようとする 「合理化」

政策の建設産業版である乙 とは ，資本金や技術

者 ( 資格要件をみたす) 必置などのきびしい規

制jの一例を見ただけでハッキリしているととろ

か ら. i 改悪粉砕J i 父ちゃんの仕事を守れ」

と， 家族ぐるみの速動をやってきました。乙の

斗いの特徴は， 京都府もゆりうどかして ，知 事

以下各部長全員も問題の本質を理解し「畳録業

者か否かよりも ，ま ず信用できる技術や仕事を

しているかという 点で判断すべきだ」 との発言

とな ってあらわれ，府議会 も一致 して政府への

怒見蓄を採択す る乙とになった点です。

このほか税金斗争や技術向上のi活動も教訓に

なる点はありますが ，紙面の都合で省きます。

しかし ，今また都市計画法 ，再開発法な らび

に建築基準法の改惑が ，私たちだ けでなく都市

勤労市民全体にかかわりのある大問題として ，

すでに建築労働者は斗いにたちあがり ， その波

紋は速やか にひろがっています。

都市問題を独占資本の都合のいいように解決

する法律= 問中角栄氏の発言 (42/12/31i 読 売J )

にあ らわれている 『土地は公共のもの ，土 地 の

高度利用と無償 とりあげ，乙れを保証する法 改

正j なるものは . 最近ますま す反動性をムキ出

しにしてい る佐藤自 民党内閣の本質をあらため

て証 明するものとして ，みんな憤激しています。

( 全京都強策労働組合・京都市右京区西院下花閏町21- 3  Y )  
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日 明 治 建 築土 木 史 年 表 ・ 関 西 篇 ( そ の 16) ( 明治11年 8 月 15日- 20日) 口

明治

東京築地で耶蘇教礼拝堂開場式。 i 其をの堂の高さ は十五丈もあ有るべく周堂 lζ は数百の紅11年 8月 15日

燈』ζ 西洋飾を4添EヘJ  . とある 。午后一般見物人に公開された。

11 11 11 
川村純義海軍卿。全国カ海ジ‘し針んせ線んを一週する事とし伊藤本{i 亨海軍せ少奇ゆ輔今が，海軍卿事務代

理を勤 める乙 とになった。

11 11 16日
長崎近況記事あり。 i 居留地 lζ ある 戸(o人の家は百戸に満たす句。其内し身んf代'!t .fj限m会りにてあ明き

長lζ 践 しも見へたり。 J i 市街は隣村へ家続きにて人家究主万一千戸。 」湯屋は男

女混浴だが立小使は2警察がやかましいともある。

11 11 11 

に荷さ宰い句領ようにん せ今

静岡県大井川原で内国通連会社 人田中証三郎を傷つけ荷物の中の多額の金を

強訴した逮州係何，原4同郡M大"ゃ槻'J!新さしん聞でんの三浦茂しげ右 ｾｾ￯ 門 今終身懲役 と 賦金 ｣ 河 金Ｉ 一 万五千 九

百 円余の j刊を受ける。

ノノ
11 17日 鹿児島地方に私立学校建設中で，工事も略々結成とある の 乙れは凶南戦争後 ，子弟

教育の為に ，政府派の故大久保利通を始め，ミ5品宗則勺3よ間行!;I盗内野砕道1 ' l 。高島

納之助等が械金を送って建てさせた ものという η

11 11 18日 大審院判事平川光{rl1o 大阪裁判所長を命ぜらる 。

11 ノノ ノ/ 大蔵省国債局五等属平副辰他 7名 。社;!j"'jiJj減禄淵査の為，全国各地方へ派iiJi される。

11 11 11 越後生れの人力車夫川崎虎吉は ，福沢諭吉挫で学問を学ぶかたわら ， 日本橋数 寄屋

IIITの巻まぜ毛菱η ょがうt;l んlζ 書道を習っていると ，各紙で評判になる。

11 
11 20 1ヨ 栗原確認編1irc i 大日本品品全図J ( 地凶) 版権免許。銅版irl り。定価 1円今月末発

党( 発売) (点 Jir ｉ￭ｬｾ北区制 ｬＧ 谷 Ｒ - 22ー13 須藤欣ニ)

ぞみんな知らへん』 とのこと に， 乙れではいか 川 川 川 111 111111111川 1111111111 1川
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ニュース原椛をお送りください。

ス

圃 一級建築士試験制度の改正に

ついて

今度昭和43年 3 月 13日付け建設省令第 8号を

もって，建築士法施行規則の一部が改正され，一

級建築士試験の試験方法が本年実施 される一級

建築士試験から改められる乙とになりました。

今回の改正は ，最近の建築技術の著しい進歩

発展 IC伴ない， さしあたり 一級建築士に建築技

術の平勾的な総合能力を期待する必要がある と

して行なわれたものです。 改正 lζ 当つては建設

省の付属機関である中央建築士審査会および建

築審議会において慎重な審議が行なわれ， ζ の

問題について，昭和42年 12月 13自に建築審議会

から建設大臣 lζ 答申が行なわれました 。

改正は乙の建築審議会の答 申に2基づいて行な

われておりますが，その内容のうち主な点は次

のとおりです。

1. 試験は学科と設計製図について行なわれま

す。

一級建築士試験は，従来，建築設計製図，建

築計画，建築構造，建築施工，建築法規の 5 科

目K ついて行なわれていましたが，乙れが学科

と設計製図の 2 本主主で行なわれる乙とになりま

す。

2.  設計製図の試験は学科の試験の合格者に限

り行なわれます今

新しい制度では ，1長初』ζ 学科の試験が行なわ

れ，乙の試験 Ir : 合格した人が設計製図の試験を

受ける乙とになり ますのしたがって，学科の試

験 に不合格となった人は設計製図の試験は受け

られません勺すなわち ，学科の試験が第一次試

験 ，設奇|製図の試験が第二次試験という形にな

り，第一次試験の合格者だけが第二次試験を受

けるということになります q 設計製図の試験は

学科の試験の 2 - 3 カ月後に行なわれる乙とに

なるものと忠われますの

3.  学科の試験は，科目制をとらずーっのもの

として行なわれます今

学科の試験は ，建築計画 ，環境工学 ，i J l 築設

備( 設備機器の概要を合む) . 構造力学，建築

一 般 ｴｾｾ Ｎ i J l 築材料 . ll 築施工，建築程( } ; f . ，II 

策法規 !̂ Hζ|刻する&' ，' } f な知識について行なわれ

るζ とになっています。

乙乙にあげられた ill 築計画 ，環境工学等は学

科の試験の内容を示したものであり ，従来の試

験科目ではありません勺したがって，従前のよ

うに科日目IJの試験，イ守否 'NJ定は行なわれず，学

科 J 亡休とし ての試験，fT否判定が行なわれる乙

とになります。

4. 学科の試験に合格した人には ，次回の試験

でその免除が行なわれます。

学科の試験lζ は合給したが設計製図の試験[ζ

不合格であった人については ，次の l 回の一級

建築士試験に限り本人の申訪により学科の試験

は免除され ます。

5.  昭和42年以前に行なわれた一級建築士試験

で合格点を得た科目を有し ，昭和43年以後

に行なわれる一級建築士試験で当該科目の

免除を受けられる人には，尚 4 回従前の制

度による一級建築士試験が行なわれます。

H白羽]43年から 一級ru築士試験は新しい制度に

よって行なわれますが ，111 

れた一級建築士試験でで=一部の科目 lにζ 合格J点長を得

白ナ化fたこ人でで‘ . 昭和43年以後の一級建築士試験でその

科目の試験の免除を受けられる人 K 対しては ，

昭和43年以降 IC従前の制度による 一級建築士試

験( 以下 ， i 旧試験」といいます) が 4 回行な

われます。

旧試験は試験の科目 ，科 目別の合否判定，合

格科目の免除なとすべて従前と同様の方法で行

なわれます。

6.  旧試験を受験できるのは次にあげる人たち

です。

第 l 回旧試験では昭和39年以降に行なわれた旧

試験で合格点を得た科目のある人

第 2 回旧試験では昭和40年 μ  

第 3 回 / / IIR和41年 μ

第 4 回 H  閉和42年

なお，旧試験を受験できる 人は ，旧試験の代

りに新制度の試験を受ける乙ともできます。

7.  本年以降に行なわれる 旧試験で合格点を得

た科目の試験の免除はその後に行なわれる

旧試験においてのみ行なわれます。

政終回の旧試験は実質的に合格か不合格のい

ずれかになります。

. 建築基準法改正案のく許可制>

に対する反対声明

建設省は 2 fJ 12日< 五u築基準法改正案 要 綱 >

を発表，関係各省との折衝を進める 一方，法制

局において成文化を急、さ ，今同会 l ζt足策する烹

向と伝えられています弓乙の建設省案は昨年12

月< 建築審議会> が行なった答申を全面的に探

り入れたものと誕っていますが，次の点lζ 関 し

ては科 111を全く 無視し ，その 内容を故意 lζ 歪曲

鉱大解釈する乙とによって，官僚統制lの強化と

権力の集中を図 ったものである と断ぜざるを得

ません勺すなわち ，現行必準法における < 確認

制度> を廃止して新たにく許可制度> を設け ，

＼ ｬｬｾ 誕主事 ＾ をＡ廃して く 地方公共団体の 長 ＾ に

許可依を与えるというのがそれです。

たしかにく辿築号評議会> の終 [11は，< 建築執

行体制jの整f J l I l の基本方針 > として，建築行政の

責任の所在を明確にする乙となど 5 項目 ，逃反

是正についても 5 項目の改善事項を採り上げて

いますが，建築主' j i : の泌」上や確認制度から許可

lljl Jst への変更などについては ，一言半句もふれ

ていないばかりか，それらを示唆するような字

句は何処 Ir : も見当たらないのです。とすれば，

乙れらの問題点を嬰綱 lζ 盛り込んだのは建設省

の独断であり ， そ の背後 ｬζ 政的ーのＧ￬Ａ￬ ｬｾ 、安 Ｓ Ｗｩ や 指

示があっ た乙とは ，容易に推測する乙 とができ

ます。特に< 許可llilJ > については ，考えれば考

えるほと ，疑惑と危↑ J l がWI 大: するのをどうする

乙ともできません。 もともと く許可> とは ，原

ｾＡＱＱ的に禁止されているものを ， 特 ｉ ｲＺ許す場合 ｉ ｲＺ

使われる用語であり ， 戦前のく市街地建築物

法> にお いて さえ ， ζ れに該当するものが< 認

可> であっ たととは，改めて説明するまでもあ

りません。 しかも ， 乙れについて建設特集は ，

なぜ< 確認> をく許可>I L 変更しなければなら

ないのか，その具体的理由や法的板拠を明示し

ていないばかりか. 口頭で説明を求められで

も，納得でき る回答を持たず，言を左右 lとして

いるのが笑情です。

確認 ・認可 ・許可という 三つの言葉は一種の

相似性をもち ，同義同類語であるかのように受

取られがちですが，法的lζ は大きな相違があり

執行巡営の而では， さら Ir : 著しい開きが出てく

るととに注窓する必要がありますの

また建設省案に よれば ，美観地区なとにおけ

る建築lljlJ 限の範闘を< 法定> すると とにな って

いますが， 乙れと< 許可制> を結ひ‘ つけたもの

が何を怠 l床する か， 自ら明白であるといえまし

ょうのすなわち ，権力の不当な仲介や政治的圧

力によって. 合法的建築が否認され，修正され

る可能性がきわめて強いという ζ とです今 しか

もそ乙 lζ は怠意的な権力の行使，lIi m. そして

利権をめぐる汚職の続発などが予怨されます。

ζ れらは ，明らかに国民の正当な権利を侵害す

るものであ り，政治の姿を歪めるものであ ると

い っても過言ではないでしょう。

わたくしたちは ，決して幻影におびえたり ，

思想的偏見によって大げさな騒ぎをしているの

ではありません。建設省が錫け. た< ll 築1主準法

改正案要綱> というア ドパノレーンを冷静に分析

し判断した結果，災いの芽は早くつみ取 らね ば

ならぬと考えるに至ったのです。いま 此処 lζ ，

事の重大性を改めて訴え ，建設千T案 lζ 対する諸

賢の十分な考察と慎重な配慮を願い，いまや危

殆lζ 瀕しつつある民主主義的建築行政を擁護す

るため断乎として斗う男気と決断を期待して止

まない次第です。また建築関係各団体が，時機

を失するととなく ，建設省案に対して，強硬か

っ明確な反対の芯定、表示を行ない，適切有効な

知世を講じるよう要望いたしますの

1968年 3月11日

足立光f ; c . 雨宮 31:平 石堂 浦 伊藤ていじ

大 谷 和 夫 奥 平 餅造 神 谷 公 治 川 山 中 士

河原 一 郎 菊竹消ｾｩｉ >l!萌 梓 木 村 一 夫

木 村 {竜彦 )J( 川 梓ー男 神 代 縦 一郎 小 林 路 雄

持 山 路 雄 荘 司 孝 衛 杉 本 裕 逃 米 盟邑

平 良 敬一 ;!:iili 林 之 丈 立 総 久 「1 UI 辺 博 司

長 fb 正 充 両 駅 前 之 締 本 郎 雌 同HII 敬

脱 1t-正一 郎 初 文彦 宮 内 部 久 村 船 以 次 郎

八y.! ! 開l 山 本 学 治 t高山 公列 c3JI I  他

1f 川 秀 雄 脇I n 絡史

司I務局・l l ! 築ジャーナリ スム研究所

T  E  L  4C8- 7848 401 9950 

東 京 邸 港 区 六 本 木 6 - 1- 8 第 七失 マ ン シ ヨ ン 302

. 建築学会・欧 9'1'1 ( メキシコ 〉

建築視察団募集

日本ill 築学会では標記視終日j ( 木年10月 7 日

- 10)J 27日) を募集している内 r! l 込 5 刀31日ま

でη 詳細は学会へ (fE話 03- 535- 6511 ， また

は近畿支郎 06- 443- 0538)

.  日本建築綜合試験所紹介 ( その

2  ) 次号へ

前号 lζ 引き続き紹介する予定でしたが，紙面

の/'il i -A- 1 : . ，次号へ廻します。
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト

長ポレ ＱＱＱ ＧＷｾ

軽 量 (比重 0.5コンク リー卜 ¥の重量)

断
熱 (コンクリートの 10 倍の断熱性)

耐 火 (法

F疋....， 

市t 火 キオ 料)

@ シポ レックスは工場、住宅から超高層ビ/ レまで

あらゆる建物の屋根 ・床 ・壁 ・間仕切 ・耐火被

覆に使用されますが次の建物には特に最適です

工期短縮を要するす べ ての建物

2  空調を要する工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄骨大張聞の工場 ・体育館等

4  軽量化を要する高層建築物 ・軟 弱地 盤の建物

5  鉄骨耐火構造の建物
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ガデリウス商会 ・神戸

設計 (株 ) 大阪建築事務所

施 工 清水建設株式 会社

使用場所 タ時差

唾至亘ｾ

，_ポレ111ワ ス 販 売 株 式 会 社

本 社 東京 都 千 代 田 区岩 本町 2 ノ l ノ 16 ( 森 川 ビ ル )

電 話 東 京 ( 861 ) 代 表 7 2  4  1  

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 l ノ 125( 東 洋 ピ ル )

電 話 大 阪 ( 443 ) 代 表 7 7 4 1  

名 古 屋 支 唐 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 ノ 2 ( 大 商 ピ ル )

電 話 名 古 屋 ( 58 1) 代 表 7 4  2  1  

.e  

• 

.. 

• 



• 

• 

• 

• 

'Ij: 1'.!.: ｾ慨Ｇｾを ｅ し と し J; j孟' ) ( と さ い

){j，II: a. 川 (11出 b. 世築 1MfI( c  妊，flih't d  

316 富 士 銀 行 祐 天 寺

ぷ，， 1 地 1: ・株 式 会 社 竹 中工務底

a .  ｾｴ ，［ＨｲＮｊ ｉｉｉＧＮ ｉ Ｎｗ＠ 1' .日引 5 TI  1235: 

b .  Ｔｾ 由 ｮ Ｇ

1. 342 .601 '  

R C. F 3 . P I  

1I!H1I 42 1ド511 - II(j 制142年 1111

留置面白

317. 明 治 生 命 奈 良 支 社 I 318. 梅 新 第 生 命 ビ ル

..1111 地仁 株 式 会 社 竹中工務庖

a.  {jモ良市. : . ，' j k 田[ 1  8  - 5  

758. 4m'  

1. 594. :3m'  

H C. B I . 5 F . P :l  

c .  II{HII4 111:  7  II - II(HII42 i) . IOII 

u.l. 1・l 地1 : 株 式会社 竹 中工務底

a  大阪 ､ｩ 北ｼメ Ｇ［ｾＧｉｕ 的ＱＧＮＲ 11141 

727 .4m'  

8 ‘ 812.2m'  

S R C.  13 3.  F 9 .  P 4  

e  .  1I{{制140i!'- 9  11 - 11日制1'12
1
1' 121 1  

319.  三 井 物 産 ビ ル デ イ ン グ I 320. 東 谷 町 市 街 地 住 宅 建 築 工 事 I 321 .  京 都 九 条 市 街 地 住 宅 建 築 工 事

，;1..1 地1: ・ 株 式 会 社 竹 中工務庖

a  大阪 ､ｩｾｴｬｾＺ '1'之/::， 2I i I 25 lf' i地

1. 583.  180m'  

3. 1. 929.UO m'  

S  R  C.  B  5 .  F  13.  p "  

1I!H1I 38 11'. 2  11 -1I! H1I 42司令 11 II 

，i1ul 三 座 建 築 事 務 所

地T 株 式 会 社 浅 沼 組

a  大阪 di Iti 1，(  ｾｴ＠ 谷田[ 9 の 1 8  

1，120，92m'  

9.  926. 86m'  

e  .  !I{件1I .11
1
1: 311 - 1I(付1142

1
1'. 8 II 

S  R  C.  13 1  .10  F  

ぷ，;1 日 本 住 宅 公 団 大 阪 支 所

地仁 。 株 式 会 社 浅 沼 組

a .  Ji( 間ir! i lHI メ l叫九条件jlll 田[ 1 - 19  

1. 525 .50m
2  

15. 255. 0曲n'

H C. B  1 . 10 10 

e  .  !I({引140司令12J J - 1I (j 1' 1142 11' .  "  II 

322 橘 女 子 学 園 女 子 大 学 新 築 工 事 I  323. 学校法人同志社高等学校 I  324 京都冠婚葬祭互助センター

・，J 111 ま お た に 建 築 事 務 所 |  体育館新築工事 |  玉姫殿新築工 事

ぬ に . 株 式 会 社 浅 沼 *Il

a .  ｾｬｊ［Ｈ＠ .. ｭ 点 ＱＱＱＱｾ Ｚ ｬ ｬｊ ｈ

J、と 'lt l;{IlJl II! 田[34

:3 .  398.  25m'  

7.923 .0印n'

H  C.  4 10. 1也6 械

e.  lI (jfll 'll 11'  6  II -II (j有142i l' . 3 II 

，;1111 日 建 設 計 工 務

地 [ : 株 式 会 社 浅 沼 組

a  山; 郡山 k J;( 1"': Ｇｬ ｾ＠ f 1"大切 HI[

b .  3. 338. '12，，" '  

:1. 536.00m'  

d .  H C . 2 F  

e  !I{{干11401)' . 11 II -II (j fll 1  1  11 討 JJ

，;1..1 松 図 設 計 事 務 所

施 L 株 式 会 社 浅 沼 組

a  ボ間i，!i 'l "; ' Y: llq大路辿リ

1'，1111 トル

b  .  57.1.  22m
2  

3.1 :37.785m'  

d.  Il C. 日 1. 5  F  

e.  lI (j 111.1  2  I)C 6  II - II( 作1143年 I JJ
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強 力 換 気 で . .  .  

高層アパート・マンション

お住まいを快適に?

部 屋 全 体 に 呼 吸 を 与 え て 快 適 な 生 活 @  

Ｎｾ＠

ゾーンを・・・ ・・・ ・・ ・ナ シ ョナ ノレ ・イノレグ

屋 上 換 気 扇 は強 力 な 換 気でお官3屋から

不 快 指 数 を 追 放 し ま す 。

お 風 呂 場 や お 台 所 な ど 、 あ ら ゆ る

お部 屋 が 清 潔 で 快 適 で す 。

ナ シ ョ ナ ル ・ イ ル 夕、

独 得 の 翼 形 タ ー ボ 羽 根

エ ア ー ホイノレ( 翼形) タ ー ボ フ ァ ン ノ

ス ム ー ズ に 空 気 を切り 、 舌し流 に よ る

騒 音 もなく 、 し か も 静圧 は 5 0 ミリ

( 水柱) まで使用可能。

軽 い ノ サ ビ な い ノ 長 寿 命 ノ

耐 食 ア ル ミ 製 で 、 取 り つ け も 簡 単。

サ ピ E め の 塗 装 も い り ま せ ん 。

・その他、厨房室等のダク卜換気には特に最適です。

#=. A重量1晶・4 A畠，. .

匡 土 換 気 商

くル ー フ ベ ン タ ー 〉

松下電冨

ノレ ー フペンター

についてのご宇目

談 は 、 こ の 看 板

の お 屈 で ど う ぞ

カタログ進呈

ーI 閤

松 下 車 墨

田・1mヨ 同 車 聖 書

松 下 電 器 産 業 株 式 会 社

松 下 精 工 株 式 会 社 送 風 機 事 業 部

大阪市城東区今福北| の 18 T  E  L 大阪 (939) 1161 

東 京 事 務 所

東京都港区芝 4の8 T  E  L 東京 (453) 31 11 

西 部 営 難 課

広島市竹屋町 7番 15号 T E し 広島 (41 ) 5111 

- ほかに、各種工場の全体換気にQ 形羽根の威力を発揮する 。全体換気用プロペラ形屋上換気扇 も、豊富にとり揃えてあります 。

司事

• 

• 



クラスメー卜

36 [旧神戸商工・昭和 3 年卒〕

ーー

座列左から (刷 川)

大 沢 一 郎 { K K大林組l 判 Ij 九州JU{I :I 務削守)

遠 藤 二 郎 {ff" 海産業 K K社長 )

安 田 敏政 Ｈ 栄 ｕｈｬｬ ｾ ，此 ｈι ｊ ＾ 抑制

岩 下 久 哉 ( 庇J: ，lj 怨設 K K大阪支I t li 次長 ・技師長 )

大 林 武 { 'i '[ fi lill 設工Y: : K K 取締役)

立列左から

越 智 隆 晴 { K K  ｩ Ｚ，ｴＮＡｦ， ｩｬｬｾ＠ 'IQl ，所取締役)

柴 原 薫 { 1I 111  県立萩工業日校)

遠 藤 久 美 ( 林原 K K取締役)

植 地 ｦｾ＠ { i，'i 水建設K K工'JI監併 )

• 中 川 文止佐 { K  K世溢挫築 J';務所取締役、

曽 我 貫 一 ( 竹我工務町長)

和 田 盛 郎 {K K六巾商会社長 )

神 戸 ｭｊ ｾ 号 iJ' 峨 ロビーにて

や1'1戸 間 工 ・神 戸 大 学 工 学 部 の 建築 の 同 窓 は 木 商 会 と い う 名 の 同 窓 会 を 組 織 し て い る 。

そ の 第 4 回 生 た る わ れ わ れ の 例 会 が 、 こ の た び は 神 戸 で 行 な わ れ た 。 約 半 数 の 12 名 が

参加 l し た が 、 こ の う ち 、 お ヂ イ チ ャ ン に な っ て い る 者 10 人 で あ っ た。

大 沢 ク ラ ス メ ー ト の 卒 業 設 計 は 今 で も ハ y キ リ 党 え て い る 強 力 な 記 憶 力 の 持 主。 ゴ

ル フ に 長 じ 、 111，回 は 1' ，lii 炎の: 境 に 迷 す。 | 湯 気 で 人 好 き の す る 男 。

遠 藤 = 三ニー菱化 成 八 時 工 場 の 技 師 長 を 経 て 、 産 業 ・商 事 関 係 4 社 の 社 長 を 兼 ね て い る 。

傍 ら 北 九 州 市 の 教 育 委 只 長 の 要 職 に も 枕 い て い る 人 望 の 間 し 、 ご 仁。

安 田 外矛内剛 ｊｾｉｾ で 徹子 ｦ［ な ｬ￭ｦｩ のＱＢ ｔ の 持 主 。一 層 の ｾ ｬｾ 進を画策中 。

岩 下 l円淘 JP: 校日 IJj 、 処 設 符 巾 同J i EJ 問 地 挫 の 常 時 部 長 を 経 て 鹿 島 に 入 社。 神 大 工 学 部 で

地 工 法 の ， 講 義 を 11 1当 。 発言j マボー1fl1J ・受 性 ずr11l lJ 而 而 の イ 木 ! 験 を 過 し て の 建 設 合 理 化 の 推 進 が

J(:J H;'Jー さ h る。

大 林 兵 庫 ・岡 山 と姐 わ り、 三 重 の 建 築 課 長 を 縫 て 現職 に 就 き ジ y ク リ と ! 肢 を 据 え て

ｴ 舌 ｾ ｬ ｪｬ している 。

柴 原 テ ニ ス を や り 過 ぎ た せ い か 、 4 0年 前 、 病 気 で10年 の 命 と お ど か さ れ や 回 会 教 師 砂

に 逃 避 行。 lj戊H寺 中 、 梅 軍 施 設 本 部 で 健 康 を と り も ど し 今 や 堂 々 た る 教 育 家 タ イ プ。 県

教 育 界 始 っ て 以 来 の 最 日 給 を と っ て 、 ま た も や 硬 球 に 熱 "1" し て い る。

遠 藤 久 台 湾 総 督 府 か ら の Ij 1防 組。 健 康 優 良 児 を そ の ま ま 大 き く し た よ う な 風 貌 の 好

紳士 。 目下、 生産 竹ＧｊＺｙｾに村進 してい る械子 。

キ直土也 清 水 建設 の 祁"1州 帰 i泣 組 で 、 施 工め ベ テ ラ ン 。 4 0年 存 ん で 澗 の 11未 が や っ と f切 っ て

来 た と い う 。 大 人 の ヰnあ り 。

中 川 卒 業以 来 、 現 花 の τF 務 所 に 勤 続。 神 戸 を 誰 よ り も 愛 し て い る一 人 。 ホ ビ ー は 絵

画 版 岡 な ど。 1963年 ヨ ー ロ ッ パ ・南 北 ア メ リ カ を 飛 び 廻 っ て 丹 念 に ス ケ ッ チ に 収 め

て 来 た 的 熱 の 人 。

曽 我 戦 時 中 、 川 西 航 空 の 件 付f部 長 で 明 産 に ご 奉 公。 戦 後 は 心 機一 転 、 自 ら 建 設 業 を

経 旬 、 そ の 誠 実 さ が 貝 わ れ て い る 。 ウ イ ス キ ー が 好 き 。

和 田 行 写 真 業 で 法 務 を つく り 、 今 や マ イ ク ロ フ ィノレ ム ・電 子 リ コ ピ ー ・電 算 機 な ど

す]¥.務 の 近代 化 の 花 形 機 株 を 取 扱 っ て 、 こ れ ら 業 界 で 関 西 地 区 の 各 会 長 と な り 、 片 や加

古 川 市議会で建設 ｲｬ ｩｾ 任委員長等 の要 職 を歴任している超符級の活動家 。

越 智 !j 戎 前 は 県 の 営綿、 lj成中 は 住 宅 営団 本 部 で プ レ ハ ブ 住 宅 の 方 向 づ け 、 戦 後 は 建 築

行 政 等 を 組 当 。 旅が好きで北海道から台湾の南の果てまて" . f 1 . ' A ね詳しい 。 1964年 に ヨ ー

ロ ンパ 、 6 7年 に カ ナ ダ ・ア メ リ カ に 渡 り 、 建 築 と 社 会 の 構 造 を 視 察。
( 越 智 記 )
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わ び と さ び と 四 畳 半

千 宗 易 は 堺 の 富 商 、 納 屋 衆 の 出 て ¥ 幼 少 よ り 茶 の 湯 を 好 む。 後 年 信 長 に 、 次 い で 秀 吉 に 仕

え、手IJ 久 の 居 士 号 を 許 さ れ 、 遂 に 斯 界 の 天 下一 と な っ た の が63オ 頃 で 、 レ パ ー ト リ ー は 広

間 の 十二 段 台 子 の 豪 華 さ か ら 一 畳 大 自 の 草 庵 の わ ぴ 茶 に 到 る 。 衣 食 住 に 事 を 欠 か な い 永 年

の 満 ち 足 り た 生 活 を 経 た か ら こ そ 、 わ び の l床もさびの生活態度ーも心から l床 わ え る と い う も

の。 今 の 世 に て も 、 暖 衣 飽 食 し 、 あ る い は 酒 食 に 明 け 暮 れ た 後 の お 茶 漬 の 味 は 又 と な く お

い し い の は 同 じ 。 だ が 始 め か ら お 茶 漬 で 育 っ た も の は 、 日 常 が 佑 し さ と さ ふ し さ の 述 続 で

あ れ ば 、 今 更 こ れ を 勿 体 な が る こ と も な い 。 豪 壮 な 邸 宅 に お 住 い の お 方 が 、 四 畳 半 の 間 借

り 生 活 も 亦 楽 し 、 と お っ し ゃ っ て も 、 四 畳 半 で し か 住 む 処 も な い 人 々 は 如 何 な も の で あ ろ

うか。 j騰 食 す る 物 価 と 税 と 住 宅 難 に 締 め つ け ら れ 身 の 置 き 処 に 窮 す る 庶 民 は 、 住 ぴ と さ び

を 骨 身 に し み て 感 じ て い る か ら 、 そ れ か ら 抜 け 出 す べ 〈 停 い 想 い に か ら れ て 今 日 も あ く せ

く働く 。 わ び と さ び が 恋 し く な る よ う な 身 分 に な り た い。 ( U )  

住 宅 ロ ー ン の 切 罪

住 宅 ロ ー ン の 設 定 に よ っ て 、 マ イ ホ ー ム 造 り が 非 常 に 手 軽 に で き る よ う に な っ た 。 銀 行 や

信 用 金庫 の 窓 口 は 、 金 融 公 庫 や 公 団 と は 比 べ も の に な ら な い 程 親 切 だ か ら 、 七 面 倒 臭 い 手

続 や 思 着 せ が ま し い 国 や 公 共 団 体 の 枠 の 中 で 金 を 貸 り る よ り 、 手 っ 取 り 早 〈 住 宅 ロ ー ン を

利 用 す る 人 々 が 急 激 に 増 加 し た 。 ロー ン だ と か ア ド オ ン 方 式 だ と か 、 一 見 ス マ ー ト な 名 前

に つ ら れ て 、 本 当 は 非 常 に 高 い 金 利 を 払 っ て い る の だ け れ ど 、 し か し 、 と も か く 夢 の マ イ

ホ ー ム が い と も 手 軽 に 入 手 で き る よ う に な っ た の は 事 実 で あ る 。 20坪の土地附、 2 階 建50

m

2

の 建 売 住 宅 が100万 円 以 下 の 手 つ け 金 で す ぐ 入 居 で き る の だ か ら 、 ロ ー ン の 利 用 者 が ふ

え る の は 当 然 で あ る 。 し か し 郊 外 の 山 林 、 農 地 は 無 残 に ブ ル ド ー ザ ー に よ っ て 削 り 取 ら れ 、

土 地 は ま す ま す 細 分 化 さ れ て い く 。 こ の ま ま で は 郊 外 の 新 興 住 宅 地 の ス ラ ム 化 は 必 至 で あ

る。 住 宅 ロ ー ン の 功 罪 を 考 え る べ き 時 で あ る。 ( T )  

色 即 日
ヌE ニ乙

般 若 心 経 の 奥 義 を 究 め ん と 、 写 経 に 一 切 を 忘 れ て 専 念 す る 人 の 多 い世 の 中 で あ る 。 l掌言可般

若 波 羅 蜜 多 心 経 の 真 価 は 、 騒 然 た る 世 の 中 に 光 明 と 悟 り を も た ら す も の と 信 じ て い る 人 々

の 真実IJ な 態 度 の 現 わ れ で あ る 。 そ の 内 意 も 解 せ ず 、 調 ず る 人 写 す 人 も 多 い こ と で あ ろ う 。

し か し そ れ だ け で も よ い 、 そ の 正 し い 姿 勢 だ け で も よ い 、 そ れ が こ のt世 の 中 を 美 く し く す

る 要 因 な ら ば。 尊 き 自 在菩 薩 は 深妙 な る 智 恵 の き わ ま り に 到 達 す べ 〈 、 ひ た む き の 行 を 修

せ ら れ た る 時 、 世 界 の 五 組 即 ち 有 形 無 形 の 物 心一 切 の 万 象 あ り 、 し か し て こ れ ら悉 く 因 と

縁 と の 和 合 に 依 り 、 移 り 変 り つ つ あ る も の で 、 こ れ が 大 宇 宙 の 真 実 の 理 法 で あ る と 達 観 さ

れ た と 記 さ れ て い る 。 宇 宙 の 真 相 に は 、 六 根 眼 耳 鼻 舌 身 立 の 肉 体 六 機 関 の 如 き も の は 無 で

色 ＡＡ ｉｊ ち形あるもの声香味 ｩＹ ＹＡ 法の六境も常に変化し、 一 定不変とはいえず 、 従 って ｾＡ｜ｾに等し

い と 説 か れ て い る 。 仏 智 に 帰 依 す れ ば 、 自 由 自 在 に 理 恕 郷 に 到 着 で き る の で あ って 、 恐 怖

だ の 誤 解 だ の 夢 想 が 無 く な り 、 人 格 は 完 成 さ れ 、 イ ム の 境 地 に 入 る こ と が で き る と 説 か れ て

いる 。 心 に 知 来 を 伏 し 拝 み ) 生 仏一 如 H の統 一 精 神 で l唱えましょう 。 摩 詞 般 若 波 羅 蜜 多 心

経 を 。 ( Y )

空 調 と す ま い

桜 の 花 が 散 っ て 葉 桜 が 泌 く な る と 、 は や 夏 の 仕 度 に 忙 し い 。 l暖房 は 既 に 仕 事 場 は も ち ろ ん 、

各 家 庭 に ま で 普 及 し て い る が 、 冷 房 は 未 だ ぜ い た く と 考 え ら れ て い た と こ ろ 、 H乍 年 は か な

りのお宅まで進出、 パ ッ ケ ー ジ ま た は ウ イ ン ド 型 ク ー ラー が 6 月 に は 売 切 れ て 、 わ れ わ れ

専 門 業 者 が 百 貨 屈 に 買 い に 行 く 醜 態 を 演 じ た 。 コ ン ビ ュ ー タ ー を 使 い 、 沢 山 の 人 達 が 色 々

の デ ー タ ー を 集 め 、 市 場 調 査 を し て 需 要 数 を 割 出 す が い つ も 当 ら な い。 人 は ぜ い た く に な

りやすいもので、 一 度 ク ー ラ ー を 取 付 け て 故 障 を お こ す と 、 ま る で 病 気 に で も な っ た よ う

に や か ま し く 責 め ら れ る 。 し か し こ れ は 確 に 人 間 生 活 が 進 歩 し 、 高 度 化 し た の だ か ら つ い

て行かねは‘ ならぬ。 空 調 が 生 活 の 必 需 品 と な る と 、 今 ま で の 住 宅 建 築 の 大 き な 条 件 だ っ た

風 通 し と 陽 当 り の よ い 家 と い う の が 少 し 変 っ て き た 。 こ ん ど の 万 博 で は 、 た ぶ ん す ま い が

モ ン ト リ オ ー ル の 時 よ り 科 学 的 合 盟 主 義 が 強 く な り 、 変 っ た か ち さ で 表 現 さ れ る よ う な 気

がする 。 こ れ か ら は 空 間 を 考 え の 外 に し て は 設 計 で き ぬ と こ ろ ま で き て い る よ う に 思 う 。

(  N )  
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1 階 平 面 図

A  ロビー

B. 商品展示場

C. 事務室

D  相験室

F  噴水

G.  ^ ロープ

H . 倉庫

I  手洗

2 階 平 面 図

A  エレベーターホール

B  会議室

C  事務室

D  図書館事務室

E. 図型F館muト!

F. 倉庫

G  貸事務室

81量平面図

A  エレベー ター ホール

B  大会議室

C . 控室

D  ロビー

E  ブ ー λ

F . 放送室

G  放送機ｾ

H  予備室

I  倉庫

J  吹抜

所 在 地 大 阪 市 東 区 内 本 町 儲 結 町58

工 期 1966年 7 月一 1968年 2 月

敷地面積 2，380m'  (720坪 )

建築面積 1，984 m'  (6∞ 坪)

延床面検 19，524m'  (5 ，906坪 )

構 造 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 遺

階 数 地 下 2 階・地上 8 階・浴屋 2 階

高 き l 階床高 0. 20 m 

軒 高 31. 0 0 m 

最高部高 39. 40m 

基 健 底 15. 10m 

駐 車 場 G 1 階 、地下 l 階

駐車台数 50台

外 部 仕 上 屋 上 ー モ ザ イ ク タ イ ル 貼

柱、梁型一大理石貼

外袋一無機質外装吹付タイル

窓ーアルミサッシ

内部仕上 ロビ ーー床 ゴムタイル

展 示 場 一 墜 大 理 石

天井 ビニール彼覆鉄

板

務室ー床 ビニー J レタ 1' }レ

壁 ビニールレザー

天 井 吸 音 石 綿 仮

会議室ー床 カーペ ッ ト

li.t: ビニールレザー

天井 ビニールレザー

大会議室ー床 カーベ ッ ト

壁 アルキャスト パ

ヰル

天井 ビニール彼覆

鉄 板

電 気 設 備 受 電 電 庄一 A G6 0%  22，0∞ v  

受電容量一2，OOOKVA

発 電 機一350 K V A

蓄 電 池 - D C 1∞W 3∞A H  

そ の 他

空気鯛和設備

冷熱 ｩ 服ー煙管ｾ｜ボイラ ー

ターボ冷凍機

空気調和方式一二重ダクト方式

自動制御方式一自動集中制御方

式

衛 生 政 備 給 排 水 衛 生 訟 備

給湯訟f庸・消火設備・厨房設備

鼻降機怠i帽乗用昇降機

定貝 15名 150 m/分 4 台

人貨用易降機

定員 9 名( 6∞kg )60 m/ 分 l 台

定只 14名 ( 1000kg )60 m / 分 1 台

電話設備 クロースパ自動交換装溜

容量一内線容量 6∞回線

実義容量 4∞ 回 線

• 

，. 
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教 育 施 設 特 集

田 高等教育の部

大学と都市/ 水谷頴介

大学の移転に伴なう諸問題( 大阪大学の場合) / 足立孝

私学の教育と施設計画における問題( 追手門学院大学の場合) / 天野利武

研究学園都市と大学/ 土肥博至 ・若林時郎 ・土田 旭

大学生活 ( 寮・学生会館・部室について) / 吉川忠常

図 初・中等教育の部

教育計画から建築計画へ一小・中・高等学校施設の計画原理の追究一

/ 鍛冶拓美 ・小柴徹也 ・相川三郎

ユースサービ‘ ス施設への展望/ 多胡進 ・坂田勝広

壁のない学校/ 渡部和

団 教育と施設随想

大倉三郎 ・上野伊三郎 ・浅野清 ・伊藤治彦

益尾辰雄 ・乾亮三・ 富安秀雄 ・大久保 昌一

人々がつぎの世代を育てようとしたとき

から始まった教育の歴史は古く ，そのひ

ろがりは歴史上かつてなかったひろさを

もつようになった。教育を受ける年数も

下に上にと伸びつつある 。

本号は，この膨大な教育に関係する施設

を都市とともにまとめようというのであ

るから ，身のほど知らずとみられよう 。

2つないし 3つに分かれるテーマが提出

された。例えば，

1. 現代都市は 「情報」 によって規定さ

れるという人がある 。人々の思考能力・

理性・豊かな感覚といったもので勝負が

きまるわけであろう。大学・研究機関な

どが核になろう 。具体的には，大学移転

の動き とともに，他方で大学と都市活動

のむすびつきから ，都市の中軸にあるべ

きだという意見もある 。都市社会や大学

の発展にとって，大学の性格によってど

ちらも妥当な答となりうる 。いずれにし

ても都市との関係で大学自身の計画は変

るし，大学自身も転機に立たされている

ことは承知のところである 。

2. 後期中等教育の多様化は園芸高校・

食品産業高校といった専門分化のよりは

っきりしたものまでつくりつつある 。高

度な職業人を創るのだという人もある

い手取り早い労働力の確保とみなす人

もある 。

3.  計画的にっ くりやすいはずの小学校

等が地区人口の変動などから教室数の過

不足などをおこしたりする 。住みやすい

住宅地づくりの中で施設の不備が表われ

る。カリキュラムの検討・ 義務教育年令

の早期化・低学年校高学年校のシステム

等々と問題は多い。

4. 家庭と学校だけで青少年の成長のす

べてを考えることができないという見解

は強い 。現代社会においては，継続教育と

レジャーにおける創造的・自発的・全的生

活の場の計画的確保が重要といわれる 。

厚かましいと思われようが，住宅とと

もに都市空間の構造に基本的な影響を与

えている教育施設を限られた枠内で総覧

してみなければなるまい 。矛盾の明確化

と新たな提言がいただければと思ったの

である 。 (多胡絹集幹事記〕

教育施股特集担当幹事: 鍛治拓奨 (特別)，伊藤治彦( 特別〕

多胡進，河野元昭， 飽山広三
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大 学 と 都 市

日本の大学と日本の都市

1) 日本の大学の変貌は ， 日本の都市の発展と切り離して考え

る乙とはできない。大学の大都市の集中化 ・マンモス化は，大

都市への異常なまでの人口集中と技術集中 ，情報集中の結果と

平行 したものだろうし ，そのキャンパス立地の移動性も，市街

地形態の変化 ・変質 lζ 大いに左右されている。最近の地方都市

での大学設立のブ ームも ，新産都市などの地域開発政策 ・都市

対策 と関連がある。永井道雄氏は ， 1日本の近代的な大学の生

いたちは ，ヨ ーロッパとはまったく異なる。その淵源は ，1684  

年， 徳川幕府が江戸の神田に設けた天文方であった。それ以

来， 日本では高野山大学のような型は例外であり ，大学はつね

に都市に建設されている。大学とは過去にそむき ，未来を志向

するものだ。時代の変化に敏感に対応し ，できれば未来をさし

しめすものだ。 17世紀以来の ， 学校と都市との深い結びつき

が， 日本の近代的大学の一つの重要な性格を暗示している。

(1 日本の大学J ) J と指摘している。そして， 日本の大学の特有

な知的潮流を形づくった歴史的背景のなかで， 日本の近代的な

大学の生いたちが， 日本の模倣文化の性格を理解する一つの鍵

だという考え方のものに ， 1アフ リカの大学， インドの大学，

革命以前の中国の大学は ，英語やフランス語 lζ 依存する外国文

化拡張の機関にすぎなかった。乙れを真の "後進国型" とよぶ

とすれば ， 日本の大学の後進性は，その前身である徳川時代の

研究機関をふくめ てとれとは異なり ，模倣を中心とした特殊日

本型であると考えるべきであろう。 (1)それでは ，翻訳に発する

日本型模倣の性格とは何か。その主要な役割は外国文化の吸収

であった。けれども翻訳文化には自国文化の再生という興味深

いもう一つの側面がある。 (2) しかし，模倣のなかにあった創造

性の小さな芽も ，その後の日本の発展のなかで，のびのびと成

長する機会に恵まれはしなかった。むしろ明治以降の日本の学

校では，創造性が極少化され，模倣文化ともよぶべき体形が形

づくられた」と。

との模倣と創造のプロセスの思考は，日本の都市発展 ・市街

地計画の歴史を検討するうえでも ，ほぼそのまま適用できる。

日本の近代都市も ，江戸以前の従来からの城下町 ・門前町 ・農

村集落などの伝統とは全く切り離れたと乙ろからスタ ー トとし

た。道路の形態乙そ ，格子状の組み方は世界共通のものとして

一致しているようだが，その街区に配置される都市機能のくみ

たて ・都市空間の構成は， 当初は西欧輸入の模倣ものであっ

た。だが，その模倣の過程にあっても ，京都のように ，古いも

40  
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のと ，新しいものを見事に融合させて常に新 しい独創性のある

文化を生み出 しながら発展してきた都市もある。自然と人工，

そして独特の街ら しさをもった日本の都市環境である。と乙ろ

が，その後の急激 な日本の発展と近代的目標は乙ういった創造

性の可能性を消し去ろうという意向が強 い。例えば， 自然との

対話，街らしい多様な機能の充実をむしろ合理的でないものと

して分解させて，清潔さを売物の大ベッ ドタウンをつくりあげ

る。長い間かかってやっと娠かになってきた街なみをぶつとわ

して，街を再び田舎に引き戻す超高層ビソレと冷たい広場にあ乙

がれる 。さらに ，京都の創造性を凍結して，はかない観光広場

に仕立てあげたり ，広野の真っただなかに ， 1 時間の超高速で

送り迎えされる ニューシティのヴィジ ョンが画かれる。そ乙に

は，誰 と誰が知的能力を交換し合うのかわからないが，巨大な

情報 センタ ーと研究所 1 大学を建設しようという。自動車が，

たまたま合理的だと唱えられる通勤新幹線 lζ 置き換えられたに

すぎない Suburbi a である。

2) 乙ういった疑問の多い未来を志向する都市との深い結びつ

きは， 日本の大学の未来 lζ 重要な間違いを ひきおと しているの

ではないだろうか。都市と大学を切り離して考える乙とのでき

ないという事実の現在の状況の評価は乙うだ。すなわち ，都市

本来の役割と姿を間違った未来像にひきづられて，大学はその

施設を拡大し ，施設を分散する。大学本来の創造性を見失なっ

たピックサイエンス計画を敏感に追いかけて，都市づくりが進

められる。お互いに相手の間違いを正すととのない深 い結びつ

きが， 日本の大学と日本の都市の性格を i暗示している - と。

日本の大学と日本の都市の聞には ，お互いの本来の姿を求めあ

う対話がない。都市に大学を集中建設し ， 日本の都市文化 と先

進能力を関発させ，地方都市 Iζ 高等学校を分散設置して地方文

化を育ててきた明治近代の方策を， もう一度評価検討してみる

必要もあるのではないだろうか。そ乙では ，お互いの理惣像が

理解されていたようにみえる。

大 学 の 都 市 化

3  ) ボストン ・ケンブリッジには ，M I  T ，ハーバー ド，ボス

トンなどの大学がある。そして，いまそれぞれの大学は新しい

スカイラインをチャ ールズ河畔に見せている。 M I T は，地球

科学のための新しいセンタ ーや材料工学のための研究所，テク

ノロジイスクエア ー と称する再開発計画などを建設してきた

い ハ ーバー ドも地質学研究所 ・技術研究所 ・教育学大学院，

ーー

'< 

.. 

• 

• 



• 
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• 

• 

ヴィジュア J レア ー トのためのカ ーペンタ ーセンタ ー ・既婚者宿

舎などを点々とキャンパスに配置している。ボストン大学も法

律学部 ・教育学部の新しい高層校舎 ・図書館の建設を完了して

いる。 M I T もハ ーバード もその規模と内容がどんどん拡大し

ている。ケンブリッジの街は ，やがて，全て 2 つの大学に買い

取られてしまうのではないかという話である。大学の施設は，

キャンパスの塀の中だけに乙もってはいない。以前はアパー ト

メン 卜だった周囲のレンガ造りの町の家へも ，大学の施設が進

入している。パスユニッ トのあるリビングル ームやベッドル ー

ムが， 研究室 lζ 変質している。有名な M I T とハ ーバー ドの

J OI NT CE NT E R  F OR  UR B A N STUDI ES も，下階は f

百屋さんが庖を出している民家の 2 階だったりする。乙ういっ

た大学の頭脳の活用をめざして，民間の研究施設が集積する。

民間研究施設につながるかたちで，民間の生産施設が郊外 lζ 配

置される。大学は研究施設ばかりではない。ハ ーバードスクエ

アーは知的な雰囲気をもった大学門前町である。世界のグッド

デザインを扱う庖，本屋，大学の教授たちの主宰する建築設計

事務所が並んでいる。アングラ劇場やヒッピ ーアー トの流行，

スチュ ーデン 卜・パワ ーの j J をニュ ーヨークのワシントン広場

や，パークレー などの他の各地の大学町と争 う広場である。

ボス トンは ，以前は ，綿を中心とした港をもっ商工業都市だ

った。それが，いま，大学をセンタ ーとする新しい頭脳の街，

電子工業の先端をいく技術開発都市 lとなろうとしているのであ

る。 R &D (Research and Devel opment ) と都市の結合であ

る。大学が地域の経済発展を約束し ， 乙ういった知的産業機能

施設の集積が，<<Ci ty of Ideas>> を目標とするボストン都心部

の再開発計画の中核となろうとしている。

4 )  no学部，56学科，503講座，それに226部門 lζ 及ぶ14の研

究所を付置している。学部付属の研究，実験，実習施設は28。

学生数15，000人， うち学部学生 11，600人，大学院生 3，700，教

官は3，700，各種の職員5，700併せて9，500人。予算は209億円，

乙れは人口 70万- 80万の都市すなわち福岡，札幌 lζ 匹敵する予

算規模である。施設は東京の本郷を中心に ，演習林，良場その

他を含めて北海道から奄美大島 lζ 至る 24都道府県lζ 散在し ，土

地の総計 300 平方キロ メー卜 J レ， 乙れは東京都23特別区合計の

面積の約半分に当り ，建物は約73万平方メ ート ノレ，建設中の医

ケ関 ビJ レの約 5 倍 lζ 担当する。乙乙であらゆる分野の教育，研

究活動が昼夜を分たず続けられている様

は，年間消費量についての次の数字がよ

く乙れを物語っている。電気は 3，876 万

キロワッ ト， ガスが385万立方メ ート ノレ，

水道 270 万立方メ ートノレ。具体例で比較

すると電気はオ ータニ， パ レス級のホテ

j レの約 2 倍，水は村山貯水池容積の 5 分

の 1 ，東京ガスの豊州工場についでその

ポストン大学 ポストン地図 ( F or u mより)

消費量は第 2 位である。電話施設としては 3，900回線。 3 つの

付属病院の外来患者は 1 日3，000人，年間約100万人の診断を行

なっている。 3，700人の教官のうち年間約500人は，研究，調査

学会出席などの目的で世界中にちらばり ，かっ飛びまわってい

る。ど自慢の 3，200 トンの海洋研究船は今おそらく広い太平洋

のいず乙かで活動している。海外から訪ねる学者も多く ，常時

500 人の留学生が日本人とともに勉学している( 天城勲「変貌

する日本の大学J ) J 。

クラ ーク ・カーは，乙ういった大学のマンモス化を， I マル

ティパーシティ (Mul t i versit y) J と概念づけている 。 「かつて

大学は ，牧師のいるー小村のように考えられていた。在来の総

合大学 (Universi t y) は，村から町に昇格した。それは少数

の知識の治めているー産業都市の観があった。それが， さらに

7 ) レティパーシティとなると ，それは無限に多様なものを包蔵

している大都会となった。ある者はその中で道を失ない ，ある

者は指導者にのし上る。多くはその細分化された文化部門のひ

とつに身を寄せている。そとには ，村のときのような社会的連

帯感は薄いが ， 同時に，ｾい村に閉じ込められていたときのよ

うな閉鎖性はない。産業都市の場合のよ うな目的の自党はない

が，より多くのすぐれた方式をもっている。大都市では創造的

な人物も ， 流れ者も ， 無名の存在として， ひそんでいる ・・ ・

( 茅誠司訳「大学の効用 J ) J 。そして， 彼はさらに乙のマノレテ

イバ ーシティの未来を ， I頭脳の町」の将来に位置づけ ， i 乙

うした大学の集団は ，また ，その集団の周辺lζ ，科学の助けを

必要とする産業や政府関係企業を集める結果となった。大都会

イヂ オポ リス

の吸収力に対抗すべく ，いまや ，新しい知能都市が生まれたの

である。もはや ，孤山独り地 lζ 君臨する な どとい う乙とはあり

得ない。星座は孤独の星一つよりも ，はるかに大きく ，かっ明

るく大空を照らすのである( 前苦 ) J 。と予測 している。ただ，

ハーパー ド大学 M I  T  
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東京大学をはじめ日本の大学は，マンモス化の様想は似ていて

も，ととでい われている 7 ) レティ パーシテ ィの流動性とは根本

的に異なった点がある。日本の大学は塀をもって町から閉ざさ

れ，町とは一体になり得ない。大学の発展は大学のキャンパス

の中でやりくりが行なわれ，そのキャンパスがーぱいになって

しまったら ，今度は ，町から縦れて逃げ出していく。大学が街

にあふれ出し ，その中へ浸透 して いくという乙とはない。

都 市 の 大 学 化

5  ) とういった大学の都市化がもたらす将来像 lζ 反作用して，

都市の大学化が思考されてくる。アメリカ科学文芸アカデミ ー

の西歴2000年委員会のいう「大学都市 (Uni versi t y cit y  (ス

チーフソレ ・R ・グラバー ド「明日の大学都市J)J という考え方

もその一つである。そのくみたでは ， 現在の都市「会社都市

(Company  town)  J と対比すれば明らかになる。現在使われ

ている意味での大学都市ではない。 1会社都市」は ，その中心

は， 数多くのオフィスビ J レが集積したビジネスセンタ ー であ

る。業務受理機能 ・商取引機能を中心とした都市，物的生産 ・

流通施設の存在がそ乙 lζ 働くための労働者を吸引し ，住宅地を

従属させながらでき上がってきた工業社会時代の既成都市のく

みたてとは， 基本的 lζ 異なるものである。都市の中心は ，人間

の知恵の交換の広場 としての大学である。脱工業化社会，情報

社会での都市の基本的財産は，都市の人間そのものの知的技術

から生み出される結品と ，その応用の結果に都市の人聞がいか

に魅力をもつかという知的興味のあり方，という ζ とになるだ

ろう。その知的交流の広場乙そ ，都市の情報センタ ーであり ，

技術センタ ーだという乙とになる。現在の大学人口の圧倒的多

数は ， 在学生， 学位取得希望者， 就職希望者である。将来の

「大学都市」には，あらゆる年令屈にわたる成人から ，短期間

もしくは長期間，たびた び集まってくる。そうなると ，産業 lζ

とって魅力のある存在は大学となる。あらゆる産業は，大学の

周辺へ集中してくる 。先程のボストン ・ケンブリッジの例は ，

その兆候である。技術者，科学者との交流に つれて，産業 自身

のある部門は ，大学と類似の様相を呈してくる 。知識の獲得，

伝達，応用という機能( ジェ ームズ ・A ・パーキンス「大学の

未来像J ) が使命だとする大学と産業自身の社会的役割が重な

ってくる。

6  ) 日本の都市の将来の方向を， 乙ういった都市の大学化の方

向で思考していくととの必要性は ， 日本の将来の国際社会での

役割を検討すれば いうまでもない乙とだが，現在急速に進行 し

つつある市街地の開発 ・再開発の目標を見失なわないためにも

強く要求される 。遠未来の問題だけでなく ，現未来の課題でも

ある。資源、を持たない高密度教育園日本の将来の役割をど乙に

求めていくか，という話題も ，現未来の課題であ る。 大学の マ

ンモス化による大学施設の必然的な郊外移転のスプ ローノレ， 同

じ郊外にそ れらの知的環境とは何のつながりもなく ，造成吉れ

ていく大ベッド タウン， 都市の邪魔物扱いされて追い払われ，

ほり出されていくものの集団疎開地である研究学園都市事業，

「会社都市」のイメ ージを追い つづけ ，電子計算機と受信装置

のみの情報センター が入居するその跡地利用のビノレ建設， とい

った具合のヴィジョンをもっ長期構想も充満している。

7) そ乙で「ボス ワシ( ワシントン からボスト ンに至るアメリ

カ人口のほぼ 4 分の 1 (約8，000万人弱 ) J . I シピッツ( 五大湖の

周辺に位置し ，西はシカ コ、、から東はピッツパークまで，北はカ

ナダまで拡がる地域，アメリカ人口の 8 分の 1，4，000万人) J ，

「サンサン( 太平洋メガロポリスでサンフランシス コからサン

ディエコーにまで至りアメリカ総人口の 6 分の 1 ，2，000万人) J

と同時に典型的に存在するといわれる東京大阪地帯( ハーマン

・カーン，アンソニー ・J ・ウイ ナー 133年後の世界= 1 つの

予測 J ) の西の焦点，瀬戸内海一水のメガロポリスと東海道一

〈発展〉

O  大学の前身が都市 ICあらわれた段階

1  大学が都市のなかで発展し た段階

2  大学が都市とともに成長した段階

3  大学が都市の核を叡徴する段階

〈時代> 1 < 位 置〉

O  明治時代- 1912 I  x  都市

I  戦前 - 1940 I  A  都心

E  職後 - 1955 I  B  都心 4 都市周辺

E  現代 ・未来 c  都市周辺= 都心
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陸のメガロポリスの交点である阪神の都市と大学の将来像を検

討 してみな ければならない。大学自身の時代的な発展過程と市

街地のなかでの立地を組み合せ，その機能的発展段階の将来を

位置づけてみようというわけである。大学自身の発展段階を準

備段階と 3 つの発展過程の計 4 つに整理している 。すなわち ，

準備段階は 0 ，大学の前者が都市にあらわれた段階，発展 1 は大

学が都市のなかで発生した段階， 2 は，大学が都市と ともに生

長した段階，3 は，大学が都市の核を象徴する段階，である 。そ

れに，時代と位置を組合わせた夕、、イヤグラムを基礎においた。

大阪湾を中心とするベイエリアを，その地域的位置づけ ，開

発一新市街地 ・再開発一既成市街地という計画手法を考慮して

5 つのグループにまとめる。①大阪湾臨海既成市街地を中心と

した阪神再開発ゾーン，②北摂 ・北神の新市街地開発が主役と

なる北阪神開発ゾーン， ③泉北 ・泉南 ・紀之川沿岸の未開発地

帯を含む南阪神開発ゾーン，④京都 ・奈良を つな ぐ歴史性豊か

な文化再開発ゾーン，⑤空港建設を機会 lζ 積極的に計画してい

く必要のある淡路の技術を中心とした新しい文化開発 ゾーン ，

である。京都の都市と大学の過去は，まさに「頭脳の町」にふさ

わしいものだった。知的産業を志向する産業側と大学の対話と

交換のスペ ースにもっとふ Eさわしい環境が，古い京都と新しい

京都を南北につなどうという軸状都市構想そのものだろ う。京

都都心から都市周辺への施設立地の変動と機能づけを， 乙の軸

状都心を中心 lζ 計画していくべきだろう。淡路の都市づくりと

施設づくりは ，全く乙れからのものである。空港を中心とした

エアポ ー ト・コミュニィティ (Ai r Port  Communi t y) の新

しいグィジョンづくり ，その機能編成のためのプ ロデユー スが

作戦の中心となる。空港は世界につながる情報の窓口である。

阪神 ・大阪の大学は ，戦前から戦後にかけて，既成市街地の周

辺へ移動していった。現在，その位置は ，丁度 ζ の阪神再開発

ゾーンと北阪神および阪神再開発ゾーンと南阪神開発ゾーンの

接線上 lζ 並んでいる。そこで， 乙の 2 つのゾーンをつなぐジョ

イントが， ζ の大学施設帯になるわけである 。例え ば，神戸の

六甲山麓の既成市街地再開発ゾーンと ，六甲背山の北神 ・北摂

の住宅地開発をつなぐものは ，六甲山トン ネルを通 して結ばれ

る神戸大学六甲台施設群と北神長尾に建設を企画きれている神

戸大学総合運動場 ・セミナ ーハウス群である。また ，西宮の再

開発 ゾーンと 開発 ゾーン をつなぐジ ョイントは， 岡田山 ・仁川

の現在の関西学院大学・神戸女学院大学群と ，西宮北部塩瀬 ・山

口に計画構想されている教育 ・文化軸である。大阪の住吉，堺

の歴史ある旧市街地 と，泉北ニュ ータウン ・富田林周辺などの

新市街地 ・松原に予定されている流通市街地とをつなぐジョイ

ン 卜は，大和川をこえた大阪市大と大阪府大の結合にぶら下る

帝塚山大学・桃山学院大学・大阪芸術大学の ライン だろう。乙 う

いった教育を中心とした機能取JIICつながるかたちで，既成市街

地中心には ，研究機能 ・情報機能を主役とした研究所施設の軸

を配置していきたい。神戸では，ポー トア イランドの先端に港

湾・海運 ・造船の技術・経営を総合化させ，さらに海洋開発にま

で展開し うる研究所をシンボ J レとして配置しようとしている 。

芦屋では ，大阪湾西部埋立地芦屋沖の埋立住宅地の先端に ，

近代美術館を中心としたフレーンセン ターのデッキを画いてい

る。西宮では乙れも大阪湾西部埋立地の新しい港湾施設建設を

契機と して，生活環境の為のスペ ースデザインを軸とした技術

開発を方向づけて，市内の既存の工業地帯をより研究，開発型lと

高度化させようという考え方の可能性を検討している。大阪の

福島では西の港湾を中 心とした物的流通センタ ーと疏通加工機

能，東の取引機能，業務受理機能に ，それぞれサ ー ビスする為の

研究所・コンサルタント 業務施設を シンボ J レづけて，かつての下

町の よさを再構成したかたちで再開発の計画をまとめてみた。

大阪の中之島が， 乙ういった未来の大阪を約束するシンボ J レ

になる必要がある乙とはいうまでもない。ジョイントから都市

大阪湾ベイエリア. 都市と大学②計画構想スケッチ
周辺の方へは ，野外セミ ナーハウスカラス

ターを点々 と配置してつな げる。能勢，金

剛山，南淡，奈良大和高原などである。

71 < のメガロポリスと陸のメガ ロポリスの

接点とい う条件を十二分 ICいかした圏外 ・

国内の物的流通 ・高度流通加工という従来

からの機能の一層の高度化と同時に ，国際

空港を中心 とする 新しい人的交流が，大阪

湾ベイエリアの世界への結びつきをより 一

層活動的にさせる。

世界へ送るにたる価値のある技術の情報

を生み出すためにも ，世界の知識が魅力を

もって集合 してきてくれるためにも「頭脳

の町」の都市設計は重要である 。

( みずたにえいすけ 大阪市立大学都市計画研究室〕
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大学の移転統合に伴なう諸問題一大阪大学の場合一

足

...L.. 

. lL 

5 大学は一様でない

孝

ζ 乙数年，国立大学だけ でも，移転統合を完了したものや建

設途中のものを数えると ，名古屋大学をはじめとして 10指に近

く，希望を表明しているものをいれると相当の数になる。

新制大学発足以来の懸案問題であったタ コ足の解消，高度成

長に伴なう学生増募，学科，講座の増設による現敷地の狭| 溢化

が，その一般的原因 であるが，大都市にある大学の場合，公害

による研究の支障も無視で きない。

移転の実現については，首都圏や近畿圏整備法で大都市の工

場，学校の新設制限を打ち出 した頃から政府が，過密化対策の

ーっとして大学疎開を推進する姿勢を高めた点 lζ 負うと乙ろが

大きい。しかし ，大学といってもその置かれている状況や内部

事情は様々様々であって，移転統合に対する態度は必ずしも一

様ではない。

関東では筑波研究学園都市がクロ ーズアップされて以来，何

かと話題になってはいるが，在京の大学側の反応は複雑である 。

東大 ・大河内総長は「大学移転は建物を建てればそれでよい

というものではない。大学には何万の学生，何千の教師，事務

職員がいる。 …… 大学を抱えるととによって都市の環境もい

いものになるのではないでしょうか，そういう伝統や環境を，

日本の都市の為政者はつぎつぎに壊わしている。 ・… … ζ れは

逆ではないですか，むしろほかへ行ってもらいたいものは ，大

学以外に山ほどある。 J (土地住宅総合研究，1964 ・9) と述

べている。 ζ れは当時の大蔵大臣田中角栄の勇み足的発言にそ

れ となく反論 したものである。

次 lζ ，東京教育大学 ・大島教授は「東京からかな り離れた地

方 に移転すべきかど うか，その賛成 ・反対のまったく相反する

意見は学問の性質，研究条件からでてくるのであるから ， 乙の

限りでは妥協のしよ うのない， また相手を否定できない対立と

なるわけである。 … … … しかも ， とれを長引かせたり ，混乱さ

せたりする原因となるものの一つ! と， どのような施設や設備が

整えられるか明瞭でなく ， 大蔵省によって笑現できない場合

を， 日本の大学はしばしば経験している 。J ( 朝日新聞 ，1965  

・11 ・24) と述べている。

乙のお二人の発言から ， m都市における大学の役割 "， 関歴
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史のある大世帯の大学のむつかしさ ， とくに意見統一の困難

さ"， "国家予算 lζ 対する不信 " の三つの問題が一応指摘され

るが，乙れから大阪大学の場合を述べる聞にど判断ねがいたい 。

大阪大学の場合，移転統合は戦後の歴代総長の懸案問題であ

った。終戦まもなく ，大阪城を 中心とする第 4 師団跡 lζ 統合す

る案もあ ったが，当時の社会の疲弊状態からみて， その成功を疑

う人が多く ，学内だけで流れてしまった。その後も迂余曲折が

あったが昭和29年 6 月，衆議院大学審議会第 9 特別委員会が，中

之島をメテ‘ イカルセンタ ーとして関連学部を集め ，残りの学部

を北摂石橋の元浪速高校の敷地，ならびにその周辺 {ζ 統合する

こブロ ック 案の整備方針を提示した。それによっ て， 一部の部

局の反対があ って中途半端な形ではあったが，石橋統合が進め

られて いた。 しかし資金の不足で充分な土地を確保しえず，モ

タついている聞にその石橋すら ，大学用地の周辺に住宅がせま

り，その上伊丹空港が近いため航空法の高さ制限を受けて，横に

も上 lζ も延びられない状況ですぐ行き詰るととがみえていた。

工学部は都島区東野，田にあるが，その敷地の狭さから成長発

展が阻害されるおそれが全 lζ 感じられ出していた。すでに石橋

には入る余地がなく ， 土地主がしをはじめたものの具体的な

形にはならなかった。研究に支障を来たしていた徴研，堺で不

便をか ζ っていた産研も移転統合を希望していたし ，どうして

も新しい構想で再出発する必要があった。当時の岡図工学部長

( 現総長) は国際会議からの帰途，新しい構想、樹立のために欧

米のめぼしい大学を視察，前 3 回の外遊時と比較 して，急激に

建て込んで余地の少くなっている現状に強く印象づけられ，ど

うしても大阪大学の場合 1，650，000 m' は必要だ、 と痛感されてい

た。たまたま吹田市長が大学誘致の意向があると とが判り ，千

里丘陵 lζ 視線が集中する乙 とになった。

吹田市としては工場と違って大学だと固定資産税がはいらな

い。事実そのよ うな反対もあった と聞くが，市長は大学がくる

乙とによっ て環境がよくなるとと ，特 lζ 少年 lζ 与える無形の影

響を重視していたようである。余談になるが，工場誘致で公害

を招来 している 都市に比べて， 目先の財政負担の面では苦しい

が，ニュータウン ・大学 ・万国博を受入れて開発を促進してい

る吹岡市の行き方は，偶然があったにしても ，衛星都市 と して

の一つの賢明なあり方といってよいだろう。

• 
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• 

• 
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昭和38年 1月の部局長会議で，吹田の土地が正式にと りあ げ

られたが，大勢は否定とまではゆかなかったが，冷淡な空気で

あった。石橋 iζ 集結 して一応安定感を持つ部局が多かったせい

もあるが，今までの実績ーから見て資金的 lζ 無理だと感じる 人が

多かった。絶対不可能だと断言する人もあった。推進を主張し

たのは工学部長，徴研所長，特 lζ 説明のために出席していた私

の数名に過ぎなかったが，赤堀総長は有力な候補地として考慮

しようという結論にされた。直ちに総長，工学部長，微研所長

は本省や大阪府，財界などの要路を歴訪し ，精力的な局面打開

の働きかけを続けられた。

詳細は省略するが，要するに ，大阪大学の場合，敷地に 余裕

がなく ，現状がみじめであったとと，そのため移転統合がいわ

ば既定方針になっていたとと ，移転先の吹田は大阪に近接し ，

筑波に比して多くの点でめぐまれた処でt あったからであるが，

特に記して置きたい点は，保守的，現状肯定的になりがちな長

老級の人々の中に洞察力と実行力に富む人々がおられたととで

ある。赤堀前総長，岡田現総長，村田前吹田市長， ζ のお三人

の出会いがなければ今回の移転はできなかったといえる。歴史

は人がつくるというとと ，努力によって不可能が可能になると

いう ζ とを今さらながら感じる。

5 大学には金がない

従来，国立学校新設の際，用地は，最近の例では ，高等工業

専門学校のように地元の寄附によるか，東北大や神戸大のよう

に国 ・県 ・市有地が対象になる場合がほとんどであった。と乙

ろが吹田の場合，すべて民有地であり数百人の地主を相手にし

なければならなかったし ，資金も莫大なものになる 。地元の吹

田市が開発協会を設立し全面的に協力して くれた結果，実現の

は乙びになったものの，大学だけでは到底不可能事である。

一番の問題はやはり資金であった。土地は高くなる一方であ

り，一日も早く買収しなければならない。その上，土地取得確

実の線が出なければ，大学内部はもちろん，本省との打ち合わ

せにも影響するととろが大きい。地主 との話し合いに功算があ

っても ，手付金を打たなければ確実にならない。大阪大学の場

合，現有建物，敷地は相当な財源になる。それをもとに市中 銀

行とたびたび交渉したが，高度成長の裏目の出たきびしい金詰

りの情勢にあって難航をきわめた。大蔵省が予算化すると約束

しない限り融資できないという銀行側の堅い壁は容易K くずれ

なかった。大蔵省としても来年の予算を確約できないのは 当然

であり ，鶏が先か卵が先かの躍着状態がしばらく続いた。 i 移

転 は大丈夫か」と本 当に心配してくれる人や皮肉る人など人様

々であったが，ニヤニヤしな がらも ，内心は討入前の大石内蔵

助みたいなものであった。

中央への働 きか けがi J Ii l i くJ jJ を奏し農林中金からの融資の途が

聞け ，用地買収が急速に進展し ，昭和39年の年末ギリギリに は

待望の用地取得賞20億円も 40年度国家予算 lζ 計上される乙とが

決定してやっ と軌道に乗り出した。

乙の取得費 は財政投融資による国立学校特別会計の借入金に

よるもので，大学の現有財産の処分によって返済するととにな

る。本省は昭和40年度に国立学校特別会計法施行令の一部改正

をして， 今ま で融資対象が大学附属病院に限定されていたの

を，移転が人 口の過度集中対策 lζ 資すると認められた場合融資

しうる途を聞き ，次いで移転計画の閣議了承をとりつけ ，政府

の交替があ って も事業が継続できるようにパックアップをして

くれた。おかげで，現在まで予算は一応順調についている。

用地取得の途中 で万国博の会場位置が千里丘陵に決定し ，予

定 していた 大学用地の 大部分が会場用地 IC: : 含まれると とにな

り，大阪府の希望を容れて会場用地の北部 lζ 大学用地を変更す

るととになった。漸く北部地区で地域確定のメドがつき ，開発

協会から大学へ引渡 しが行われたのは昭和40年末であった。予

定面積 660，000rrf の内 ，約 15，500rrf が未買収で残された。未買

収地の大 口は阪急や大阪府所有のものであり ，残り 23，000rrf は

個人所有で大学が直接交渉する乙とになった。僅かづっ解決し

つつあるが，万国博用地の買収値の影響があって，予算の増額

がないと予定面積の減少も覚悟せざるをえない。

交渉 中の大学用 地を万国博用地として大阪府 lと譲ると決定 し

てから学内では，その跡地の一部を譲ってもらい新 しい構想を

実現したいという希望が強くでてきた。その希望は要路に伝え

であり ，会場計画にも配慮されている。万国博跡地利用の 決定

はまだ先になる見通 しであるが，大阪大学では現在進行中のも

のを第一期移転とし ，跡地利用 の第二期移転を次の重要課題と

している。

5 とぶ鳥跡をにごさず

閣議了解事項には昭和46年度末までに借入金を返済する乙と

になっている。跡地処分が早ければ早いだけ利子が少くてす

む。巨額なだけに ，現在の経済情勢では ，売却先としては一般

の会社は無理であって，公団 ・公社が相手であ る。幸い順調 lζ

進んで，現在吹田lζ 移転した部局は処分がすんでいる。ただ，

中之島地区は大阪での 中枢部であり ，大阪大学が府 ・市 ・財界

の協力によって設立され発展してきているだけに ，今までに話

がない乙とはないが， その処理 iζ は慎重を期している 。 しか

し，財源である以上，いづれは処分しなければならない。下手

にヒリレ化すれば過密化対策にならない。大阪市の中之島再開発

構想が先般公表( 朝日新聞 ，1968. 1. 4) されたが，それへの道

はまだ速いようである。

S 大学にもめごとはっきもの

東北大学の青葉山移転に関して起きた紛争の一つの大きな原

因として「将来の教育 ・研究条件を決める重要問題 1C:: ，各学部
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教授会の志向を集約する努力が怠られていた J ( 朝日ジャ ーナ

J レ， 1965 ・10 ・31) と指摘されている。

戦前と途って学部，研究所がふえ，一学部でも工学部ともな

れば教授は 100人を越す。教授会の運営も従来通りではまか な

いきれなくなっている。マンモス化すればするだけ紛争の危険

性は潟大する。学内での計画推進には乙の点 lと一番腐心した。

今回のような大事業を円滑に実行するためには全部局の協力

が必要である。 しかしいろんな 事情で理想的にはゆかないの

で，移転を決定した部局と総長，事務局長とで移転問題連絡会

議を設け ，絶えず情報交換をし協議 しあった。そ乙での重要な

事項については全部局の委員によって構成されている長期計画

委員会にはかった上で，評議員会，部局長会議の承認をとりつ

け，全学 lζ 絶えずニュ ースを流し理解を深めてもらうように努

力 をした。移転を決定した部局では ， 長期計画委員が中 ｾＴＱＱ にな

って準備作業を進めた。乙乙ではマンモス学部である工学部の

進め方について略述する。

工学部では従来から ，有志教授が会合して大学全般の諸問題

について懇談していたが，情勢分析の結果，強力に移転計画を

推進する時期 lζ 来た乙とを認め ，学部長 lζ 進言 して教授会には

かり ，39年11月に移転計画委員会が発足した。理想から現実ま

での具体案をつくるために，議事の円滑化を考慮して委員は中

堅教授 5 人にしぼられた。委員は年末年始もなしで会合を続

け， しばしば夜半まで討論が続いた。

まず工学部全員の協力を得るためには，学部全員の総意を反

映した基本的方針を確立しておかねばならない。もしあいまい

なままで出発すれば，現実的な利害関係が具体化するにつれて

百家争I! 鳥の状態となり ，多くの紛争と混乱を生じるおそれがあ

る。したがって，強力 拙速を避け，委員会独走の印象を与える

ととのないよう自戒する 乙とに委員の芯見が一致した。

次 lζ ，大学関係の内外の資料をもとに大学問題の分析，討論

を行ない ，一応の問題を整理した上で総長と懇談，つづいて大

学の基本的な問題に ついて造 けいの深い 9 人の教授の意見を求

め， 乙れに立脚して教授全員 lζ アンケ ー卜 を配布した。回答さ

れた意見を整理 し起案する聞に職員組合，工学部学生自治会の

意見をも徴して「吹田地区統合整備に対処する工学部移転方案

の骨組み」 と題し た報告書を提出 ，教授会の承認を受け ，教授

全員， さらに総長はじめ移転各部局に配布 した。

その内容は ， 1  : 大学の現状分析， 2  : 統合整備の理念， 3  

: 移転計画の骨組み ( 敷地 ・編成 ・共同施設 ・教室建物 ・生活

環境 ・その他) ， 4  : 実施組織， 5 : 即刻着手すべき事項，の

各項にわたる 。その一端を示すと ，

く統合整備の理念> ，第一方針 : I近い将来，全学集結の実

現を期し ，その希望を持続 し推進する」

第二方針 : I大学院を持つ，総合大学に おける 工学部として

計画する」
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第三方針 : I総合大学と しての実をあげるため関連部局，学

科聞における協力ならびに共同の組織と施設を考慮する」

第四方針 : I生活的環境整備を重視する」

あたり前の乙とを羅列したようであるが，いろんな事情を考

慮して意味深いものである 。し か し， 乙乙での詳述はさける。

ζ の内 ，特 lζ 第 3 方針によって文部省基準で割当てられた諮座

面積一一乙れは先生方の最大関心事であるがーー の一部を共同

施設に供出してもら うと とが一応スム ースに実現した。

く計画推進のための実施組織>，各学科の利益代表の立場の

人で構成された委員会が，いきなり実施原案を作成すると ，い

きおい各学科の主張をつきまぜた奇妙なものになるおそれがあ

る。乙の欠点をなくし ， しかも ，各学科の利益代表が自分の意

見を充分主張できる場を設定するととがたいせつである。その

ためには，各学科選出でなく ，直接教授会または工学部長に対

してのみ責任を負 う委員によって構成された原案作成委員会が

大筋を律する原案を作成し ，学部長や評議員を経験された数名

の教授と原案作成委員会 ( 実際の名称は建設委員会) 委員長，

助教授会代表で構成された移転委員会が公益委員的立場で調整

した上で，各学科ならひ1ζ 各共同施設小委員会選出代表 ( 主査

と称した〉 との合同委員会で審議決定し ，教授会 lζ 報告承認を

とる方法を提案した。議題に よって，既設の各種委員会と連絡

をとりながら ， しば しば合同会議を聞 いて，多くの意見を出し

てもらい，充分審議し て不満の 潜在化を極力避 ける形を とろう

とし Tこ。

繁雑な手間と多くの時間を費やしたが，明示した方針と公益

委員的な調整によ って大過なく進んでいる。その裏にはさすが

に良識の存在が認められる。

ただ第四方針の生活環境を良く しようとい う点では，国家予

算だけ でははなはだ不充分であり ，まづ働く場所だけという我

国の伝統はあらたまっていない。学生の寮や下宿の手配も遅れ

がちであり ，職員の住宅や交通条件の改善も まだ問題として残

っている。すでに先生方の多くはニュ ータウ ン内に住宅を求め

られているが，雇傭人のうちには退職せざるを得ないものが少

くないようである。今後，地域社会との関係とともに ，格別の

努力が要請されている。

×  ×  ×  

吹任| では，すで1乙微生物病研究所，同附属病院と産業科学研

究所が移転を完了し ，工学部の約 3 分の l が この夏までに移転

する予定である。第一期移転 としては乙のあ と工学部の残り ，

本部，蛋白質研究所が予定されている 。工事は万国博終了後ま

で続き ，第二期移転が可能になれば，まだ10年近く続くかもし

れない。

紙数がつきた ので，設計上の諸問題については，またの機会

[ζ 譲らせていただく。

( あだちたかし ・大阪大学工学部教侵 ・大阪大学長期計画蚕員長，建設安員長〉

• 
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私学の教育と施設計画における問題 一追手門学院大学の場合一

天 野 手IJ 武

• 
1. 私学教育の特色と施設計画

b

I

J

‘
1

a

 

国立の学校ゃ，都道府県立の学校や ，市町村立の学校等にお

いては ，それぞれ国や地方公共団体の教育方針に基いて教育を

行なわなければならない。公教育においては ，学校どとにかつ

てな教育方針を立ててそれぞれに特色のある教育を行なう乙と

は許されないのである。乙れに反して ，私学教育の特色は ，学

校ごとに独自の教育方針を持ち ，それぞれ色合の異る教育を行

なうと乙ろにある。

もとより私学といえども ，すべて教育関係の諸法規の規制に

従わなければならないわけではあるが， ミッシヨンスク ーJ レと

仏教関係の学校との聞には，おのづからはっ きりした教育方針

の相異が見られるはずである。今日マンモス化してほとんど本

来の特色を失ってしまった著名な私立大学でも ，その創設の当

初においては，それぞれにはっきりした建学の精神と呼ばれる

ものがあって，独自の特色を持つ教育が行なわれ，入学志願者

もその特色ある学風を慕って，その門に集ったはずである。

私学教育の特色は，まさに各学校ごとに異る教育方針ないし

学風のはっきり した独自性にあるといわなければならない。も

しそうであるならば，私学教育における施設計画は，それぞれ

の学校の特色をできるだけ効果的に表現する乙とにまず重点を

置くべきであろう。

しかしながら ，今日の私学における施設計画は ，教育上の立

場よりもむしろ経営上の立場から考えられる傾向が強い。した

がって学風の特色を発揮するという乙とよりも ，できるだけ多

くの学生を惹きつけるととに重きを置くようになって来てい

る。そして乙の点では，多くの私立の学校が共通の問題を抱え

ているのである。次にその中の主なものを挙げてみよう。

• 

h

t

l

t

 

2. 私学の施設計画における共通の問題

• 

( イ) 私学の施設計画における学生生徒優先

私学経営の立場から考えると ，前記のごとく ，つねにより多数

の良質の志願者を惹きつけておく乙とが必要である。したがっ

て施設計画を立てる場合にもとの乙とを第ーに念頭に置かざる

を得ない。また大多数の私学においては ，建設の財源、の大部分

を究極において父兄の酸出金に求めなければならぬ関係上，直

接学生生徒の利用する諸施設に重点を置かざるを得ない。すな

わら経営上の立場からは，現実の姿においては，学生生徒優先

という乙とが大多数の私学の施設計画における諸問題に共通す

る一大原則になっているのである。

( ロ〉校地の選定における諸問題

私学にくらべて学賞が比較にならぬほど安い国公立の学校，

特に国立大学の場合ならば，校地をどこに設定しようと ，志願

者の1護保という点からは ，大した問題ではあるまい。仮に東大

を筑波山麓に移したとしても ，入試応募者の激減を心配する必

要はない。しかし私学の場合は ，そうはいかない。

新たに学校を設置する場合にしても ，また校地が狭くなると

かその他の理由で郊外 l乙移転する場合にしても，校地の選定と

いう乙とは ，私学においては ，種々の角度からの考慮を要する

重大な問題である。

まず第ーに考えなければならないのは ，学生生徒の通学の便

という乙とである。他の条件が同じならば通学の便利な学校を

選ぶととになるのは当然である。しかし郊外における道路やパ

スの急速な発達およびスクール ・パスの使用という乙とを考え

ると ，今日不便な場所が数年後には極めて便利な場所になると

いうとともあるので，交通に関する将来への見通しをつけて校

地を選定するととが必要であろう。

第二 lζ 考えなければならないのは ，人 口動態である。東京や

大阪等の大都市では ，郊外の住民が増加し ，都心部の住民が減

少しつつある。私立の中学校や高等学校を新設または移転する

場合には ，当然将来ベッドタウンと して大いに発展する可能性

のある郊外に校地を選定すべきであろ う。

第三 lζ 考えなければならないのは，いわゆる公害の存在する

場所，または将来公害の発生する恐れのある場所を避ける乙と

である。

第四 I乙，私立大学の場合 lζ は，国公立の大学から著名な教授

を非常勤講師として招く乙とが多いが，それらの講師の所属大

学との地理的関係が講師確保の一つの条件となる乙とも忘れて

はならない。

第五 lζ ， 性格の似た私立の学校が近接して設置されること

は，相互に不利であることは言うまでもない。

第六 lζ ，低湿の地よりも小高い丘の上などの方が教育環境と

して望ましく ，また建物が引立って見えるので宣伝的効果も期

待できる。
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( ハ〉建設の順序の問題

国公立の学校の場合 lとは ，特 lζ 国立大学等の場合には ，教室

・実験室および教官研究室 ・管理部門の事務室等が優先的に取

扱われるが，私立学校特 lζ 私立大学の場合 [ζ は， 食堂 ・体育館

・学生のクラブ室等の学生の ための諸施設が優先的に取扱われ

る傾向がある。したがって新設大学などの場合でも ，大学設置

基準にもとづいて建設を進めるわ けではあるが，その建設のI i 頁

序は ，普通教室 ・実験室 ・演習室等学生の授業に必要な施設は

いうまでもなく ，食堂 ・体育館 ・学生のクラブ室など ・学生の

ための諸施設の整備が教授等の個人研究室の整備等よりも先行

しがちである。したがって私立の学校においては ，事務室の整

備等は ，一番あと 週しになるのが普通である。

( ニ〉内部施設の特色

私学の内部施設は ，学生や父兄の関心を惹き易いような施設

の充実 lζ 重点を置くと乙ろに一つの特色がある。例えば大学の

場合について言えば，L .  L.  ( ランゲッジ ・ラボラトリ ー) の

設置 ・コンピュ ーターの設置等に カを入れる。 L . L. 装置や冷

暖房設備などでは ，私立の大学の方が国立大学よりもすぐれて

いる場合が少くない。

もう一つの特色として，いわゆるマンモス化した私立大学の

場合，多数教育に必要な視聴覚補助施設が重要視されている乙

とを挙げなければならない。

( ホ) 建築物の魅力の問題

私学は本来そのすぐれた教員組織，強力な教育力 ，指導力 ，

および特色ある学風などによって学生生徒ならびにその父兄の

関心を集めるべきであって，建物の壮大美麗をもってその力を

誇示すべきものではない。しかしながら ，他の条件がほぼ同様

であるならば，建築物に魅力のある学校 IL惹かれるのは人情の

自然である。私学が建物の偉容を競い ，施設の豪華を競うのも

無理のない乙とである。惜しむらくは ，主として財政的理由に

よるのであろうか，少数の宗教関係の学校を除いては ，同一キ

ャンパス内の諸建築物の総合的美的効果をあげる乙 とに十分の

考慮が払われていない。
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3. 追手門学院の場合

以上私学の教育と施設計画における問題を一般的 lζ 取扱って

みたので-あるが，私として も乙のような問題について考えてみ

るの は，はじめての乙とであるか ら，思い違いや見落 した問題

など多々ある 乙とと思う。一番たしかなのは ， 自分の学校の乙

とであるから ，最後 lζ 私が院長でもあり ，兼ねて学長でもある

追手門学院の小 ・中 ・高 ・大学( 経済学部 ・文学部〉の施設計

画に関 して一言 しておきたい。

追手門学院は ，御承知の向きもあると思うが，明治21年に大

阪{ 皆行社附属小学校として創設され，大阪の名門校であると 言

われている。戦後学校法人追手門学院として再出発 し，六三制

の進展 lζ 伴い中学校 ・高等学校を併設 し，一昨年大学を設置し

て本年創立80周年を迎えようとしているからである。

追手門学院の本来の校地は ，大阪城の西北 lζ 濠 と道路を隔て

て接する旧借行社の敷地を中心とする約6000坪の地域である。

乙とに小 ・中 ・高等学校が同居していたのであるから ，教育

上無理を生ずるのは当然の乙とで ある 。私が昭和39年 lζ 阪大を

辞して学院長 lζ 就任してからの施設上の大きい課題が二つあっ

た。一つは高校の移転， もう一つは大学の新設である。 乙のニ

つを創立80周年を迎える昭和43年までに成しとげるという乙と

は，決 して容易なととではなかった。

幸いにも茨木市安威の将軍山丘陵 に学園建設の適地を見出し

たので， 乙とに大学を新設し ，高校を移転するととになった。

大学の校舎の第一期工事は ，時間的制限があったので，設計も

工事もすべて大成建設に依頼したが，その際私が注文をつけた

乙とが二つある。その一つ は，凹凸のある丘陵の自然と将来建

築され る諸々の建物の総合配 置とを マッチさせるように整地 な

らびに施設計画を立ててもらいたいという乙とであった。もう

一つは ，教室を主 とする中廊下の建物の場合，廊下を思い切っ

て広くするととであった。 ζ の ζ とは建築費の点と実用という

観点からはまととに無駄な乙とであるが，気宇の壮大な指導者

を育成したいという私の念願を実現するためには ，北摂の平野

を眼下 lζ 展望できる校舎の位置づけとともに ，心理的には極め
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て大切なことであると考えている。

乙のような私の考え方は ，第二期工事以後の設計監督を引受

けてもらっ た日 建設計工務の方でもよく呑み込んでもらって，

今日見られるような諸建築物とその配置とが実現されたわ けで

ある。

茨木市安威の校地は ，五万坪弱であるが， 乙乙 lζ 第 1 期工事

とし て，昭和40年度に大成建設により建設したのは ，大学の教

室棟と食堂である。 乙の教室棟の 中lζ 教授などの研究室や学長

室 ・学部長室 ・事務局長室その他の管理部門も普通教室を改造

して当分の間同居する乙とになった。第 2 期工事 としては41年

度に ，大学の教室棟第 2 号館と高校の校舎とを大成建設により

建設し ，第 2 号館には図書館 ・L . L . ，教養課程の心理学実験

室などを設け た。次に第三期工事として，42年度に佐伯建設に

より体育館兼講堂と寄宿舎とを建て，前者は本年 4 月後者は 7

月に完成の予定である。第 4 期工事としては，普通教室および

専門課程の心理学実験室の増築，研究掠の新築を予定している

が，第二期工事以後は ，すべて日建設計工務にその設計を依頼

している。 建設の仕事でなお残されているのは，正規の独立し

た図書館の建物，管理棟，総合運動場の整備等である。造園に

ついては ，大学や高校の P T Aが力を入れているので急速に 整

備されつつある。

追手門学院の茨木の学舎の校地の設定，諸建築物の配置 ・外

a  

f tL D  
u  7，] l  主j広 / 戦f

構 堂 兼 体 育 館

観 ・内部施設などすべて，前述した私見を裏づけるようなもの

であると考えていただいて差支えない。

ただ私として最後に申して おきたいと とが一つある。それ

は，私学の特色を発揮し ，真 lζ 私学として私学の価値を発揮さ

せるものは ，その建物にあるのではなくて，その教育精神の独

自性にあるのだというととである。

( あまのとしたけ 追手門学院院長 ・追手門学院大学学長 ・文博 ・大阪大学名 誉教授)

¥サ ) 会 と / ノ

配 置 図

l 大 学 一 般 教 室 棟

2  " 教 室 線

3  "  
専 門 教 室 棟

4  

"  

研 究 室 練

5  

"  

図 書 館

6  
"  

管 理 棟

7  
"  

備 堂 兼 体 育 館

8  
"  

音匹 室

9  
"  

ボ イ ラ ー 棟

10  
H  学 生 寮

11 

"  

食 堂

12  
"  

教 室 練

A 高等学校 C  R  機

B  
管 理 練

C  理 科 線

D  
特 別 教 室 棟

E  食 堂 棟

F  
ポンプ及受電室

a  300mトラック

b  400mトラック

c 野 球 場

d  50m プール

e  r' : スケットコート

f ノイレーコート

g テニスコート
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1. 新都市建設の目的について

研究学園都市建設の発想は，人口集中の著 しい首都東京から

の人 口分散を目的 とし， そのために首都になく ても機能が果せ

る機関として，国立研究機関および大学に白羽の矢が立て られ

た ものである。そし て， 乙れら機関の移転を契機 lζ ，研究教育

環境を整備 し， 研究教育の刷新向上を計る乙とが， 目的に追加

された。

しか し，約 5，000 億の資金を必要 とし， 学 生 ・研究者 ・その

家族合せて約10万人の人聞を，住みついた土地から新都市へ移

住させる ， というととは，ちょっと考えても ， 非常識に近い困

難な 乙とであ る。特に具体的に ，移転 lζ 伴う諸問題を検討 しは

じめると ，実 l乙気の遠くなるよ うな難問の山にぶつかるのであ

る。

65年 lζ われわれが研究学園都市のマスタ ープランのスタデ ィ

ーをスタ ートし て以来 ，乙 のような困難の 多い事業を遂行する

には ，上述し た程度の目的では到底乙れを正 当化すると とは不

可能である ， と考えて来たし ， 乙のプロジェクトを実現に結び

つけるには，より説得力のある理論と明瞭な ヴィジョンが打ち

立てられね ばな らない ， と主張し続けてきた。しか し，残念な

とと には，現在に到るまで， 乙のプロジェ ク トを企画 した政府

からも ，移転の当事者である研究者，学生の側からも ，乙 うし

た論理とヴィジョンは明らかにされて おらず， 新聞紙上など

で，学 者 ・評論家が散発的に意見を提出している程度である。

そ 乙でや むなく ，われわれが独自に ， 乙の新都市の建設の意

義と目的を設定し ，それに続くプラニングのよってたつ所を明

らかにせざるを得なかったのである。

1  ) 大都市圏再編成計画の一環としての研究学園都市建設であ

るべき乙と。大都市の機能は今後いよいよ多角化，複雑化 し

てゆく 乙とは明らかであり ，知的産業はその一角を占め るだ

けでなく ，教育，研究機能乙そ乙れからの都市の主導的役割

を果すであ ろうとと が予想されるからである 。 その意味で，

都市再編成事業の第一弾 として， イデオポリス としての研究

学園都市を建設する 乙と は，今後の大都市の問題 lζ 対する 一

つの冒険的ではあるが，実りないアプロ ーチであろう と考え

50 

• 

られる。

2 ) 国家的事業としての大学教育のあり方を採るもの として，

大学建設を行なう乙と。洋の東西を問わず，現在の大学は大

きな曲り角にさし かかっ ており ，旧来の殻の中 におさまりき

らずに ，血みどろの苦斗を続け ている 。 乙の転機を乗り越え

るには，国家的努力の中で，新ら しい大学の方向を採る乙と

が不可欠であ り，筑波学園都市の大学も ，単なる 既成大学の

移転などではなく ，現在するさまざまな制度的，伝統的，空

間的，施設的制約から解放されるとの機会に ，あらゆる新 し

い解決を探る貴重な試み と考えられるべきであ る。

3) 科学研究センタ ー としての新都市に ふ さわしく ，基礎から

開発に到る巾広い研究を可能にするため ，総合的な国立研究

機関の整備 と科学者の誘致を新都市建設の支柱 とする乙 と。

世界的なすう勢として，科学研究に投ぜられる投資は急激に

増大 し，明日の社会への最も有効な投資 と見倣されるに至り ，

その 中で，国立研究機関の役割は増大する 一方で ある 。わが

国が，予想される厳 しい 国際競争に生 き残るためには ，従来

の諸外国の研究成果に依存した研究政策を改め ，学術研究の

全面的発展を計る乙とがどうして も必要 となりつつある。 筑

波新都市が，そのための良好な環境 と自由な機会を与え得る

とすれば， 乙の程度の投資は決 して高いもの とはな らないの

である。

われわれには ，少くとも以上の 3 つの大目標が関係者および

国民の聞に広く 了解され，確認されない限り ， 乙の事業全体の

価値 lと疑問を持たざるを得ないし ，それよりも ，多分乙の事業

は不成功 lζ 終り ，たとえ建物は建つで も，都市の成立は不可能

であろう ， と考えている。

.  .  
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2. 新都市の計画について

筑波研究学園都市の計画は ，63年 9 月に閣議で，筑波地区の

立地が決定 して以来，現在に到る まで連続して検討されてお り，

今後も ，相当長期間継続するもの と恩われる 。というの は， と

ういうス ケール の大きい，長期間にわたる開発事業の計画は，

或る時期，或る計画案を作成するという乙と とはおよそ様相を
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異 lとし ，計画案を作るのは新らしい問題 の在りかを探るためで

あり ，実現への方策を見出すととであって，決して完成図を描

く乙と ではないからである。

といっても ，やはり ，計画の遂行上，期を画するいくつかの

ポイントがある乙とも事実であろう。その第 1 は，64年各移転

機関の候補 と立地を大略決めたものであり ，第 2 は66年夏，都

市の マスタ ープランの骨子と機関の土地面積を決定 したもので

ある。以下，65年から 66年にかけて，都市計画学会においてわ

れわれのチ ームが行なったマスタープラン ・スタデ ィを中心 lζ

新都市計画の概要を述べる。

新都市の位置は ，東京の北々東約70kmの農村地帯である。そ

のすぐ北には関東平野につきだした標高約800m筑波山があり ，

東北方約 8 km! Cは人口 8 万人の土浦市と 霞 ガ浦がある。土浦と

東京とは鉄道で70分， 道路で120分の距離である。道路につい

ては10年計画の新都市完成までには，常盤自動車高速道路が建

設される。乙れは首都高速道路網に結ぼれて東京のど乙とも新

都市は約 1 時間で連絡するととができる ζ とになる。 (Fi g- 1

参照〉敷地の状況は ，標高20- 3 0 mのi洪積台地でほ とんど起伏

はなく ，松の平地林 lζ 麗われた部分と平担な畑地とが相半ばし

ている 。

都市の区域は必ずしも明瞭ではないが，当面開発を行なう区

域は ，土地取得の容易さから ，極めて不整形な上，広範囲( 南

北18km，東西 5 1切) に散在している。地区の面積は約3，000ha，

その5096が教育研究機関用地，1096が計画住宅地，ＲＰ ｾ ぢが民有

地，20%が道路，公園等の公共用地である。

乙乙 lζ 設置を予定される高等教育 ・研究機関は ，国立総合大

学 1 校，単科大学および私立大学数校，国立研究機関約40，民

間研究所等であり ，研究機関は理工学系，生物科学系，農林学系 ，

建設工学系の自然科学のほとんどの分野にまたがっている。

都市の人 口は ，昼間16万人，夜間14万人， うち学生 3 万人，

研究者2. 5万人，その家族 4 万人，関連サ ー ビス人口 4.5万人で

ある。

都市構造に関する基本的考え方は次のようである。

1  ) 乙の都市での活動は ，大きく教育研究活動と都市生活の 2

つに分けて考えるととができる。前者の focus となるのは

/  

Fi g ・1

国立の総合大学と共同利用研究施設( 研究者クラブ，会議場

comput er center ， dat a  center 等〉であり ，後者は ，行政

・文化 ・購買 ・レク リェーション等の施設をもったいわゆる

ci ty cent er である。都市の骨格と して， 乙れらを直交する

2 軸の上に配置する。との取hは， 乙の都市のもつ特殊な性格

をシ ンボ リックに示したものでなければならない。

2) 乙の区域全域を都市化区域と考えるのは，その空間的拡が

りと，限られた人口からみて，ナ ンセ ンスであり ， 乙れを一

定範囲に押え，都市的空間を形成させる。

3 ) 単に居住区域と各大学 ・研究所キャンパスを分離して配置

する ζ とは，複合的都市区域を形成しにくい。そのため，国

立大学と理 ・工系研究所群を居住区域 lζ 隣接させ，一体的発

展をはかる乙 とを考える。

4 ) 区域のほぼ中央に位置する中心地区には ，行政，文化，購

買，業務施設を入れるほか，各研究所が共同で利用する施設

(例え ば，電子計算センター ，データセンタ ー，会議場，研

究者クラブなど〕や人文 ・社会系の研究所も配置 し，生活 と

教育 ・研究活動の真のコア ーとなるように考える。

5 ) 中心地区の周辺の住居地域は都心部としての空間のたたず

まいを与え ， したがって，あるていど高密度 (300人/ha) と

する。

6 ) 住宅地としてはとのほか，独立住宅地区と低密度集合住宅

地を混合させた，郊外住宅地域を計画 している。

乙の マスタ ープランは ，1967年各省庁，大学，各研究所に

提示され，各大学，研究所はそれにもとずいて，各自の計画を
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すすめる乙とになった。また住宅公団は乙のマスタ ープラン lζ

もとずき，法定都市計画の原案と都市基盤建設のための事業計

画を立案中である。

1968年春からは研究所のうち ，無機材研と防災セ ンタ ーの 2

つが現地で研究所建設を始める予定であるが，大学を含めて研

究所の建設がもっともさかんになるのは ，1970年に入 ってから

であろう。

以上の考え方にもとづく ，都市の構成を表現したのが F i g -

2 である。

次lζ ，乙の新都市 lζ 計画されている国立総合大学について，

簡単に述べる。

乙の大学は ，学生数約10，000人，教職員約5，000人，キャンパ

ス ・サイ卜約 200ha，約10学部を有する 本格的総合大学である。

3. 新都市の総合大学について

研究学園都市に立地を予定されているいくつかの大学の中

で，中心的役割を果すであろうと期待されるのは，都市北辺 lζ

位置する国立総合大学である。

との大学は ，現在都内にある総合大学を中紘として， 乙れを

学部の増設 ・規模の拡大等によって充実強化し，わが国有数の

総合大学を建設すると とが意図されてい る。

との大学の計画については，乙 れから数年閣の時間と多方面
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の専門的知恵を集めて進められてゆくべきものであり ，またそ

の歩みを始めたと乙ろであるので，乙乙では説明を差控えたい。

ただ，乙の大学のキャンパス ・プランの作業をわれわれのチ

ームが始めてから ，大学の計画上の極めて特色的な点であると

考えて きたい くつかの間題と ，大学の建設計画という大がか り

な計画を進めてゆくための ，考えねばならない手順，プラ ニ ン

グ ・プロセスについてふれておとう。

1  ) 都市との関係

最初に ，都市と大学との切っても切れない深い関係、について

注目せざ るを得ない。現代の大都市固との関係は別にしても ，

大学はその発生以来，つねに都市に立地し ，またその都市を育

ててきた。都市と大学とは，パリ大学におけるように ，その初

期において は，すさま じい斗いも展開したが，全体としては，

極めて友好的関係 にあったと言ってもよいであろう。特に ，19 

世紀以降の近代大学の歴史は，両者がお互を必要とし ，都市は

大学の存在によってその文化的令名を競い ，大学は都市を通じ

て，その成果と影響を全世界 lζ 響かせたのである。

筑波研究学園都市が，その名の通り ，未来に生きるイデオポ

リスたり得るには ，他の何よりも増して，水準の高い大学を必

要とする乙 とは疑問 の余地がないし ，その大学が，単なる一大

学と してとどまる のでなく ，曲り角にある現代の大学の苦悩を

乗り越えながら ，将来の大学の姿を描き出す 乙とによって，都

市そのものの価値と名声を限りなく高めるであろうと想像され

るのである 。

更に ，具体的には ，都市におけ る大学の空間的位置に よって，

大学と都市と はいずれも，相当大きくその考え方を変えて計画

しな ければならないと考えられる。

F i g - 3 ， @ は都市と離れた大学で，最近の郊外移転大学の

大部分は乙の ケー スlζ 当る。乙の場合，大学の活動を充分可能

にするためには，大学の中 lζ ，都市的スペ ースと施設を相当準

備するととを覚悟しな ければならない。西ドイツの有名な新設

校ボフ ムは ζ のタ イフe で，大学が人口 2.5 万人の街を作る計画

である 。

⑤は ，都市の主要部分を占めるキャンパスを持つ大学で，都

市と大学 とは， お互いの空間と施設と機能とを共有する ζ とが
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できる。東大の本

郷， カ リフオ J レニ

ヤのパークレー ，

イギ リスのオ ック

スフォ ード などは

乙 の タ イ プ で あ

る。

①は ，いわ ゆる

シテ ィ・ユニパー

シティで，都市の

都心部に近い所 lζ

分散して，大学施

設を有し ，特定の

キャンパスは持た

ない。パ リ大学，

ロンドン大学，ニ

ュー ヨーク大学等

乙の例は欧米には

多いが，カレッジを中心とした旧いタイプの大学は別として，

複雑で大規模化した現代の大学機能を果すには，やはり広大な

ワン ・キャンパスをどうしても必要としている。

筑波では，前 述 した通り ， 乙の@ タイプを採用 して いる ので

あり ， ζ の都市における総合大学の持つ重要性を，空間的にも

表現しているのである。

また ，都市のセンタ ーと ，大学のアカデミ ック ・コアーと は，

約 l km離れて対崎し ，研究学園都市のフォ ーカスを形づくって

いる。乙の 2 つの コア ーは緑のオ ープンスペ ースと文化的研究

的施設の軸で結ぼれてい る。 乙の軸を通じて，市民は自由に大

学のキャンパスを利用し ，大学の行事や活動 lζ 参加し ，学生 は

街 lζ 飲食や買物や レクリェ ーションや集会 lζ 出かける。 市民は

大学の成人教育 lζ 出席 し，大学の議議や実験は I . T .  V . を通

じて市民の家庭に入り ，学生と市民のスポ ーツ試合や演劇サ ー

クJ レが育つで= あろう 。

2) 学生寮の生活

筑波では，大学は学生 lζ 対して，原則として全員に学生寮を

準備せざるを得ない。 しかし実際は通学の可能性と個人の選択

によって，弘程度の学生はキャ ンパス の外に住むと考えられて

いる。

問題は，通常少数派であるドミ学生が圧倒的多数を占めるに

至るととであり，逆に通学生が完全に少数派になるわ けである。

前の問題は ，大学の計画に基本的な露響を与える。通常の大

学では，登校している ， 1 日わずか 5 - 6 時間 Ir ついてだけ ，

大学は責任を持てば， ともかく それですんでいたのに対し ，24 

時間，学生の全生活について何らかの考慮を払わなければなら

な くなるのである 。そ して，従来キャンパスの端の方 l乙，大学

の中心的活動とは無縁の如く押 し乙 められていたドミが， キャ

ンパスの中で充分適当な地位と位置とを要求するようになる。

寮は単なるドミで はなくなり ，それ自体教育のスペ ースとして

の意味を大 き く持っ て来 るのである。 ζ うし て，寮が，学生の

大学キ ャンパスに おける多面的活動の実質的根拠地になるが，

そ うなると ，少数派の通学生の問題がクロ ーズアップされる。

彼等は，現在のほ とん どすべての大学の学生 と同じく，大学に

おけ る活動のベ ースを失う からで ある 。そ 乙で，彼等の根拠地

を学内 に見出し てゆかねばなら ないが，それは ，あらゆる点か

ら考えて， 寮 lζ 設ける乙とが最適と思われる 。 し たがって寮

は，ティ ーチング ・スペ ースの一部 と，寮生の居寝室と通学生

の居室 ( スタデ イ・ J レーム〉とから成るカレッジを構成する乙

とになろ う。そ して， 乙乙から ，教室との関係が更に考慮され

てゆ く必要が生じる。

乙うして極めて多数の学生が，大学キャ ンパス で生活する と

とになれば，大学の与える授業や学習だ けでは，彼等のエネノレ

ギーは消費されつ くすととなく ，極めて多方面にわたるスポ ー

ツ ・芸術 ・文化 ・技術の自主的活動が展開され，市民の参加と

相まって，非常に文化的水準の高い社会を形成する可能性が大

きい。 と同時に，議議やゼミナ ーJ レも，単に固定的な形でな く，

夜間講義や， 自宅ゼミなどの自由で多彩な方法を準備せねばな

るまい。

3) アカデミック ・プランの問題

欧米の諸大学は，必ずアカ デミック ・プランを作成し，乙れ
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を定期的 lζ 改訂している。大学のスペースや施設の建設を計画

する l時には ，乙れを計画の目標として作業を始める のである。

アカデミック ・プランといわれるものは， 国や大学によっ

て，その力点の置 き方や表現の方法は異っているが，大学設立

の精神から始まり ，現代大学の使命の 3 本柱 といわれる研究 ・

教育 ・社会奉仕に対するその大学の基本的考え方，さらに個 々

の研究 ・教育のためのシス テムと その運営に対する方針を含

み，大学の将来の変化に対する見透しと対策を述べているも の

である。

乙れに対し，わが国の大学，特 lζ 国 ・公立大学の場合には，

乙れに相当する 基本的プランを有しているものは全くないとい

ってもよい。それは ，わが国の大学が，最初は西欧の大学の形

をまねるのに精一ぱいであり， その後は時の政府の国力増強政

策に追随させられる運命を たど ったためであって，大学の自治

が充分根を下ろすには，あまりに日が浅いためであろう。

しかし ，今 日大学の自治の原則だけは高く掲げられ，また曲

り角にきた大学の諸問題を解明してゆくためには， どうしても

各大学は，充分個性のあるアカデミック ・プランを持ち ，その
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指針ーにもとずいて ，大学活動のあらゆる面に気を配ってゆく必

要が生 じている ものと思わざるを得ない。 さもなけ れば，今の

危機を乗り越えられないだけでなく ， あら ゆる大学は平均化

し，大学の機能と役割は低下し ， 自治そのものが危険にさらさ

れる乙とになるで あろう。

アカデミック ・プランは当の大学が，大学の全能力をあげて

作り出し ，高く掲げて守り育ててゆくべきものである。キャン

パスの計画やフィジカノレ ・プランは，乙れを いかに空間や施設

において生かして ゆくか， という計画なのであって，アカデミ

ック ・プランの存在しない所に ，立派なキャンパス計画が有り

得る筈がないのである。

4 ) 大学計画のプラニング ・プロセス

Fi g- 4 は， 乙の計画を始め て以来，除々に明らかになって

きたと思われる ，大学計画の キャンパス ・プラン段階でのプラ

ニング ・プロセス， 特 lζ アカデミック ・プランとフ ィジカ J レ・

デ イベロップメント ・プランの関係をまとめたものである。

( 研究学館都市地区役計研究会〕

• 

.  .  

e  

• 

• 



大 学 生 活 (寮・学生会館・部室について)

士

ロ
常JII 宏、

• 大学生活とは，一体どんなものだろうか ?

一口にいえば，実社会へ出て，一人前の人間として，立派に

活躍し ，かっ指導的な役割を果せるような人聞を形成する場だ

と，私は思う。一方，人が成長して行く過程においても ，大学

生のとろが，最も重要な時期でもある。

大学生活を大きく分けると ，正課( 授業〉と課外活動の二つ

に分けられる。乙れらを，人間交流の立場から見ると ，教義課

程においては ，正課( 授業) は，一人の講師が，約50名( 多い

ときには 200 名〉の学生を相手 lζ 講義をする訳で，講師と学生

の交流は十分には望めない。また ，専門課程でのゼミナ - J レに

ついても ，学生数は半減するとしても ，年間の授業日数から考

えれば，学生が自己を発表する機会は数える程しかない。一方

課外活動についていえば，そのほとんどが，人間交流の場であ

る。そして，その人間交流は ，大半が大学の施設を通して行な

われている 。乙乙では，正課で使われる教室，実験室等につい

ては，ふれな いで，課外活動の施設のうち ，学生寮，学生会館

サー クJ レ部室の三つをと りあげてみよう。

-・‘

‘' 

声" "

寸ー 生 寮

• 

乙れは ，学生にとっては ，生活の場ーであり ，憩いの場ーであり

勉強の場である 。健康的な生活，文化的な生活は ，憲法にもう

たわれているように ，人聞にとって必要なものである。と乙ろ

が，現状を見る と， ( 乙れは単なる一例にすぎないが) 雨がふ

れば雨漏りがしたり ，ねずみの数の方が学生の数よりも多い所

があるらしい 。学生に良い環境の中で生活させてやりたいもの

町 内

ｉｾ 。

• 

学生寮を歴史的にみると ，昔の旧制高校( 現在でいえば，教

益課程 lζ 当る〉では全寮制であった。そ乙では ，先輩が後輩を

あらゆる函で鍛えたのである。無茶な鍛え方もあっただろうが

その司 l で，芯のある人聞が作られていったよ うに思われる。鍛

えられる後輩は ，いずれは先輩として後輩を指導する立場にた

っ。 ζ のよう K ，教えられる立場と ，教える立場を経て， 自分

自身が鍛えられていったので、ある。

学問研究と真理追求という目的は ，全祭生にとって閉じ目的

である。その同じ次元の上に立って，個々の人聞が， 自分の役

割( 単に学問上だけではない) を考え ， 自分自身を見つめて，

その役割を十分発揮する。そうするととによって，寮全体が一

つのものとして動いていく。そ乙 lと初めて，大学としてのカラ

ーができたし ，その大学を出た人間の特色でもあった。しかも

なお自分を見詰め ， 自分の役割を常に考える とζ ろから ，個性

的な人聞ができていった。

では，現在の寮生活は ，どうであろうか ?

ある函では民主的である。だが反面，人聞を鍛えるとい う乙

とでは，弱いように思われる。すなわち ，戦後の民主主義教育

の定着による良い面と ，合理主義的要素の悪い面である 利己主

義がはび ζ り，コ ミュニケ ーションのない単細胞化してい ると

もいえよう。その結果，寮というものが単なる経済援助という

要素が強くなっている。細分化された現在の社会へ巣立 って行

く学生 lζ は，現在的な人間の鍛え方が必要ではないだろうか ?

社会へ出れば， しっかりと自分自身をつかんで・いないと迷うと

きが出てくる。だからとそ ， 自分で自分をしっかりとつかめる

人聞を作る意味で， 祭生活を一つの人間形成の場として，見る

乙と ができるのではないだろうか。

では，実際 lζ 寮を使っている学生は，寮 l乙何を望んでいるの

だろうか ? まず第ーには，やはり安心して生活できるととだ

ろう。それには，静かな環境で十分勉強ができ ，寮の内部には

ディスカッションが十分できる場所を求めている。同じ寮生と

討論する中で， 自己を鍛えていくのである。 一方，大学側とし

ては ，寮生活の中で，創造性 lζ 富んだ人間，芯のある 人聞が形

成されていく乙とを望んでいる。残念ながら ，現在，全寮制を

取っている大学は数少ない。そ乙で一つの方法だが， ( あくま

で私見であるが) 入学と同時に全員寮 lζ 入れ，高校時代，ある

いは浪人時代の，一方的な知識の吸収だけであった生活を精算

する時期を持ってみるのもいいと思う。との期間は，教養過程

の閣の ＱｾＲ 年とし ， それが過ぎれば ， Ｑ 年に Ｓ ｾ Ｖ カ月を，

今度は後輩を指導する立場で再び寮 iζ 入れる。

ζ のようにして，団体生活の中で自分を見詰め ， 自分の個性

を確立し ， 自分の方法論を身につける乙とは，専門課程でそれ

を十分生かし ，また，実社会でも十分発揮できるように思 う。

以上のような観点にたって寮をみると，学生寮として最も理想

的な設備は ，どんなものであるだろうか。まず，建物の場所は

通学にあまり不使でなく，建物の構造としては，部屋は個室で

はなく有効に使う芯 l床で， 6+ 4.5畳に 3 人が共同生活し ，適当

な運動ができるような場所( 例えば卓球場のようなもの〉と ，

憩いの場と討論の場を兼ねた談話室などは ，いままで述べてき

た点からみて，必要不可欠の要素であると考えられる。もっと
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も， 乙れには生活環境として，食堂，浴室，水洗便所，暖房設

備等が考慮されねばならないのは，いうまでも ない。

学 生 会 館

そ乙は ，学生相互の交流の場である し，学生と教職員と の交

流の場である。文化サ ークノレの練習場であり ，発表の場であり

学生たちの討論の場でもある。クラブ活動の練習の中で， 自分

を伸ばそうとする努力がみられる。常に ，今よりも少し でも良

くなるように自分自身を鍛えている。そ して，チ ーム ・ワーク

を乱さない乙とが強く要求される。自分の最高の ものを常lζ 出

し，チ ーム ・ワークを乱さない乙とは ，そのクラブ として も常

に最高のものを発揮するのである。乙の練習におい て も，先輩

lζ 教えられ，後輩 l乙教えていく過程があり ，その 中で少しずつ

人聞が大きくなっていくのである。一定の練習がで きれば，そ

れを発表する機会を持つ。乙れはクラブ として，あるいはクラ

ブの一員としての自己主張であり ， 自分の最高のものを出そう

とする。見る側にとっては， 楽しむと きでもあり ，勇気ずけら

れるときもある。乙のときには，批判や賞賛が入り乱れ，クラ

ブ対クラブ，クラブ対個人というような交流がなされる。乙れ

をくり返す中で，一つの組織の中の一員と して，外部と の接し

方の態度も育成されていくし ，組織とし ての方向も練 られてい

くのである。会館の喫茶や食堂では，お茶を飲みながら ，う ど

んを食べながら ，政治，愛情，学問等の諸 々のテ ーマ について

の討論がなされている。そ乙には ， 自己主張があり ，批判があ

り，方法論が論じられている。

その中で， 自己の確立，方法論の確立がな され， 自分たちの

問題を自分たちの手で解決していとうとする 方向が生まれてく

る。乙れは ，取りも直さず， 自分たちで自分たちを作り上げて

いるので ある。以上のような交流が学生会館で行なわれている

訳だが，物理的な位置や広さについて理想的なものはどんなも

のだろうか ? まず，大学の数々の建物の中心に近い所が場所

として適当であり ，各部屋に ついては ，用途によって利用 場所

を変えられるように ，種類の逢った部屋 と，喫茶や食堂につい

て も，十分な広さが必要である。会館を利用する学生たちが，

一人でも 多くの人間と接し て，その中 で自分を見詰め ， 自分を

伸ばしていく のに十分な配慮が必要であ る。

部 室

乙とは ，一つのサ ークJ レが発展して行くのを支えている場所

である。連絡場所であり ，更衣室( 特 lζ 運動部の場合〉であり

練習に対する心がまえを論じる場であり ，反省の場でもある。

連絡場所については ，掲示板一つあれば良い訳であるし ，更衣

室に ついても ，適当な更衣専門の部屋があ れば，何 も部室を使

う必要はなし、。だが，練習を何のためにするのか ? あるいは

どんな方法で練習するのか ? を，一つのサ ークルとして考え
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ていく上では ，部室の果している役割は大きい 。学生会館が，

種々の人閣の交流の場であるのに対し ，部室は，一つ のサ ーク

J レの部員の交流の場である。サ ークJ レの目的を達成しようとす

る意味においては ，部員聞の基盤は同じである。

乙乙から ，より密接な人間関係が生じる。一面では競争心を

燃やし ，他の面では ，お互に援助し合う。それが強い結びつき

を生み， 自己と他人の相互関係を通して，各々が少しずつ人間

としての巾ができてくる。また，サークノレに必要な道具やスポ

ー ツ用 品を自分たちで管理すると ζ ろから ，管理面での訓練も

しらず しらずのうちに行なわ れている。そして，サークj レを分

解してみると ，代表者，マネ ージャ ー， 会計という風に分業が

なされている。しかし ，役割を受け持った者に任せきりではな

しに ，サークJ レが，より良い方向 lζ 進むように，お互いがお互

いを支え合っている。乙れは，小さいながらも一つの組織をど

うするのか，また ， 自分の果すべき役割はどんなものかを自ず

と考えさせられているのである 。学生は，更衣室としても論議

の場としても ，十分果せられる広さの部屋を望んでいるであろ

う。 現在の部室のあり方は ，ーサーク J レ，一部室を原則として

いるので，サークJ レの殻の中へ閉じ飽もってしまう危険性も少

しはある。

そ乙で一つの方法である が， 4 - 5 の部室を一つにして，広

いスペ ースを分担して使うととも考えられ る。空間を広く使え

るので無駄が少なくてすむだろうし，使い方によれば練習場と

もなる。他のサ ークルとの共有という意味では，より多くの人

間と接する乙とができるし ，サークJ レがおE. . い lζ 影響し合い ，

より高度なものを作り上げていく可能性も考えられる。サ ーク

J レの殻の中へ閉じ龍もってしまう危険性も薄らぐのではないだ

• 

.  .  

e  

ろうか。

以上，述べたように ，学生寮，学生会館，部室を通して，学

生は人間形成を行なっている訳である。その意味からいえば，

大学の課外活動のための施設は ，重要な役割を果している。と

乙ろが現実の施設を見れば，まだまだ十分なものではない。大

学の教育体制として，学生の人間形成を支える施設を十分考え

る必要があると思う。た だし ，学生が自分で自分を作り上げる

のは ，学生自身の姿勢が最も大切なととであり ，施設は; 引ζ ，

第 2 次的なものである乙とを忘れてはならない。十分とはいえ

ないまでも ，学生会館等の施設があるにもかかわらず，暇を持

て あまして，麻雀やパチンコで時間を浪費している学生の数が

年々増えているととは，残念な乙とである。

「施設に魅力がない」といわれるかもしれないが，先程も述

べたように ，人間形成は学生自身の姿勢から始まる訳で，施設

が不十分なためではない。もちろん， 乙れを補佐するため ，大

学が十分なる努力を欠く乙とはできないが，あえて学生諸君に

も一考をうながすものである。

( よしかわただっね ・大阪産業大学学生部就職線長〉

• 

• 
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品を批判で きる筈はない のである。 ζ のよ うな状況だから，学きカ1えま

校施設研究 とい えば，建築学領域の研究者の独せん場となって

いる。

世lζ 「仏作って魂入れず」という諺がある。外形を先につく

か' . め

って肝心要の中味がない ζ とをい う。 仏さんはともかく ，建築

建築学の領域での最近の学校施設研究は ，教育という機能を

その機能に適した施設を創造しようとする ζ とに努分析して，

の場合，建物を先につくって後にその中味を考えるというので

r  

力が向けられている。それ故，学校施設の研究 lζ 専念する研究

「教育を建

ζ の人たちと閉じような立場

築 l ζJ あるいは「建築を教育に」翻訳しようとして努力する人

者たちは，教育活動 lζ 建築的な配慮を加えて「教育と建築」の

架橋工事を試みよ うとして努力する人たちであり ，

たちでもある。われわれもまた ，

まったく建築にはならない。ととろが，学校施設に得てし

ほどの運動にはならなかった。教育学者も現場の教師も東奔西

てそのような現象がみられるからふしぎである。

ちょうげん

戦後の新教育運動は，燦原の火の如く津々浦々に波及した

その新教育の内容や方法が学校施設の変革をよぎなくする

は，

カ"i' ，

.. 
で努力を重ねながら ，新しい学校施設計画の方法を探求しよう

われわれが取扱日どろ ，乙の稿でとりあげた事項は，

としている。

今回，

その酒を盛るにふ

「学校の建物は与

走して新しい時代の酒づくりに専念したが，

さわしい草袋を誰も作ろうとはしなかった。

っている幼稚園から高校までの施設問題のうち ，各段階どとに

教育を建築 lζ 翻訳する際の必須要件になると思われる重要事項

自分ではどうにもならないもの」といえられるものであ って，

ったあきらめの習性が彼らの身にしみついていたのかも知れな

い。施設に対する乙のようなあきらめの習性が，実は新教育の

の一部である。乙れらの重要事項が果して本当に教育計画から

建築計画への翻訳の原理になるかどうかは ，今後の実証的な検

展開を阻む重大な条件のーっとなったととを新教育批判の四面

乙乙ではその前提となる仮説の立場で証の結果にまっとして，

楚歌の中で何人の教師が真 lζ 自覚し得たであろ うか。

ま
それらをのべてみよ うと 思う。そ乙で記述のI i 原序としては ，

新教育を推進した教育者たちは ，施設について決 して無関心

それらを 6において特2  '" 5までの仮説を説明し たのち ，ず，

殊教育施設の計画 lζ 適用し ，

であったわけではない。たとえ ，彼らは関心を もっ ていたとし

つづく 7 は，項を改めて，計画過

ても施設に対する具体的な要求や願いを建築家に伝える手段

を知らなかったのである。というよりも ，教育者の願いを建築

程! とおける思考の形式を，最後に 8 において設計体制の組織化

の必要性をのべていと う。

的に翻訳して建築家に彼らの意志を伝える者がいなかったとい• 
教育を建築に翻訳するときの仮説原理として説明した以上の

文脈の中で，学校施設計画における基本的な思考の形式を看取

して いただければ幸いである。

うほ うが正しいだろう。だから ，戦後の学校施設の改革は ，教

育者の態度 lと業を煮やした建築学者が自ら教育の現場にとびと

新しい教育活動の姿にふれて，学校施設の革新に積極的にみ，

努力した結果であるといえるだろう。それだけに ，教育者では

およそ見当もつかない新しい着想、や作品が建築学者によって提

児童館的発想による幼稚園 と保育所の連けい -それらの作品は単に建築学者のひとりょがしかし ，出された。

• (就学前施設)りにすぎないとして教育学者がその作品の理論的な根拠の不十

新 住 宅 都 市 ( ニュ ータウン) は ，素人から すれば，

点でもっとも合理的に計画されていると考えられるにちがいな

あらゆる

分さを非難している面がないでもない。乙乙にいう理論的な根

拠とは ，単 lζ 教育制度，教育行財政，教育内容などの教育学理論

上の根拠をい うのであって，建築学上の意味のものではない。

入居者たちが最初に出あう問題は，

「乙乙! とは幼稚園があ って も保育所がない」 という冷たい現実

につき当たらされる 乙と である 。計画の段階では幼稚園と とも
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それな のに建設後，し、。なぜなら教育学の領域では学校飽設に関する研究は皆無に等 し

それを専門 とする学者もいない現状だから ，教育学者が

学校施設についての確固たる理論と信念をもって建築学者の作
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に保育所も確かに考慮 されて いるのに ，実施の段階で保育所が

実現され難い のは どうしてだろ う。 その閣の事情はともあれ，

新住宅都市にお いて は，多くの入居者たちが保育所の設置を要

求して大挙し て当局に陳情するという事実が現実にお 乙ってい

るのである 。

義務化 されて いない就学前施設の設置は ，設置者に とっては

財 政上，必ずしも優先すべき事業ではない。しかも ，幼稚園と

保育所の行政管轄のちがいが，ますます保育所の設置を不利 lζ

追いや る。今日の就学前施設の問題は ，幼稚園を義務化すると

とによって解決 しようとする方向もあるが，より根本的な解決

策は ，幼稚園に保育所的な性格を備えるか，あるいは ，保育所

に幼稚園的な性格を付与するか，それとも ，幼稚園か保育所か

といった相対的な立場をすてて，画期的な第 3 の立場に立つ施

設を創造す るかである。も しも乙の第 3 の立場に立つ就学前施

設が考えられるとすれば，その実現の可能性は，法的にも ，財

政的にも確固たる裏づけがあるかどうかにかかわっている。

いま ，第 3 の立場 lζ 立った解決策の一例として，児童福祉法

lζ 規定されている児童館ネを設置し ，その中 lζ 保育部，幼児部

小学部などを設 ける考え方を提案したい。

保育部は ，児童館保育所として認可申請をし ，要保育児 ( 0

- 5才) の保育を行なう。乙 のうち ) 4 )  5才児は午前中は幼

稚園に通い ，午後は児童館幼児部であずか るととにする。小学

部は ，要保育児童をあずかつて「カギッ子」問題の解決をはか

る乙と はも ちろん，一般児童の利用も奨励する。

* 児童館とは， 児童福祉法第40条lζ 定められている児童厚生施設であ

って，児童遊園ととも K . 児童 (C健全な遊びを与えて，その健康を増

進し，または情擦をゆたかにする乙 とを目的とする施設である。乙 れ

を設置すると とにより ，次のような問題の解決が期待されている。

① 保育所のない地域において， あるいは，保育所があっても要保育

児童以外の幼児が多数いて，適切な指導なしに放置されているような

場合は，児童館の設置によ り児童の健全な育成をはかる乙 とができる。

②保育所のないと乙ろ，要保育児童の少ない と乙ろ，要保育児童が

いても経済的あるいは地理的条件などの原因で早急に保育所が設置さ

れにくいと乙ろでは，児童館の設置によって，幼児，児童の福祉をは

かるととができる。

③下校後両親の不在等の小学校 1- 3 年位の児童の保護について

は，保育所でも行なえる わけであるが，定員の問題や技術上の困難点

のため，実際には行なえない 3 児童館を設置して，児童の保護を行な

えば，非行防止，健全育成をはかるこ とができる。

@  地域における児童健全育成活動の重要な組織である子ども会，母

親クラブ，親の会等の地域組織，ボランティア組織等の育成と指導を

行ない，乙れらの組織活動の拠点とする乙とができる。

また，児童館の設置，運営についていえば. 2名以上の専任の児童

厚生員をおき ，建物は. 48坪以上( 国庫補助113) .設置，経営は市町村

が行な う。その迩営は，地域社会との連けいを密にして行なうため，

社会福祉協議会，児童福祉協議会，児童委員，教育関係者，子ども

会，母親クラブ等の地域組織，婦人会，背年団，公民館等関係団体の

代表者および学識経験者等を委員 とする運営協議会を設ける乙と が望

ましい。( 以上は大阪府民生部婦人児童課「児童館の設置について」

による)

58 

3. 幼低校の意義 と教育的評価… …

.  ( 幼稚園と小学校〉

新住宅都市「千里」の教育施設計画は，小学校の高低学年分

離( 後述) ) および幼低校( 小学校低学年 と幼稚園の併設〉と

いう基本方式で出発した 。だが，後者の幼低校の計画は ，現行

の教育制度，学校管理，教育問題，地域外の学校 との格差等の

問題が未解決のまま ，その実施については時期尚早だとして実

現不可能に終わってしまった。

幼低校の考え方は ，英国の幼児学校 (Infant school) の構

想、 lζ 似ると乙ろがあるにしても ，それは ，わが国の伝統的な小

学校教育制度の盲点を指摘したばかりでなく ，教育行政，学校

経営，学校施設等の分野 lζ 新しい方向を建築家が暗示したもの

として高 く評価 されてよい。だが，教育学者は千里におけると

の幼低校の試みを見聞して ) i 乙れは建築学者が教育学者に対

する挑戦である J ( 佐蔵三郎 ミ学校体系の改革をめざすニ品ータウン の学校づくり ミ

「総合教育技術 J 18巻 8 号38. 10) とか) i挑戦ど乙ろか，教育学者を素通り

した解答をっきつけている J ( 佐頭三郎明代日本における教育嫌ふ「別府

現代教育科学J ':'47， 1965.9) とのべている。建築学者の提案 lζ 対する教

育学者の考えを知るため ， もう少し ，上の論文から要約して教

育学者のいい分を紹介してみよう。

『小学校における学年区分や分割は ，その理論的根拠が十分

でなければならぬ。まして学校体系にかかわるよ うな重要な教

育的改革は，多年の経過を経て後，慎重に評価すべきである。重

要な 乙とは，幼低校という革命的な考え方が，多くの教育学者が

知らないまま ，またその考え方K 対して挑戦の暇もなく学校が

建てられた という事実である。計画の理論的欠陥をもっ千里ニ

ュータウンの学校計画の基本構想、は，幼低校の失敗によって事

実上崩壊 したが，建築的には実現した最初の幼低校の建物の造

物が今は公立幼稚園と して名誉ある孤立を保っている。乙のよ

うに千里の学校づくりは，その当初において敗北したが，学校体

系改革の構想、について一つの仮説が立てられた記念碑ーとしての

意義はある。ただ， 乙の仮説は実験的 lζ 十分な検証を経なけれ

ばならないのだ。教育の実験が決して安易でない ζ とを建築学

者や事業主担の行政当局は身 lζ しみて感じたで‘ あろうか。彼ら

は，教育学者 lζ 大たんな挑戦をしか ける前 lζ ，教育のととは教

育の専門学者 lζ 慎重な実験計画を用意させてみる必要を十分認

識したであろ うか。たとえ，建築学者が自らのビジョン lζ 立っ

て革命的 な理想を提案 したとしても ，それが教育学的に確実な

理論と方法をもったものとして立証され，一般の市民の世論が

形成されるのでなければ，教育行政の当事者としても自信をも

って前進する手がかりがないであろう。最後に ，今後の問題と

しては ， 乙のような失敗が繰返されないように ，事業者側の企

画体制におい て，教育学，社会学，心理学，地理学などの専門学

者が参加した総合的な研究者編成による研究と企画がなされる
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• 

• 

べきである』として きび しい批判を行なっ ている。

建築学者が幼低校を提案 した動機は，教育学者がい うよう な

そんな仰々 しいものではなく ，むしろ ，現行の小学校の矛盾を

建築的 な立場で克服 しようとする 善意な窓図から出発 した もの

であったのではなかろうか。その意味で，幼低校乙そ ，世紀の

歴史的実験 として，教育と建築の両分野の学者が注視する中で

試みられるべき であ った。

4.  高 低 分離 方 式 の 検 証 … … ( 小 学 校)

小学校の高低分離の問題は ，専科教員制( 高学年は全教科担

任制を建前とする低学年と性質を異にした学年区分として考え

ねばならないとする意見〉とからませて，学校体系( たとえば

4 - 4 - 4 制) の改革論としてようやく教育学者の聞に論議さ

れ始めている。しか し，その論議が学年区分とか，高低分離と

かいった具体的な次元でかわされ，短期間で理 lζ 合った結論を

得る乙とは ，事の重大性にかんがみてきわめ て困難であろう。

なぜなら ，問題の性質は，教育制度改革 lζ 結び‘ つく性格のもの

であるため，教育学者にとっては，建築学者が考えるほど単純

なものとしてはうけとっていないからである。したがって， 乙

の結論は ，いま建築家が設計図をひとうとするときに ，すぐに

間に合うものではない。と乙ろが，教育学者の乙のような思惑

とは別 lζ 建築家はすでに高低分離を堂々 とやっての けた。われ

われは， 乙の，思惑の焦点に立つ高低分離方式の現実を冷静に眺

め，客観的に評価してみる必要がある。

千里丘陵住宅地区小 ・中学校設計基準によれば，高低分離の

程度を建築面から規定する要素は四 つあり ，最も分離程度の強

い場合から ，最も弱い場合まで16段階の程度が考えられている

( 第 1図) 。千里の高低分離方式の程度は ，他の諸地域の例と

第1 図 高低分隊の程度

!|主由護ε主主聖立書を| 最 弱 1 1-1 砂| 最 強

使用できる使用しない 使用しない使用しない

使用できる佼用できる …… 使用しない使用しない

i待

③校低内が高学年，

学年
共 用 共 用 専 用 専 用

@低諸き室年棟支! と管理

の 室 が

なし、 な い な い あ る

比較するとやや強い。その理由は ，千里の高低分離方式が低: 子二

年を高学年の敷地からまったく分離させる徹底 した分離形態，

すなわち分校方式の退化した形から出発しているためである。

たとえば吹田市立高野台小学校では ，低学年糠の敷地が原設計

での分校用地であったため，校門は低 ・高両学年にそれぞれ独

立して設けられている。体育館や特別教室は高学年の専用施設

と考えられて高学年棟の近くに配置されているのに対し ，低学

年教室は普通教室を特別教室化した総合型教室 とし，中央部 iζ

プレイホ ールを用意している。また大きい運動場は高学年用と

し，低学年には専用の遊び場を準備するとい った徹底 した高低

分離が実施されている( 第 2図) 。

第 2図 高 野 台小学校群棟配置基本計画概念図

運 動 場

住 区 幹 線 街 路

13 1) 亙

建築的に構成した乙のような高低分離方式が，教育的に はど

のような効果があったか。かりに効果があるとしても ， どの程

度の分離方式においてどのような効果があったのか。残念なが

ら，まだ客観的な資料はない。教育と建築の研究者が，分離方

式の学校現場でとのような問題 を共同研究として実験的に検証

してみる乙とが必要である。建築家はっくりっぱな しではい け

ない し，教育者は買いっぱなしではい けないのだ。両者がもっ

問題意識を相互に交流させねばならない。それが，教育計画を

建築計画に翻訳する際の重要な架け橋 となる。

5. 核 施 設の 原 理… … ( 中 学 校 ・高 等学 校 〉

世界的 lζ 有名なアメリカの教育学者ジョン ・デュ ーイ 0.

Dewey) はその著「学校と社会J (The School  and Society)  

の中で，学校の建物に具体化したい観念を図式的 lと表現した概

念図を用いて，彼が理想とする学校を次のように描いている。

第 3図 理想の学校( 1階)

第 4図 理 想、の学校( 2階)

第 3図の中央の図書室は ，知

的な資料を集成して周囲の各室

の仕事 lζ 意味と価値を与える。

四隅が実践的な活動を代表する

とすれば，中央部はその実践的

な諸活動のための理論を代表す

るものである。乙乙 lζ 学習活動

にお ける理論と実践の有機的な

関連がある。 生徒はとの関連の

中で自分の経験の意味を覚り ，

さらに新たな経験へと発展させ

る( つまり学習する〉 ζ とがで

きるのである。

第 4図は ζ の理惣、の学校の 2

階を示す。階下の調理や作業室
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で生じる物理や化学上の問題は， ζ の 2 階の実験室にもち乙ま

れる。中央の博物室には ，各種の科学的な標本や図表，歴史的

資料が置かれてあり，生徒は ζ 乙を訪れ， 自分の知識や技能を

科学的あるいは歴史的な条件や関係と結ひ、つけてみる乙とによ

ってより確実なものとする ζ とができるのである。さらに ， 乙

の理想の学校においては ，種々の作業活動が図書室および博物

室という蒸留器を通して再び行動となったものを造形芸術( 美

術室〉や聴覚芸術( 音楽室) の活動と考えるのである。

以上にのべたデュ ーイの理想、の学校は，いわば図書室と博物

室を教育の核として関連諸室を配置した学校だといえる。学校

での生徒のすべての学習経験がとの核を通して理論化され，そ

の理論が作業活動を通して実践化されていくのである。われわ

れが提案する核施設とは，本質的にはとのようなものをいう

が，その核は単 lζ 教室の学習場面 lζ 限らず，校内活動全般の中

から考えるべきである。例えば，中学校の核施設についてのべ

てみよう。中学校にお ける教育が生徒の能力や適性を発見し ，

それを基にして将来の進路について指導する乙とにあるとすれ

ば，生徒の能力，適性の観察とそ中学校教育の核でなければな

らない。したがって，能力 ・適性の観察の場が中学校の核施設

になるわけである。具体的にいえば，生徒の能力や適性を発見

するの lζ 理科実験や工作技術活動を通じてみようとすれば，実

験室や工作室が重要な核施設となるわけである。

あるいはまた，校内での基本的な生活訓練の場 と して，食堂

やロッカ ールームやクラブ活動室を設置 し， 食べたり ，話 した

り，休んだり ，着替えたり ，はき替えたり，クラブ活動を行な

ったりする個人的あるいは集団的訓練に指導の力点をおくとす

るならば， 乙れらの食堂やロッカ ールームやクラブ室が中学校

における核施設となるのである。

次 lζ ，農業高校の核施設について述べてみよう。農業近代化の

波が農業教育に押しよせて，昨日の牛馬による耕作を今日は耕

運機が果すとしても，昨日の田畑による栽培を今日は施設園芸

が果すとしても，良場の中のわら屋根の下で晴耕雨読し，農夫の

如く耕し ，哲人の如く思索する生活を師弟の間でもしもっと と

ができるとしたら，そのわら屋根の家をつくろうではないか。

とれ乙そ，われわれが追究するととろの核施設にほかならない。

乙のように核施設は，生徒の校内生活の中心であり ，教育お

よび学習活動のセンタ ーでもある。それはあたかも円に一つの

中心があり ，楕円に二つの焦点があって，円上のすべての点が

乙の中心に収れんされるように ，核施設は生徒の動線が集中 し

ては分散する校内のコミュニケ ーションセンタ ーなのである 。

6.  特殊教育施設の計画原理

特殊教育とは， 身体， 精神の異常な児童に対する教育をい

い， その教育機関としては ，盲，襲，養護などの独立した学校

と，普通の学校に付設される特殊学級 とがある。とれらの う
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ち， ζ 乙ではあまり知られていない養護学校の施設について，

その計画の原理となるものをのべてみようとおもう。

養護学校には，精神薄弱，肢体不自由 ，病弱虚弱の各教育を

行なう学校があり ， 乙れらの学校はいずれも児童，生徒の体質

や身心の発達状態あるいは障害程度に応じて適当な保護と訓練

を加え ，その成長，発展を助ける乙とを目的とするものである。

(1) 精神薄弱養護学校の施設計画

精神薄弱養護学校は，先天的または後天的な原因によって知

能的な欠陥を生じ，正常な児童と同様に社会生活を営むだけの

能力をもたない者をあつめて教育する学校である。

いま， ζ の学校の施設計画に前章までに扱ってきた各仮説を

適用しながら ，施設計画の原理を説明してみよう。まず，学校

の中味である教育計画を検討し ，次にそれを建築的 lζ 翻訳する

作業から計画は始まる。

学習指導要領 ( 文部省，養護学校学習指導要領，精神薄弱児

編) Iζ よって指導内容をみると ，指導目標がつぎの 3 目標から

なっている乙とがわかる。①身辺生活の確立と処理，②集団生

活への参加と社会生活の理解，③経済生活および職業生活への

適応 ζ の 3 目擦をさらに具体化した具体的目標から指導領域

として生活指導，作業指導，教科指導の 3 領域が構成される。

ζ の 3 領域は精神薄弱養護学校の主要な教育活動であり ， とく

に生活指導と作業指導とは第 5図のような楕円形の二つの焦点

第 5図核になる指導領域

f 堂習指導

{生，，，1 作 実j

指導 指導

( 核) をなす。 ζ れに対して学

習指導は，知能の低い精神薄弱

児に普通児の学習活動を要求す

るのは無理で，その知能の程度

に応じ，生活指導( 訓練〉の中

で，また作業指導( 活動〉を通じて， ζ れら二つの指導を核と

して指導するのが望ましい。したがって， 乙の学校の施設計画

は， 指導の 3 領域を実施する空間と ， 3 領域相互の関係を密接

に関連づける機能をもっ空間一ー とれを管理用空間とよ ぶーー

を設ける必要がある。

第 6図は管理用空間を中心にして 3 領域の空間を相互に関連

づけた機能関連図である。乙の学校の管理用空間は ，普通学校に

おける管理室の機能のほか

第 6図空間相互の機能関連図

{ζ ，子供の身心をたえず診

断，検査する機能，食事や洗

濯，入浴などのサ ー ビス機

能を更に具備する必要があ

る。そ乙で，施設計画の立案

は， 乙れらの必要な構成要

素をどのように配置すれば

よいカ〉という ζ とになる。

参考までに原則となる事項

を次に指摘してみよう。
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① 幼稚部，小学部，中学部，高等部の教室配置はつぎのよう

lζ 組み合わせる。( 幼低統合，高低分離〉

幼稚部と低学年 … 教室は居間兼作業室とし ，幼児向きの

生活圏を構成する。

小学部の中高学年・... . . 教室兼作業室の形で室を構成する。

中学部と高等部… … 作業室と教室とを分離させて独立配置

し，教室は居間とする。

② 学校生活の核になる施設として，作業指導室，生活指導室

をあて， 診 断， 検査室は補助的な機能を果す核施設とす

る。 u安施設〉

③ 精神的にも ，身体的にも機能の劣っている者が多いので，

管理室からの監視が十分に行届くような 配置である乙と。

精神薄弱養護学校各部門配置図 ( 大阪府立八尾養護学校の例)

l 同

-
.  センタ一部門

特殊教育研究センター学

校紀念得物館，集会室，

図書室，食堂，調理室，

浴室，洗タク室，機妓室，

物干渇，倉庫 et c

診断，検査部門

観察室，テスト室，面接

・相談室，記録室，行動

観察室，医務室( 静養室)

資料室，控室 et c

• 

④ 静と勤地帯の分離，人 と車の動線分離，高と低学年生の生活

圏の分離 乙れらの原則 にしたが って計画したプランの一

例( 大阪府立八尾養護学校) を示すと 第 7図 のようである 。

(2)  肢体不自由養護学校の施設計画

肢体不自由養護学校は身体の機能障害のため ，安全かつ有効

lζ 普通学校での教育を うける乙 とのできない肢体不自由児を あ

つめて教育する学校である 。乙 の学校の教育課程は ，教 科，道

徳，特別教育活動，学校行事の 4 頂点をもった 4 面体の中 lζ 位

置づけられる教育活動のほかに児童，生徒の機能障害の程度に

• よってさまざまに変化した教育

活動( 機能訓練〉が営まれる。乙

の機能訓練は ， 4面体の課程を

包括する一種の媒介変数と考え

られ，肢体不自由教育の大きな

特 徴 で あ る ( 第 8図) 。

乙の教育課程を実践するため

の指導領域と して，学習指導，

職業指導，生 活指導，機能訓練

の四者があり ， 乙れらが互いに

調和を保ちながら全体として教

育機能を遂行す る ( 第 9 図) 。

乙れらの指導は，それを行な

う場 所，つまり指導空間を具備

第 8図 教 育 課 程
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するととによって可能

となり ，それに管理機

能をもった管理運営空

聞を加えると教育機関

と しての学校施設の全

空 間 を 構 成 す る ( 第10

図〉。

第10図 施 設空間の構成

学 習指導空間

管 理 運 営 空 間ぷ ーーーー ¥ 
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次 lζ ，上記の空間構成から施設計画をたてる際の原則 を示す

と，以下の通りとなる。

① 児童生徒の心身の発育や機能の障害 に留意して，指導内容

にふさわしい設計計画を行ない， 肢体不自由者の特質 l乙適

合した教育環境を設計する。

② 心身の発育，学習能力の発達および障害機能の回復の段階

を追って，集団社会への適応が はかられて行くよ うに計画

する。

@  校内の自動車通路を限定し ，児童生徒は自動車と出合う乙

となく学校生活を過せるような設計とする。

@  学校経営が能率よく行なわれ，教育効果の向上に貢献でき

るよう管理運営諸室は指導空間の重心的位置に配置する。

@  教育課程の改訂や機能訓練方法の進歩，対象者の増減など

lζ 対応できるよ う可変性，融通性を加味して計画する。

以上の原則をふ

まえて，学校を構

成す る各要素の相

互 関連を分析 し

( 第11図) ，校内生

活 の中での児 童，

生 徒，教職員等の

動線を整理すると

とによ って，各 室

の相互関連を求め

ると ，群棟配置の

基本概念が成立す

る ( 第12図) 。

第11図構成要素の相互関連
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第12図各室の相互関連
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乙の基本概念に各室または各室群 lζ 対する考え方を適用す る

一方，各室群の相互関連の分析を加え て行くと ，よ り明確な群

棟配置のための基本計画がで きる ( 第13，14図) 。

第13図室の考え方 (小学部低学

年用総合型教室の場合)

面接

相 談 ー一

教材室すヲ λ

第14図室群の相互関連

( 各訓練室群の例)

備品: お也 !  器具. 道具

立問 : ｾＧ ＭＭＭＭＭｩ＠ 騒

，......ー、、

職 能 訓

練 宣群

砂場

.1 言 語 ! 被 能 1

分 担 I ｌ ｉＱ Ｗ ｾ Ｚｴ＠ • J 四 国 l
談員→

61 



(3)  病弱虚弱養護学校の施設計画については紙数の都合上省略

して別の機会に譲る。

7. 施設計画立案の思考の方法

学校の設計とは，ひとくちにいって「教育空間をどのように

建築的に構成するか。」という乙とであろう。教育空間を建築的

に構成するには ，教育空聞がもっ機能一一教育活動や学習活動

一一ーに却して行なわねばならない ζ とはすでにのべた。と乙で

は学校施設の設計計画を立てる方法について一つの提案を試み

てみたい。学校施設は教育と建築の両分野の統一の所産である

から ，つぎのような教育的側面と建築的側面の両面のアプロ ー

チから，両者を総合した立場で行なうのがもっとも妥当である。

(1) 教育的側面からのアプローチ

学校で行なう指導内容，方法とそのために必要な施設の基本

的な性格，すなわち ，必要な施設の要素と要素相互間の機能関

連を明確にする。その方法としては ，学習指導要領および既設

校の教育計画の実例につ いて検討を行な う。

(2)  建築的側面からのアプローチ

既設校の施設プランの形態を類別し ，それより施設の構成要

素および一般的なモデ J レを構成する。その方法は既設校の設計

例の検討を主とし ，事Ol J調査 として，特定の学校についてその

使われ方を調べ，問題点とその学校が考える改善案について検

討を行なう。

(3)  以上のような教育と建築の両面からのアプロ ーチによって

得た結果を総合し ，望ましい学校施設設計例を作成する。

学校施設設計の方法は以上にのべたプロセスで進めていく。

その原則的な思考の形式を系統化して示したのが 第15図 であ

る。乙の形式は，原則的なものであって，資料収集の過程にお

いて，収集した資料の質や畳のいかんによっては多少変形を要

する場合もあるであろう。

第15図施設計画立案の思考の形式

r  E- --- E 。ー- . Ep --，

E. イ ト..... E pe p  -， 

l  e  ---- e 。ー - ep  _ J  I  

: 卜→ E pep A pα p  

(  A  -- --A o  -ー A p -， I  

Aaイ ト..... A pa p  _ _ J  

L α 一 一 α 。ー→ α p ー」

主主〉図において太字で示し たも のは主旅的なプロセスを，細字で示したものは補助的な

プロセスを示す の

IT . I: 教育的側面からのアプローチ

E  原則的な立場から の検討

e 事例的な立場からの検討

E o ・学習指導要領にもられている指導内

V  . 容の精進化

E o  それを展開するのに必要な建築的空

.- . 悶の構成要3障を求め る

e" ・既設校における教育計画の尖例より

v  教育目標内容，方法などのパターン

を求める 。

e n ・各パターン が備え ている胞設の性格

r  を求める。( 教育計画のあらわれと

みた施設がもっ性絡)

匡三ヨ : 争議祐弘沼舘22

般的性絡を求め，それを7! 錯し

ていくのに最小限必要なI iU .l:の

性格を決定する。

区三1: 蹴的側面からのアプローチ

A プロックプランの実例 IC就ての検討

a  :  JJI 伊ijl 閣ままに よる検討

A o 内外の学校設計例から ，そのプロッ

v  タプランの構造を検討する。

Ao : その結果，学校として建築的 IC具備

r  すべき基本的条件の一般化をはかる

ao 特定の学校をケースにえらぴ，使わ

v ・れ方調査を実施して，施設使用上の

問題点を明らかにする。

a  0  : その問題点の改善を目的として佼用

v  者が作成した改善策

E 2E i ?官民 t q J 何事37
一一一一一一 クプランのモデルと ，施設各部

の性絡を決定する。

1I ( Epep) ( Apadl  rzfP謀議説話芸ZEE見 ? 築 計 画 の モ デ ル の 完
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8. 計画立案の組織とその位置づけ

新しい学校の施設計画を行なう場合の計画立案組織について

一つの提案を試みよう。まず，施設専門委員会( 常設がよい〉

を組織し ， 乙の委員会があらゆる学校の施設計画を作成する。

乙の委員会は専任の専門委員( 教育，建築の各専門家) と計画

対象の学校の種類，性格により ，それに適した臨時委嘱委員と

で構成する。委員会の仕事は ，計画対象 l乙関するいっさいの情

報を収集し ，討論し ，計画案を作成する。なお専任の専門委員

は，常時，学校施設に関する調査，研究を行ない，各種の学校

施設設計に関する指針，規範といったものを作成する。また ，教

育現場からの要請に応じて施設問題の指導や相談にも応じる。

と乙ろで， 乙のような計画立案の組織は，公立学校の施設計

画の場合なら ，教育委員会に設置されるべきである。現行のよ

うに教育内容上の ζ となら指導担当課に ，施設上の問題なら施

設担当課 IC，実際の設計，施工業務については建築部の営繕担当

課にといった役所の分業的な機構からは，すぐれた アイデアも

生まれにくいし ，生まれてもそれを実現する可能性もうすい。す

ぐれた着想を育て生かしてい くためには，計画立案の過程で，

専門委員会の頭脳を活用すべきである。だが， 乙の専門委員会

の業務が実際の行政機構の流れ，つまり企画( 指導担当課) ー→

基本設計，見積( 施設担当課) ー→実施設計，施工監理( 営繕担

当課〉か ら遊離してしまわないように ， 乙の中で有効に位置づ

け，委員会が乙のラインの中にあって ，ラインの方向を指示する

立場にいなくてはならない。そのためには，委員会を乙のライ

ンの流れの どζ かに一つの節点、として配置するか，それとも ラ

インの各節点の代表者を専門委員会の委員 K 任命して委員会の

業務 lζ 参画 させ，かつ，ラインの流れの連絡調整をはかる よう

にすれば理想的であろう。また民間設計事務所がアイデアを提

供したり ，それを実現したりする機会は ，乙の専門委員会との合

同討議に参加する乙とによって達せられるのではなかろうか。

9. お わ り に

教育計画を建築計画に翻訳するときの原理とは何であろう

か。教育の場にふさわしい学校施設の設計を一回でも志し た経

験のある人なら ，だれでも乙の疑問につき当たったにちがいな

い。われわれも学校施設計画を行なうたびにそれを求めてき

た。施設の使われ方調査を行なって，帰納的な立場から施設の

一般的なモテツレを求めたり，また，教育計画の原則論から演緯

的な立場で設計案を考えたりしながら，学校施設設計の基本原

理の発見 lζ 努めている 。第 7 章でのべた計画立案の思考形式は ，

乙の原理追究の過程で試みた一つの方法であり ，続く第 8 章の

計画立案の組織 とその位置づけも ，計画遂行の段階で体験した

苦しみをもとに案出した方法で= ある。乙れらの方法が正しいか

否かは ，乙の方法によって目下建築中の数々の学校がやがて完

成し ，それを使用する教師たちが評価してくれるであろう。

( じ た く み 大 … … - … )

ι し ば て つ や : 大 阪 府 企 業 局 宅 地 開 発 部 企 画 額 控 師 l

あいかわさぶろう 大阪府立東住吉工業高等学校設備工業科長/
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ユースサービス施設への展望

1. 序:

青少年健全育成のための サービ ス，すなわち ユースサー ビスが，政府

や地方 自治体の援助によって改めて拡充整備されだしたのは乙 ζ 数年来

の乙と といってよい。

ユー スサービスのための施設とは ，家庭と学校の間にあって家庭や学

校で得られない機会を青少年に与え，青少年自身が自分たちのものとし

て気軽に利用でき ，そ乙で・積極的 1<:: 活動を行ない高く成長するために利

用する 施設である。青少年の活動は多様であり ，施設も多様になってい

る。 施設空間を強引に以下のように整理したとすれば. 4 ) から 5) ま

でがユースサービス に現在関係しているーとくに 6 ) が青少年の日常生

活 と深くかかわり合う 施設である。 1 ) 住宅. 2 ) 学校一小 ・中 ・高校

等. 3 ) 商業サービス( 民間営利施設) ースポ ーツ系 ・購買系 ・各種学

校 ・その他複合娯楽施設等. 4 ) 公園緑地ー児童遊園 ~ 国立公園等，

5 ) 社会教育ない しは文化施設一公民館 ・図書館等. 6 ) 青少年専用施

設ー青少年の家 ・児童文化会館 ・青少年センタ ー ・児童館 ・勤労背少年

センタ ー ・野外活動センタ ー ・ユー スセンター ・民間任意団体による施

設 ( Y . M. C .A 会館等) 等. 7 ) 複合ないしは前記施設の中に包指的

に含まれている 施設ー各種スポ ーツ施設 ・国民宿舎等が上げられる。

表- 1 は，青少年白書1967年版から 施設の設置状況 と延利用人数をと

りだ しまとめたものである。 1965 年国勢調査によれば. 0 - 24 才は，

45. 050. 5∞人， そのうち ユースサ ービスlζ 関係する年令居 8- 24才は ，

32. 105. 4∞人である。 ユー スサービス が青少年の自主性を重んじ ，より

毎 日の生活 IL結ひ. つくものをめぎしつつある今日 ，ユ ースサ ービ ス施設

は微々たるもの といわざるをえない。

さて， ユースサ ー ビス 施設の穏婆についてみれば， 戦前においては

1  ) 社会教育 ー 青 年 教 育. 2 ) 青年団 ・青年会. 3 ) 労働教育連動，

4)  Y .M.  C. A. ・ボーイ スカウ ト等の民間任窓団体からの要求があっ

たが，最初のふたつは小学校や部落集会所を利用 して，青少年に上から

の押 しつけプ ログラムによるのであるから ，彼等にとって魅力のないも

のであった といわれる。また官僚中央集権支配 ・軍事体制強化の道具に

もなったといわれる。あ とのふたつは苦難の途を歩んでtいた。そして戦

後は再出発を行なった。その中で青年会 ・子ども会等は行事化 ・形式化

・形骸化した といわれるが，最近は少年団等にみられる反省と新たな出

発もみられる。一方で労音 ・職場サ ー クノレ等々 が起り ，各種学校も隆盛

である。また再出発をしたボ ーイスカウト . Y . M. C . A 等々や新たに

出発 した任意団体は最も自発的活動を行ない，ユースサービ スの中に確

固 とし た役割をはた しつつある 。 とくに組織の底辺の広さが要求される

国際交流なとにおいてはである。さらに盛り場 ・観光レクリエ ーション

施設は . I余暇は自宅で」という傾向にかかわらず，若者たちでいっぱ

いである 。ユースサ ー ビスの分野の要求はかつてなかった量で大きくな

りつつあり ，内容の充実整備が求めら れている。公的サ ー ビスも乙れに

つれて転機にたたされているとみた方がよかろう

つぎのような背景をもっているのだか らであ る。青少年人口は，昭和

37年には全人口の47. 25ちであったのが昭和41年 [ζ は44. 89ぢとなり漸減し

ようとしている 。 しかし人口は大都市閣に集中し ， とくに青少年は大都

市をもっ東京 ・大阪 ・神奈川 ・愛知 ・兵庫 ・福岡 ・埼玉 ・静岡 ・北海道

のわずかの府県に青少年人口の 45.2 5ちが集まっている乙とになった

( 1965年因調) 。乙れに対して都市空間はますます高密化 しつつある 。

乙乙に圧倒的な ユー スサ ー ビスの需要が生じていると思われ，ユースサ

ービ スの意識的 ・計画的提供が必要になったのである 。一方段村部に対

多 胡 進 ・坂 田 勝 広

しでも ，国の長期的展望にたてば，見IJ の意味でユー スサ ービ スが用怠さ

れる ζ とが望まれている 。

そ してユース サービスは単なる都市現象としての非行少年の補導など

の対処療法としての役目だけにあ ると 考えておくわけに いかなくなった

とみる人もある。 表 一 1 全 国 施 段 量

青少年の成長の | 設 置 数 利用人散

国 立 11 年 の 家 4  541年 397，∞0人

公 立 青 年 の 家 114 540年 1， 095，ω 0人

児 m文化センター 20  541年 622，∞0人

すべてを単に学校

と家庭にだけ負わ

しておく乙とに疑

問が出てきた。 青

少年が社会の一員

となり ，将来 lζ 前

の世代がつくった

ものを追い越すよ

うになるには，学

校や家庭で得られ

ない機会や活動が

彼らに とって欠か

せないものだとい

う見解も強いので

ある。

学 校 プ ー ル 7，066校/36，206校 540年×

ス

プ ー ル 803  x  
公 "  

ポ

立 体 育 館 324  

"  
×  

体
陸 上 競 技 294 

"  
×  

.:; 

育施
野 球 場 510  

"  
×  

首邑
Il!: 

運 動 広 湯 224  5 41年×

設

野外活動施f ! l :

574  541年×
キャンプ場

本 館 8，605 5 42年×

分 館 10，823 

"  
×  

部 落 公 民 館 42，0∞ 

"  
×  

図型事館背少年専用部分も

301館/773館 5 42年x
つも の

1噂 物 館 300 542年×

児 Ii 館 1， 009 5 42年x

国 民 宿 舎 202 541年×

国 民 休 回 村 17 5 41年×

ユ ー ス ホ ス テ ル 513  5 42年×

勤労青少年ホ ーム 51  既5 4股1年31上2畳半55期万分人

ζ れらに対して

先 lζ 示したわずか

な施設も数年前か

らみれば大きく殖

注 ・540年は昭和40年を浪わし，調査時点。

えているのだけれども ，ユースサ ービ スの実際的な体系は ? その方向

は ? 青少年が自由に白主的に使う 施設とはどのようなものか ? とな

ると. 1966年 lζ 総理府に青少年局が設置され，それまで文 部省 ・厚生省

等でばらばらに実施されていたものを総合調整できるようにしよう とい

う段階である 。

2. ユー スサービスの体系 と施設計画

一 事 例 を 通 し て一 :

米国の Y . M . C. A . ボーイスカウト ，少年団等，ソ連のピオニーノレ，

フランスのユ ースクラブ， ドイツのユ ースホステル運動，スウェ ーデン

の遊び場と遊び生活リ ーダー制度，等々の青少年活動がある。各国にお

いて底辺の広い独自の機織が確立され，そ乙から国際交流lζ 参加してく

る現在，関係者も背少年自身も考え，試み，そして独自のユー スサービ

スを確保することが必要なようである。少し視野を広げてユ ースサ ー ビ

スの進んだ場合を現在への過程とともに示すととは今後のイメ ージづく

りの発端にな ってく れ るであろう 。

英国の場合を例にとろ う。 現代社会においては継続教育は必然的なも

のであり ，それには I Pr eparati on  for wor k J と i L ear ni ng for 

Lei sureJ の 2 つの部分があり ，後者の部分を受持つのがユー スサ ービ

スであるとされている 。 どち らも青少年の成長にとっては欠かす乙とが

できないものである乙とが長い積重ねとその過程での改革によって認め

られるようになった。英関においても ， ζ の問題が出されるようになっ

たのは産業革命以後であ る。 乙の面の措置は第一次大戦後までは民間の

任窓団体 Y MC A， Y WC A， B. S. ， G. S. ， . Boys  Bri gades，等々( い

づれも現在国際的にな っている) にまかせられ，国家は職業教育 lζ 関心
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を示し ，団体lζ 対して支持も ，干渉もしなかった。

第一次大戦中，戦後の青少年犯罪の増加等が 120 の地方当局lζ 少年団

体委員会をつくらすことになったが，財政的困窮等の理由から . 1930年

代には36の当局しか少年団体委員会をもつにすぎない状況であったっし

かし ζ の委員会はとにかく地方教育当局に移管されて，教育的な点から

国家が青少年の社会的，レクリエ ーション的関心を発達させる ζ とにな

った。

第 2 次大戦中とその後は 1943年文部省通達にみられるようにト ー.14

才から20才までの少年少女の社会的 ・身体的成長に関してはわが国では

長い間無視されてきている。. ... . 政府は前の戦争中起ったような社会問

題が，再び起るのを防とうと決意するものである」として，国家が地方

当局，民間任意団体と協力して青少年の問題lζ 積極的に乗りだす乙とに

した。乙の目標にそって「全国青少年委員会」を設立し，教育当局が積

極的I r 役割の一部を受持つよう lとなった。そして青少年審議会( 戦後英

国教育審議会が役割をうけもつ〉ができ . 1945年 T he Pur pose  and 

Cont ent s of the  Yout h Servi ce.  1948年 Out of School といっ

たユ ースサービスのあり方等に関する報告書がだされた。

法律的にも 1944年教育法は，地方教育当局が. i 義務教育年令以上の

人が誰でも組織的活動，文化活動，訓練活動，レクリ エー ション活動を

行ないたい場合に利用できるような余暇活動」を確保する乙とを義務づ

けた。けれども戦後の切迫した事情が，ユースサービスに精力を 注が

す乙とができなかったといわれる。それも 1958 年11月lζ アJ レパマ ーJ レ

( L ady  Al bemar l e) を長とする委員会が「変化しつつある社会情勢

等々の情勢にてら して英国のユー スサ ービ、スがと、う貢献し，今後何から

手をつければ費用の点で・最良の目標が達成できるか」といった意味の課

題を受取り . 1960年 2 月に 1) ユ ースサ ービスを准進するための機構の

整備. 2 ) ユー スサービスの活動内容と ，そのための施設. 3 ) リーダ

ーの養成と待遇， 4 ) 財政援助の諸問題について構想を提出した。

それは， まず10ヶ年計画を提唱し，最初の 5 ヶ年で現状の不備を改

め，次の 5 ヶ年でユー スサービスの体制の恒久化を図ろうとするもので

あり ，構想の内容が具体的である点は注目しなければならない。その内

容の要点をみると ，①14- 20才のすべての若者に役立てられるものであ

る。②国家の担当省，地方自治体の担当局，民間任意団体，ユー スサー

ビス 開発諮問委員会の役者lを決めた上ですべての活動面で自発性の原理

を展開させる乙とが重要であるとしている。

活動と施設については若い人々に A ssoc iat i on と Tr ai ni ng と

Chal l enge の機会を与えなければならないとして， ます‘ ユ ースサ ービ

スの拡大に備えるために物惜しみしない将来の見通しをもった施設設置

と建築計画が不可欠である乙とを述べている。①設備は もとより便利な

センターで，コ ーチをもち，②さらに既存スポ ーツクラブなどの参与を

認める乙と ，③中学校計画で ユースサービスの要求を考慮すべき 乙と

( 別棟にクラブのための設備および備品をもっ乙となど) .  @宿泊設備

の拡張を直ちに行う乙と ，③身体的 レクリエーションの設備が室内，室

外を問わず不足している事態の改善に着手する乙となどにわたって細か

く勧告している

青少年のためのユ ースサービス，青少年が行なう ユースサービス の具

体的活動についての答も出されているが，乙 の疑問I r 対しては ，実際の

活動の協議機関である団体常置会議でも答を用窓している。それは，

i 8 - 21才の青少年層」を対象としての活動についての企てで、ある。内

容の詳細に関しては九州大学教育学部諸問和房氏の名訳と補てんがある

のでユー スサービ スが用意すべき 8 項目だけを整理し引用させてもるう

乙とにした。すなわち次の 8 つが提供て、きるように施設計画がなされて

いるべきであるというととになる。

1  ) 青年たちの前にあるあらゆる冒険 . カヌ ー乗り ，帆走，飛行，滑走，

兎狩，乗物旅行，登山， 高原縦走，キ ャンプ，など自然が与える試練と

危険に応、じて独創カ，忍耐力，勇気などを培う。 人によっては奉仕事業，

顕微鏡をのぞく ，美術館に行く といった自然以外のものが挑戦するもの

とな る。
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2 ) 選ばれた領域 : フットボーノレ，クリケット，バスケットボール，弓，

カヌ ー，体操，柔道，潜水，ダンス ，モーターサイクル，玉突，ホステ

J レ，スキ ー等々の身体的レクリエ ーションは目標をもった不屈の努力そ

れ自体の満足を与える。

3 ) すばらしい瞬間 : 若人たちの集まって演劇祭，音楽会，弁論大会等

々を準備し，上演するまでの各自の持味を生した協力が大きなクライマ

ックスを与える。

4 ) 隠された宝 ・製服，大工，カヌ ー建造，製パンー ーー耕作・… : n: をめ

ざしての天文学や考古学，陶器， 粘土細工，小鳥観察ーーー切手集め，等

々は身体的レクリエ ーションとは性質は異るけれども修練がいる。発見

の期待を満足させる。

5 ) 生きる乙とは与えるととである: 種々の奉仕活動。自分のために，

もしくは自分のグループのために「自分でする」乙とは他の人々に手を

さしのべ友情を育てる。

6 ) 明日の世界 : 種々の奉仕活動，国際的集会，クラブでの外国研究 コ

ーナー， リーダー養成への参加は共同社会への所属感を生み明日の世界

づくりに欠かせない。

7 ) 大人の世界へ : 市民としてi ' l 任のある態度を発達させるようにもく

ろまれた話しあい，映画会など。社会的承認をえていると感じるような

責任をとる機会をます乙と。勤労青年に対する委員会や協議機構の経験，

労組と経営等々の学習など。礼儀正しさ ，思いやり ，人生に おける価値，

人間関係についての態度，理解等々についての宿泊 コー スなど。女子lζ

対す る家事技術の修得など。精神的な成長への心くばり ，想像力を成長

させる乙 と，強い精神をつくる乙となど。宗教的な信条を育てるなど. 。
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乙のような状況の中で青少年活動の任意団体は，任意団体によって，

地方自治体 lζ よって提供された一般混合クラブ，男女別のクラブ，特別

クラブ，ユース ウイング，ユースセ ンタ ー，コ ミュニティ ーセンタ ー，

レクリエーションセンタ ーなどの施設を利用して日常の活動をするので

ある。 ζ れらの施設は，どのクラブにも属していない青少年が，平凡な

日常生活の中で利用できるよう配慮されている。むしろど乙のクラブや

団体にも所属していない青少年がクラブを身近かに気軽に利用するとと

の方が重要としている。

施設の範囲は広く，また混合クラブひとつをとっても多様であり広範

である 。クラ フ・は多様で‘あるけれど も共通点があり ，それはいくつかの

タイプにわけで説明できるようであり ，そとから前述の活動を助けるた

めの空間や設備や道具とはどのようなものであるかを考える乙とはでき

るのである。クラブの中では やはり混合クラブが最も多く ，各都市で見

られるようである。とっかかりとしては ζ れを 4 つのタイプに分けその

実例を通じての記述からながめるのがよかろう。

まず最初の型 ( Cl ub 1 ，図ー 1) は施設としては非常K 簡単であり ，

椅子，机，床の色が 7 ークされたダンスのための場所，レコード プレ ー

ヤー， スナックノてー，簡単 fC引出せる舞台装置をもっ程度で，交通頻繁

な街路に直接函している。乙のクラブは会員f担問=なく ，青少年がひんぱ

んに出入りし ， i ma n to manJ  で彼らの言葉で問題を理解し討論す

る乙とができる場所として成功しているという。ただ設備が小さく少な

いので，訪問した青少年がしばらくするとクラブへ来るのが途だえ勝ち

になり ，他で過すととが起とるという。そ乙である地域では少し離れた

場所に同目的のものを追加してつくったが，新| 日とも成功しているとい
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う。つまり との型は大人と青少年，青少年同志が簡単に話し合えると い

う Yout h Cl ub の本質的な役割j を受け持つ最小の施設である。小さい

ζ とによって青少年の身近につくっていける利点をもっている施設型と

いえる。

第E の型は，第 I の型と同じように制度化されてない会員によって使

われる施設であり，一院に数ペンス払えば誰でも使える 。かっ，名前や住

所も訪ねない。したがってどの団体やク ラブにも所属していない背少年

( 特権をもっていない，ふらふらしている ，反抗的であるといった傾向を

もっ) を惹きつけ るが，施設分布数が多いので地域青少年をも惹きつける

ζ とになり ，強健なコミュニティ ーの精神を発展させて来たといわれる。

自由と楽しみの場所を設立しようという目的で‘つくられ，年数として

も古い。正会員を持たないけれどもグループはステージショ ーをー絡に

演じたり ，敷地内の庭園化を行なったり ，テニスコート，ローラスケー

トリンクなどをつくり楽しんだり ，クリス 7 スの老人とのパーティーを

催したり ， ドイツと交換訪問を行なったりしているとい う。設備は多く

なって屋内施設としては卓球・映画 ・夕、、ンス ・演劇! なども行なうホ ール，

静かな室，身体活動の室，喫茶室をもっているのが普通である。一晩当

り 150 人程度の 10代の背少年を集めている。成功の多くは地方当局の援

助 ・リーダーと成人のオーガナイザーの能力に負っているといわれる。

第 III の型は，混合クラブとして最も典型的でユ ースサービスの骨絡を

形成するものといわれる。今後の設置では増加させられる方向にあるク

ラブの型である 。数百人内外の登録会員をもって，一晩当り 100 人程度

の出席がある。年中無休で聞かれている。したがって資格をもっ先生で

あるパート タイムリ ーダーをもち，数人の補助リーダーとへノレパーを持

図- 3 新しい型のユースクラブ
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図- 4  St evenage 新都市施設分布とユースセンター

-、

っている。さ らに上級会員によりリ ーダーシップの援助がつけ加わる

( 会員が14- 16才と 17- 21才にわかれる) 。 ζ のようなク ラブは園の連

盟にも加わっている。設備の主なものをあけ‘ れは，ダンス ，映写などを

行なう小クラブ室，コーヒーパー， 静かな室( 図書) . 体育館とシャワ

一室，女子居室，ゲームルーム，何種類かの工作室， リーダ一室と応援

室，委員会室，活動を組織する会員のための小事務室，クロークと化粧

室，多くの収納スペースなどである 。乙の他 lζ 会員たちで改造してキチ

ネッ ト・シャワ ーなどをもち，ベッドをもって週末や休暇に使う中古の

コー チなどを持っていたりする。乙のような施設を使って，乙の種 タラ

ブは共通 してよく見 られる映画 ・ダンス ・読書会 ・演劇 ・理髪 ・フット

ボーJ レ・柔道 ・写真 ・木工 ・ラジオや模型製作 ・カヌ ーづくり ・自動車

修理などが行なわれ，奉仕活動も行なわれる 。しかも活動は強力なリ ー

ダーシップ IC負う と乙ろが多いが，いくつかの活動は会員自 身によ って

完全に組織されている。

第Wの型は，数は少ないけれども 1，αわ人以上の会員をもって動いて

おり ，そのため自ずと広範で多様な活動と施設を提供するものであるつ

合唱団 ・オーケス トラ ・演劇団 ・外国語会話 ・フォ ークダン ス ・フェン

シング ・フットボ ーノレの数チ ーム ・理髪大会 ・料理 ・その他の技能など

を加えて同時に維持していく乙とができる ものである 3 例えば図- 2K

示すように毎晩150- 2∞人位いの会員が種々の活動が完全に調和の中で

行なえ しかも他の鶴分と 密接につながるク ラブ室をもつよう なもの とな

る。なお，以上のような調査研究を通じて第1 l I . 第IVの型 fC属する ユー

スクラブの乙れか らの像が研究，設計され，実施 された。計画の考え方

をわが国の施設の場合とくらべていただきたい。( 図- 3 )

さて，乙の種施設が地域段階でどのように設置されているかを，既存

都市よりどちらかといえば，施設が遅れると いわれる人口 6 万人程度の

St evenage 新都市の場合で示 してみよ う ( 図- 4) 。近隣センタ ーの

コミュニティ ーセンタ ーやタウンセンタ ーに各種文化施設とボー リング

場 ・コーヒーパーなどがあ るにかかわ らず，継続教育のカレッ ヂとその

中のユー スウィング，分散した中学校に付属する 4 カ所のユ ースウイ ン

グ， コミュニティ ーセンタ ーに附けられた 3 カ所のユースクラブ 2 カ

所のユ ースセンタ ー ( 図- 4右) が新都市内全体 fC分布 している。した

がってユースサ ービスの名前があるだけでなく ，実際 lζ 生活と密着して

配置されてい る。以上，英国を例にとってユ ースサ ービスの概要と その

施設について述べその方向を示そう とした。たしかに歴史は古く 活発で

ある。けれども アJ レパマ ール委員会以後活発になりだした青少年活動

は，笑は都市への青少年の集中，それに ともなって生じる社会現象ー青

年の早熟，暴力，飲酒，性犯罪，住居問題，学校と社会の述携の必要性，

余暇 と自由なお金の増加，職業生活 fC関連して起こる生活上の問題ーと
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いった乙とが大きな原因といわれており ，わが国の状況と同じような問

題の基盤がそ ζ Kひそんでいる ζ とが認められる。

3. 都市における青少年関係施設とその分布

わが国の都市内 K おいてユ ースサ ービス施設がいかに設置されている

かをながめてみよう。品近，青少年センタ ー， 児童文化会館が神奈川県，

東京都，岡山県，山梨県，といった県立段階でつくられ目立つている。

しかし乙れ らは県のセ ンタ ーであって，宵少年側か らみればどれくらい

の役割をもっているかは疑わしい。私たちが見てまわった限りでは， リ

ーダーなどの機構も整備されていない。室や設備が系統つ‘ けて設けられ

ている例は少ない。利用においても，学校の学年単位での訪問が多いよ

うである。個人で: 来るものはながめているだけのも のが多い。も とより ，

乙のようなセンタ ーの拡大整備も大事である。しかし，青少年側か ら見

れば，彼らの使える施設の状況が，地域の中でどのような段階にあり ，

彼らの生活のどの程度を受持てるかの状況をながめておきたい。

筆者らは，兵庫県の94市町について施設現状調査を行ーなった。 ζ のう

ち規模や立地条件の異なる 6 市町について行政担当者 ・リーダーなどに

ついて間取り ，訪問調査をさせてもらい，施設平面・設備・使われ方などに

ついて調査した。これらの結果の一部を表わしたのが図 5- 13である。

神戸市の場合 : 専用施設は他市IC くらべ種類 ・2 ともに多い。人口か

らみればそれでもわずかである。専用施設と しては青少年センタ ー 1，

児童館 3. 児童文化会館 1. ユースセンタ ー2 である。青少年センタ ー

( 図一11) と児童 館 ( 図一12) の違いは，前者が鍵っ子専用部分，相談

部分，ピアノなどをもっている以外は基本的にかわらない。両者の利用

者数は平均 150人/ 臼( 段高3∞人弱) で，個人利用では小学生屑が大半

を占める( センタ ー : 6 - 7割，館 ' 幼児 2 割 ・小学 7割) 。クソレープ

不IJffl はジ ュニア ー リーダー会 ・P T A ・婦人会等々であり ，センタ ーは

とれに趣味なとの分だけ多くなる 。主催事業は，前者が青年以上向を含

み，後者は児童生徒向( 人形劇など) にな ってい る。誘致圏は小学校区

以下とみられ，来館者数の平休日差は少ない。 施設については ，間取り ，

遊戯 ・集会 fC伎われる多目的室の大きさ ・設備が活動内容に合わないな

どがある。とく IC内部の備品は少なし乙れから整えられよう。以上 2

磁の施設に対して，児童文化会館 ・ユースセ ンタ ーは全市対象のセンタ

ーとしての性格を もっていたっ児童文化会館は，子供図筈室( 平均 1 日

l∞ 人弱の来館) を併設している他は ホールと小会議室をもつだけで，

映画会 57 回/年 ( 利用は徒歩圏内が大部分となる) ・音楽会 ・読書会な

どの行事の他は貸ホ ーJ レlζ 伎われている。自分で創った船を浮かす会な

どの子どもが自分で行ない作る活動はすべて館外で催されており ，辺営

団のセンタ ーの役割をはたしている( 港を描く会参加 3. 5∞人など合計

• 

• 

• 
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館の他活動の内容や市の住宅都市的性格からいって，公民館 ・学校の兼

用だけでは ユースサ ービス にとっ て限界があろう。 それ らに付属でも専

用スペ ースをと る乙となどが必要 となろう。

筆者らはさらに高砂市・加西市・八千代町へと 踏査を進めたが，いず

れも公民館分館 (集会室と簡単な調理室) と小学校にユー スサ ービ スは

頼っている。子供会などはどく 少数を除いて行事化しており ，逆lζ ボー

イスカ ウト などが活発であ ったりする。 しか し3 市とも中小企業に勤め

る勤労青少年を もっており ，彼 らが夜間など に姫路 ・明石 ・神戸にさそ

い合せて自動車で出かける乙とも多いという。

結局全体としてみれば，青少年専用施設は要求に対して少なすぎる と

みられる 。他目的施設に付属して専用部分がとられているかというと乙

れもほとんどない。それでは兼用が考えられるが，乙れに関しては ，施

設の機能からいって無理であろう。青少年活動からは施設内の設備ひ と

つをとっても独自の要求がある し， しかも自分たちの場所としての感覚

があり ， 気軽に誕生続的 lζ 使用していくと とが大事とみられるからであ

る。乙の婆求1ζ 対して公民館分館の現状は貧しすぎるし ，小学校などで

は管理上 ・空間のっくり方などで問題なのであ る。施設は分館的により

日常生活の中で- 使われている乙とが多く ，身近な施設の提供はユ ースサ

ービ スにとって効果が大きいといえよう。従来つくられつつあるセンタ

ー的なものは施設内容において，提供できる活動内容において，より高

次なものとして魅力あるものとして計画されていかれるべきであろう。

専用施設の平面計画については，そ乙で行なわれる青少年の生活要求lζ

合っていない乙とが多いというととは銘記されねばならないであろう。

• 

• 

結局のと ζ ろ，どの市においても政府や審議会で となえられているよ

うなユ ースサー ビスの目標を達成するだけでも ，現在，施設の実施はよ

ほど計画的に効率よく行なわれねばならない乙 とがわかっていただけた

と思う 。さら に本論の前半からわかっていただけたように，ユースサ ー

ビスの内容や青少年の要求が今後大きく変ろう としている乙とが十分霊祭

知できる現在，施設計画においてより高度な技術が必要であるし ，施設

の地域計画についても体系的に考えて いかれるべきである。そして各施

設の設計はより思考密度の設さが要求されている といえよう。乙れらの

計画条件は各市 ・各地域で異なったものであり ，それぞれにうまい解答

がなされねばならない

徐々に しか，施設の整備 ・リーダーの確保が進んでいない現在，以上

のように考えた方がユ ースサ ービ スや青少年の生活に とって効果は大き

いといえよう。そ ζ で筆者ら は青少年の生活を追求 しているのである。

( 68 ・4 ・10)

めとま4. 

八千代町施設分

布と公民館分館

7 回/ 年) 。担当者は神戸市の条件( 都市形態 ・人口なと) なら整備さ

れた センタ ー施設が 3 カ所はあってよいだろうという。六甲ユースセン

ター ( 専任 6 ・互季奉仕 17・8人，図- 8) は，宿泊野外活動のための施

設で， メイ ン ・キャビン ・テン卜の各群施設からなる l カ所 ( 130 人収

容) と青年の家( 広間 ・厨房 ・宿泊室60人) の l カ所からなり ，各種屋

外スポ ーツ( 広場) ・ハイ キンク コー スな どの野外活動ができるようにな

っている。利用は目的をもってくるクーループを受入れ，施設はコンサル

タン トと食事などのサ ービスを行なう。利用数は季節的に変動( 最高月

7. 455 人から最低 1月の94人) がはげしいが， 年間40年27，780人 ・41年

25. 445 人である。 7 ・8 月は市内の小中学校利用だけでt いっぱいに な

×  

¥ 

ｾ＠ :x 

八千伐公民館ゆ鎗

I厨 Ih l 和到 - j

I  I  5
J  

川 : ール|

E  

使所

図一13

ひまわ b

- 学 級

審 第

一 一

集 図

会 番

=. 室

青少年センター ( 神戸)

館 ( 神戸)重

<:t口。l

T第百

ー云巴、 l女

蓄す

撃室 V

Eコ

卓 球 室

(  1台〉

児

図- 11

図- 12

重喜考文献

1. 英国における継続教育の展開( その 1) . 駒岡純一 . fn岡和房，九大教育学郁紀要第 7 m

1960.  

2. 向上( その 2) . 諸問和民，九大教育学館紀要第 8 m 1962.7.  

3  向上( その 3 ) . 諮問和房，九大教育学部紀要第 9 m1963.9 

4  都市の青少年対策，桑畑男吉，都市問題研究 165号. 1964. 9 

5. T he  Y out h Serv ice in  E ng l and and Wales.  Mi ni str y  of  E ducat ion.  

H.  M.  S.  O.  .1960.2.  

6. C hil dr en  in  Br i tai n.  Cent ral  Of f ice of  I nf or mat i on  Ref erence  Pam-

phlet 34. H .M. SO. . 1965.4  

7.  B ui ldi ng B uJl eti n  20.  Y out h Serv ice Bui ldi ngs.  Mi ni st ry of  E ducat ion.  

l! 渇1. 9. 

8.  B uildi ng Bul l eti n  22. Y outh  Cl ub.  Mi ni st ry of  Educ ati on. 1963.8.  

9. Y out h Cent r e.  Ar .  J our nal.  1966.2.2.  

10  世界の教育 9 . 世界の社会教育，平塚益徳他13名，共立出版以. 1959.12.  

11. 背少年の余畷活動のための施設に関する世論闘査，内閣総理大臣官房広報室. 1966.4. 

12. 背少年白書. 1961- 64 ・1966- 67年版，背少年問題審議会及び総理府青少年局編

13.  j ! ，' 少年関係施疫の地減分布と利用状況の続況， 多胡進 ・額田勝弘 ・荒木弘，建築学会近

畿支郎研究報告集. 1968.5.  

( たどすすむ . 大阪市立大学工学部情師 ・工博，さかたかっひろ 回同大学院生)

り，乙とわる学校数の方が多いという。屋内体育施設の充実が季節変動

をなくし ，施設の魅力を増すという。他の利用は大学の合宿やリ ーダー

研修 ・勤労青ー少年クループ ・修学旅行など多彩である。

姫路市の場合 : 旧部落集会所 ・役場などを町公民館分館( 広間 ・調理

室) に変更したものが 3∞ヵ所あるが，青少年施設としては児童文化 セ

ンタ ー ・勤労青少年ホ ーム ・青年の家( ユー スホステル) だけである。

いずれも市街地周辺の回国部 [ζ 設けられている。児童文化セン ター (専

任 5 . 図- 9) は 6 - 18才を対象とし ， 1 日平均30- 50人が訪れる。そ

の 8 劉が小学生で， 9 寄lが徒歩圏内であるという。利用の中心は，学

校 ・広報を通して知らす主催事業( 音楽 ・作品展示 ・映画会 ・各種講座

ー工作など) であり ，他の少しは近くの児童が講座のやり残しゃ互の宿

題完成などでやってくる。土 ・日 ・休畷中は多く ，平日は少ない。全体

としてはセンタ ーが分館的になったとみられる。乙乙でも平面計画にお

ける欠点( 工作室 lζ 収納 ・個人作業部分が とれない。画一的に室が分割

されているだけ等々 5 点〉が指摘された。勤労青少年ホ ーム( 専任 3 ，

図一10) はスナックパーをもっ娯楽室( ロビー) ・集会室等々からなる。

夜 9 時まで開かれており ，25才までの中小企業労働者を対象とするが，

リーダーの問題や差別するとかえって来なくなる乙とから弾力的にして

いる という。利用者の大部分は25才以下である。利用者の圏域は往復 1

時間以内が 7 i!fI Jである( 筆録 1. 5∞人，利用者数平日 5 ・60人，休日 150

人以上) 。開館後 2 年半を経て活動は安定しだし ，写真ク ラブ ・音楽バン

ドなど計17グループがリ ーダーを中心として自主的K 動きだ している。

しか しそれら活動内容からは ，施設設計のまずさ( 暗室がない，スポ ー

ツ室がせまい，演奏は l 階で収納は 3 階等々 ) が目立つ といわれた。 以

上 2 施設とも公民館よりも リーダーがいてくれると ともあ ってよく使わ

れているが，利用者側からみれば分館的性格が強い。 施設内容 と立地iζ

関 して配慮が足りなか ったといえよ う。

西宮市の場合 ・専用施設は教育キャン プ場 ・海の家位で，戦後 lζ 設置

された公民館が市全域lζ 分布している。青少年団体数が多い乙と や公民
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一一科学の発達と教育改革の必要一一

今日の急激な科学の発達は，国家も社会も ，個人の生活も ，

すべて変革させて い く。特に国家の発達は ，科学力の充実な し

では望むべくもな い。科学の進歩は，当然教育界にも影響 して

くる 。今までの教育量では，足りなくなってきた。国民により

多くの知識を授ける よう にせねばならなくなってきたの であ

る。

1957年の ソビエ 卜連邦のスプー トニ ク打ち上げは，アメリカ

にとっ ては大へんなシ ョッ クであった。それまで国際社会にお

ける第 1 位の地位を誇っ ていたアメ リカは， ソ速に科学の力 で

追い抜かれた乙とを認めざるを得なくなった。アメ リカでは ，

それを教育の充実に よ って挑戦する ζ とにしたのである。

スプー トニク 打ち上げの翌年，1958年に ，アメ リカは「国家

防衛教育法」を成立 させた 。 との防衛教育法の審議に当った下

院文教 ・労働委員会は ，その報告書のなかで， 乙の法案の目 的

を次のよ うに述べて いる。

「アメリ カは，多くの分野において，重大な挑戦を相次いで

受け ている。との挑戦一一科学，工業，政治，軍事力，国際関

係における ーー は，全体主義勢力からのものである。 乙の挑戦

は，わが国の青- 少年の才能を可能なかぎり十分伸ばす ζ とを要

求 して いる。したが って，アメ リカの教育は，現代において重

大な責任を背負 うものである。」

乙のよう な目的 を もって，アメリカ 合衆国連邦政府は， 乙れ

までにな い莫大な経費を，国民の教育のために支出 したのであ

る。

現在，世界各国はど との国でも教育改革に乗り出 してい る。

「教育爆発の時代」 とい われている 。それは，先進国であろ う

と，開発途上の国ぐにであろ うと ，いずれの国でも共通 してい

る。 そ して世界各国の教育改革は，科学の発達 lζ 伴ない教育量

の膨大な増加に対処 した学校制度，教育内容，そ して教育方法

の改善が，その基本 となっ ている 。つ まり教育量の増大を義務

教育年限を延長させ る乙と によって処理しよ うとい う乙とと ，

もう一つは，能率的，合理的な教育方法で，教育内容を充実さ

せようとすると との二つが考えられ， 実行されているのであ

る。

膨大な教育畳を要求する科学の発達は，それ自身が教育の方

法を変革させてきている。いままでの黒板と チョ ークによって

教えていた授業は，テレビ ジョンによって教え，映画，スライ

ドによって教え，遂には ，科学の粋を集めた電子計算機 によ っ

て指導するとい う段階まで到着 してきているのであ る。 特 lζ ア

メリ カにおいては ， 乙のよ うな教材 ・教具の改革は目ざま しい

ものがある。電子計算機による学習は， 日本ではま だ香川大学

付属中学校で初歩の実験が行なわれている程度であ るが，アメ

リカでは連邦政府が本腰を入れて， その開発に乗り出 してい

る。そして，スタンフォ ー ド大学， イ リノイ大学， ピッツ パー

グ大学などが，付近の小学校を実験校 として，その研究に成果

をあげてい る。最近のニュ ースによると，ニュ ーヨー クで も，

正規の授業 として電子計算機による国語 ・数学の授業を取り入

れたと 報道されている。

乙のよ うな，教材 ・教具の変革 とともに ，指導方法も一昔前

lζ 比べると変らざるを得ない。能率的な教え方は ，決 して今ま

での授業のよ うに，黒板の前に立 った先生が，40人から 50人の

生徒にー勢 lζ 教える という方法では満足されるもの ではない。

もちろん， との よう な集団による学習も必要ではあるが， さら

に学級編成をかえ て，時には小 グル ープによる ディスカ ッショ

ンも必要であろ うし ， 2 - 3人のグル ープでの学習も必要であ

ろう 。 またひ とりひ とりが個別に学習する方法も有効であろ

う。 さらに逆に ， 100 人 ぐらいの大集団による ティ ームティ ー

チン グの方法も発達 してき ている。

アメリ カでは， 乙のよ うな学習方法は ，すでに実験段階を終

え，全米 lと広まりつつある。

一 一壁のない学校の登場一一

乙のよ うな教育方法は，従来の教室のように ，50人か ら40人
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h  

時、
主

の四角な机 と椅子があり ，教壇と黒板，それにチョ ークとい う

小道具では，不便きわまりないものになってきたのである。そ

乙で， もっと勝力性のある学校建築が考えられてきて，登場し

たのが，アメリカの西部や中部 lζ 数多く見られる「壁のない学

校」なのである。

カリフォルニア州 ，サンノ ゼにあるエデンベ ール小学校も ，

「壁のない学校」である。 ζ の学校は 4 つの円型の校舎が集ま

ってできている。中心は図書室で，そのまわりに三つの教室群

がある。図書室は ，どの教室からも廊下を通らずにきて，勉強

するこ とができる。ひとりひとりの能力や個性に合った教育を

するには ，教科書ばかりではなく ，いろいろな本を読んで勉強

すべきだという考えに基づいているためである。図書室のまわ

りの円型校舎には， ひとつひ とつの教室に仕切る壁は全くな

し、。

一つを 6 つの教室にわ けで使う乙 ともできるし ，いくつもの

クラスを一緒にして ，ティ ーム ティーチングの方法を とるζ と

もできる。つまり ， 1 月のうちに ，必要に応じて，いろいろな

大きさのグル ープに組かえができる というわけだ。

乙のような墜のない学校の場合，隣りのグル ープの騒音のた

め， うるさくて勉強ができないのではないかという心配があ

る。事実， 日本の学校では ，I燐りのクラスが休憩時聞に入れば

廊下を走る音や ，I!持りの教室の 呼び声などで，先生の話も聞き

とれなくなる場合がほとんどである。しかし ， とのエデンベ ー

j レ・スク ーノレでは ，そんなととはない。もちろん教室の広さが

広く ，防音装置もきちんとしているのであるが，その秘密は床

にじゅうたんを敷いてあるからだといえよう。アメリカでは ，

一般家庭でもじゅうたんをひいてあるのが普通であるから ，学

校にじゅうたんを敷く乙とは ，何もぜいたくではない。カリフ

オルニア州では ，小中学校の75労はじゅうたんがしかれである

とのととだった。

エデンベ ール ・スクーノレでt は， とのイ也に冷暖房装置もついて

いるという ，至れりつくせりの設計であるが， これでも壁をな

くした ため，建築費は普通の学校よ りも ， 2  - 3  ｾぢ安くつくと
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壁のない教室で映画による学習( エデンベール ・スクール〉

エ デ ン ベ ー ル 小 学 校

のととである。

同じカリフォ j レニア州にある ， キャロ J レ・マー ドック ・スク

ールも壁のない学校である。乙の学校は ，エデンベ ール ・スク

ールの円型とはちがって， 6 角形を基調として作られている。

形は 6 角形であるが， 考え方は円型と全く閉じで， 1人から

100人までのクソレ ープが自由に学習できるようになっている。

ティ ーム ・ティ ーチングや，学年の枠を取り払って教育する ，

いわゆる無学年制などの新しい教育方法をとり入れるために ，

建物そのものも新しい考え方で作られていくわけである。キャ

ロノレ ・マー ドック ・スク ーノレでt は， 1年から 3 年までをー絡に

して，無学年制の学級を作り ，生徒の年令にはとらわれないで

能力に応じた指導をしている。また， 4 年から 6 年までは ，テ

ィーム ・ティ ーチングで， 82人のクラスを 2 人の先生が共同し

て担任している。能力のある子どもはどんどん伸ばし ，おくれ

たものは追いつかせるために ，必要に応じて，いろいろなグル

ープを作って指導している。そのために ， 乙のような新しい型

の校舎が必要なのである。乙 ζ の校長は ，

150人入れる教室の 10ある学校を作ってくれーーなどという

学校の注文は ，現在の教育者 lζ は許されない。学校は教育の場
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六角形を基調としたキャロル ・マー ドッデ ・ス クール キャロル ・マードック ・スクールの社会科の個別学習

( 向う側の壁IC 日本の地図がはら れている)

キャロル・マード ック小学校

である以上，教育 目的に合ったものでなく てはならない」 と語

っていた。

キャロ/ レ ・マード ック ・スク ーノレの机や椅子も ，よく工夫さ

れている。非常に軽くできていて，どんな小 さい子どもでもや

すやすと運ぶ乙とができる。また，机の形は 台形である。台形

は，縦列にならべて， 先生の講義を聞くばかりではな く，まる

く阻んでグル ープ学習をするのに便利である 。 ( 写真参照) ー

すしたアイデアが学習の効果をあ げるのに大へん役立っている

と思う。

一一 教 育 と 建 築 の 専 門 家 の 協 力 一 一

乙のような ，壁のない新しい学校は，決し て個々に建てられ

ているのではない。アメリカでは ，学校の建築や施設をよりよ

いものにするため ，1958年， フォ ー ド財団の援助で，教育施設

研究所が設立されて， 乙の研究所が，教育改革の一翼をになっ

ているのである 。1958年といえば，先に述べた とおり ，ソ ビエ

トがスプー トニクを打ち上げた翌年であり ，アメ リカで， i 国

家教育防衛法」が成立した年なのである 。科学教育の拡充が叫

ばれたその ときに ，よりよい学校建築をより安く ，そ してより

早く建てる研究を進めるために ， 乙の教育施設研究所が設立 さ

れたのである 。研究所の本部は， ニューヨー クのマデ ィソ ン ・

アベ ニューにあるが，各地に支部が設けられている。カ リフ ォ

ノレニア州ノマ ロアJ レトにあるスタンフォ ード 大学教育学部には，

その西部支部があって， 研究をしている。音響学， 冷暖房装

置，色彩，電気系統，構造，それに建築の専門家が，教育学部

[ζ 籍をおいて， 教育の専門家と協同で研究を進めている乙と

は， 日本では未だ見るととができない乙とである。学校が教育

の場である以上，教育の環境をどのよ うにするかは ，教育者に

とっ て大いに関心のあるととろである。 ζ のよ うな教育の要求

を建築家の知恵に よっ て実現するのが，乙の研究所だといえよ

つ。

学校は民家とちがって，何校も一度に注文するというと とは

あり得ない 。し たがって安く建てることは，なかなかで きなか

った。そのため学校建築はあまり進歩 しなかったのが実情であ

る。しか し教育施設研究所では ，学校建築に必要な鉄骨や木材

を規格化して，大量に注文する乙とに成功した。乙の研究所の

協力によって建てられている学校は ，形は円型であろうと ， 6  

角形であろうと ，そ 乙』ζ 使われている材料は，同じ規格になっ

ている。乙のよ うに原材料を10校とか20校 とか大置に発注する

乙とによって， コストを下げるととができるのである。大量生

産を可能に したとと ，そして墜をなくした ζ とによっ て， 節約

した費用は ， 冷暖房装置やじゅ うたんに廻されているのであ

る。

日本の場合，教育は教育者のみにまかせている傾向がある。

教育者自身が，他の専門家を敬遠し ，他の専門家も教育の場に

関与する乙とを嫌う傾向がある。乙のセクショナリズムが，ど

れだ け教育改革をおくらせているかわからない。人づくり ，国

づくりの基盤となる教育の重要性はいうまでもない。 乙れから

は，国民全体が協力して，次代をになう子どもたちの教育に力

を集めねばなるまい。

( わたなべ かず : NH K学校放送部1111部長)
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随想、: 教育と施設

観 想 の 場 大

. L>-

居 郎

現今の都市，特 lと都心部は，もはや教育の場を容れられなく

なった。いやむしろ ，排撃しつつあるといえよう。騒音 ・悪ガ

ス ・商業競争の不協和音ががなり立てる ，錯雑と汚濁の中で，

どうして人間教育ができょうか。電車もパスも大勢の学生生徒

で超満員の有様によく出逢う。いづれもヒッピ 一族よろしく ，

虚勢のお シャレはまだ苦笑ですまされても ，凡そ不作法と喧騒

には情けなくなると とがある。公共社会を支える良識の根を彼

らは修練されているのであろうか。青春の生態，その情熱の発

散はよくわかるが，それだから乙そ ，彼らの成育に正しい民主

社会の人間教育を加えてゆかねばならないと思われる。現時，

悩める都会の環境では，それが逆行するばかりのようだ。

教育の場は ，まず自然の静寂と悠久に包まれてありたい。市

街地から遠くなるのもよい。通学者は都心を避けてゆきたい。

次には人間の相互交流による人格的環境が大切。専門でも教養

の課程でも ， 乙の繋がりがなければ教育は成り立たない。

施設と しては ，智の内容それ自身に注入して， 自ら考える場

が燥し出さ れ るような環境を保ちたい。観想の場である。教育

とは知識をうのみ して，記憶の倉庫につめ込む乙とではない。

頭 と心をもって， 自ら観想する体験を醸成し ，I但しゃくして身

につける乙とである。乙のような環境づくりは ，建築の物理的

機能一辺では至難だが，装設のあり方によって可能となるであ

ろう。建築教室の一例をあげると ， ドイ ツの某大学で見たのだ

が，広々した廊下の ，その寂びた壁面に歴史的名建築の大きい

写真や実測図が，大らかに展示され，一隅の ニッ チには古典の

石膏像が控えている。二，三の学生がその前に ，何かの考えに

ふけっ て， たむろしていた。デザインの惣を練っているのであ

ろうか。自ら観想をうながす雰囲気lζ 満ちていた。

教育の場は ，かくありたいもの と思う。
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大学教育について 上 野 伊 三 郎

戦後制定された新制大学の制度は旧制に比し専門学課の時間

を短縮し ，一般教養の時間を増大して人間としての視野を拡げ

させた乙とは ，旧制の欠点を補って意義ある乙とと認められる

が，そのために 4 年制大学の 2 年聞は一般教義，残り 2 年閣の

みが専門学課に残されるに過ぎず， ヨー ロッパの大学の 4 - 5

年を専門学課に費すのに較べて卒業生の実力に大きな聞きを生

ずる結果をきたしている。独壊では ，一般教養は高等学校で十

分な教育を施し ，卒業試験は厳格で大学入学の資格試験でもあ

る。

大学での学習は短期速成の場合には詰込み主義となるが，十

分な時間を持つ場合には演習を多く して一歩一歩理解しつつ前

進する乙とができる。建築デザインにおいてはスケッチから建

物や室内の家具配置から周囲の造園まで模型を作製する。

大学教授の待遇も厚く ，退職後も給料の 100 96の年金を支給

され，物価変動に応じてスライドされているから ，老後の心配

もない。日本では低給のため ，大学教授がア J レバイト lζ 走り廻

ったり ，裏口入学で数千万円を稼いだというので，問題を起乙

したりしているのとは大追いである。

戦前の日本の大学はもっとよかったと思うが，現制度に変っ

た原因は外国の愚民政策のためとか，帝大と高師の学関対立の

結果 とかいろいろ説もあるが，営利的私立大学の濫立と学歴偏

重の国民感情が加わって， 日本の大学の質を低下させているの

は困った乙とで， r大衆教育」としての「大学」の外に ヨー ロ

ッパ水準の大学をつくる乙とが急務と思われる。

• 

t  

-.  

• 

.'  

• 



• 

-.  

• 

• 

• 

融通のきく計画を 浅 野 清

大学というととろは ，予算までお手盛りにできるような結構

なととろはまずあるまいが，予算範囲内では ，かなり自治的な

運営にまかされていて，個人の主張も ， とくに自分の研究領域

の範囲内ではよく通るので，話しあいがうまくいけば，建設に

際しての設備計画も，各研究者の意志を無視して進められる乙

とは少ないと思われる。 しかしその反面， よほどはっきりし

た，いいまとめ役がいて，各個の要求が調整され，建築的にま

とめられないと ，勝手な要求が羅列されて，共通の利益がおか

されるような場合をしばしば見うける。

がんらい研究設備そのものが，理工科系ではとくに ，いった

んすえつけたら ，半永久的にそれが使用できるようなととはま

ずなく ，間もなく施設を更新していかなければならない乙とに

なるのが普通で，し かも ，それがどのように変っていくか ，誰

にも予想がつかないというのが実情だと思われる。そうすれ

ば，現在の実情にぴったり合ったものをつくっておいても，た

ちまち融通がきかなくなって，研究室はスラム化してしまう。

はじめに将来を考えて，うんとゆとりをとって計画されるよう

であれば，それもある程度救われるであろうが，学校に対して

そのような見通しをしてくれると乙ろは稀で， どとでも予算を

削る乙とを手柄のように考えている事務当局者がいて， そのよ

うな遠大な計画は無視されている。したがって，融通のきかな

い，神経質にいきとどいた，個性的な計画は ，反って自縄自縛

のもとで， 大 局 を捉えた， 将来の変更も楽にできる計画の方

が，実 情 lζ 則していくのではないかと ，考えるのである。

随想: 教育と施設

体験的大学施設論 伊 藤

ごJ.，.

' ロ
彦

如何なるめぐりあわせか大学の建設を担当するようになって

約 3 年，大学の施設を設計しようとすれば大学教育および研究

体制，都市立地にお ける大学の役割，ひいては財政基盤の問題

… 等，悩みは果てなしといったと乙ろです。そういうマクロ

な問題は一時目をつむるとして，学会建設のみにしぼっても ，

一般の建築家が体験しないような問題点をかかえて青息吐息と

いった状態で， 乙の誌上をかりてお智恵拝借とお願いしたい。

ある建築雑誌に大学建設における「建築家不在論J を畜かれ

た先生がおられたが，小生はそれに「施主不在論」をつけ加え

たい。施主も建築家も不夜で大学のような成長と変化を伴う施

設を建設できるかという乙とですが，それだけ建設のプロセス

が明らかにされ難い事情をかかえていると乙ろが多いと推察で

きる。

大学の建設がうまくいかない原因として，

(1)  設計者と教授側との聞の設計シス テム が大学の自治機構と

かみあわない。

(2)  設計者に大学の本質を理解する人が少なく逃避的になる。

(3)  教授側 lζ 施主としての意図をまとめる適切な人が得られな

し、。

等が考えられる。特に大学運営の担い手で も研究責任者でもな

い建築家が教育研究方針 lζ 立脚した建設プ ラン作成にたずさ わ

るのは筋違いであり ，せいぜい無性格でできるだけ将来の変化

lζ 対応できる研究空間の工学的追求ができればそれで良しとせ

ざるを得ない。建築家としての技術的判断力と研究者としての

学術判断力 lζ 大学運営の理念をかねそなえたス ーパーマ ンが期

待され， i 建築家および施主不在論」の飛びだすのもとの辺に

原因があるようである。

小生の乏しい体験論をもってすれば，大学という教育と研究

に限られたかのように見える社会も ，案 外，再開発を求められ

つつも苦悩している都市の実態と似た面をもっている という 説

を結びといたします。
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随想: 教育と施設

都市と工業高等学校 益 尾 辰 雄

今月号は ，教育と施設の問題を取りあげる乙とになっている

が，内部の施設を考える前 lζ ，激変する都市の中にあって，学

校は ，どのような所に在るのが適当であるか という問題があ

る。

それには，学校 ・生徒の通学の便からと ，その学校の設置目

的から ，それにふさわし い場所にあるかどうかという両方面か

ら考えて見る必要がある。

結論からいって大学は ，いわゆる教育環境のよい所に 造るべ

きであり ，義務教育である小 ・中学校は ，住居に密着 して いる

から ，一定の住民のある所には必ず学校を造る必要がある。 高

等学校は ，その中聞に位 し， その性格によっていろいろな形態

のものができて然るべきである。

今工業高等学校だけに絞って考えて見ると ，その設置場所 lζ

は次の三要素が必要であると思う。

1. 学校として当然教育環境がよい所である乙と。

2. 生徒の通学区域が普通高等学校に比べると ，かなり広い区

域に亘っているから ，通学の使のよい所である 乙と。

3.  工業の実社会からの常に適当な刺激を与えられる必要があ

るから ，それにふさわしい所である乙と。

その内ど乙 lζ 重点をおくかによっていろいろな学校ができて

くると思うし ，逆 lζ ，今ある場所によっておのづからその学校

の性格に宿命的なものが出てくると思う。

結果において都市の中の下町風の所 lζ 造られている場合が多

いが，そのために ，次のような問題がおきている。

1. 交通事故対策と校内の駐車場の問題 ( 自転車，オー トパイ

を含む)

2.  周囲からの騒音による学校の機能の麻簿の問題。

3.  地盤沈下の影響による校内の諸施設の障害。

4.  校地の狭酷からくるいろいろな問題一一い乙いの場所不足

第二運動場や第二校舎の取り方なと、。
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高校教育の多様化 乾 亮

私 lζ 与えられた課題は特 lζ 「多様化問題など」というととで

ある。 乙の問題については積極的な反対意見などがあっ ても ，

現実には遂次進行 しているの が事実である 。

と乙ろで，最近大阪府立の工高に新設 された珍 らしい学科名

lζ 電気工事科 ・被服産業科 ( 紳士服製作技術者の養成〉 ・機械

製図科 ・機械工作科などがあり ，さらに衛生看護高校 ・食品産

業高校 という学校もある。また他府県では普通高校に理数料が

設けられる というとともあって，一般には今までになかった思

いもよら ない学科を次々に設置していくのが多様化であるかの

ように思われている ようである が，事実は左様に簡単なもので

はないようである 。

かつて「期待される 人間像」が発表される と，いろいろな意

見が紙上をにぎわし ， r期待されざる人間像」という皮 肉った

言葉も現われたと とはすでにど承知の とおりであるが，実は乙

れが，昭和41年10月 lζ 中央教育審議会から文部大臣に答申した

「後期中等教育の拡充整備について」の別記( 付録) であり ，

乙の答申の本文中 lζ 「… … 教育内容の多様化を図る」とある と

とに端を発するのが多様化問題のようである。当時乙の答申を

報じた文部広報の第一面には四段抜きで 「すべて の青少年 lと教

育の機会を」と 打出しているのは ，その内容を簡明 lζ 表現して

いるようであり ，高等学校と 各種の職業訓練機関や各種学校 と

の連繋 ・短期高校の実現など も近い将来の課題である。

工高建築教育の多様化問題については，中江斉氏( 静岡県立

清水工高校長〉提案の学科名を列挙する と次のようになる。た

だし同氏の提案に関す る賛否両論は当然の ととな がら存在する

し，乙れ以外の意見のある乙とも事実である。

建築科 ・建築設計科 ・建築施工科 ・建築構造科( 構造設計

科〉 ・建築技術科 ・建築設備科 ・建築製図科。短期高校として

は， 建築工作科 ・建築施工科。その他建設機械科 ・空気調和

科。

• 

• 
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ニュータウンの小学校のこと

富 安 秀 雄

ニュー タウン [ζ 作られる住宅は ，主 lζ 中層 アパー トで，そ乙

[ζ 住ま うのは，家賃や広さの 関係から ，年令の若い夫婦である

場合が多い。それまでの狭い所から ， どうやらまともな暮しに

なって，人々は早速子供をつくりだす。それが一斉に行な われ

るので，数年後には，小学校の生徒が急増する。乙の ζ とは，

わが国でも戦後アパー ト団地が建設され始め ると経験され，ま

た理論的に も考えら れていた。 しかし一体どの位増えると見る

のか，いろいろの要素が関係していて，統計的には数字を求め

る乙とはできても ，個々の場合について，必要な精度でそれを

予測するととは，案外困難である。小団地の場合には，小学生

数の 中で団地のそれが占める割合も少ないので，やりくり がつ

くときもあ るが，大団地の中の小学校で= は ， 100  ｾぢが影響を受

けるので，小学生数の経年変化推定は重要な問題になる。千里

ニュー タウンでも ， 6 - 7 年前 lζ 作 られた住区の小学校で，今

年の新入生が急増し ，今まで 1 学年 2 - 4 級であったのに ，新

一年生は ，どζ も 6 - 7 級になるとと ， しかし増築が間に合う

ので今年は問題なく全員を収容できる乙と ， 乙うした問題につ

いて，市大 lζ 研究してもらう乙とになった等の ζ とが，新聞に

報道された。

乙れは， 確かに研究が必要であるが，一方乙うした急増の反

面，急激の現象も当然考えられるので，今の小学校のような，

本格的建て方に ついても 研究が必要であろう。 これについて想

い出すのは ，ニュ ータウン建設の経験の深いイ ギリス で，プレ

ファブの 教室を準備 して， とうした増減の調整をしていると

と，またスエ ーデンでは，人口 が定常状態になる十数年間を仮

建 築 の 校 舎 ( といっても別 に粗末ではなく ，容易に改造，撤去

のできる構造のもの〉で過し ，その後本建築にする例があった

ζ とで， 乙ういう 面での対策の研究も ，人口 構造の変化の研究

と同様に重要で-あり，また，ニ ュータウンの建設速度や，ニュ

ータウン 内の住戸の建て方等の研究も行なわれねばならない。

随想、: 教育と施設

義務教育施設は公共施設である

大 久 保 昌

公的施策による宅開事業の規模は年々増大し ているが，反面

「地価上昇」と宅間 関連の生活基盤への先行投資の必要による

「地方財政の圧迫」 が，事業進捗を頑強に阻んでいる。予算内

での土地取得という乙とで宅開地区はますます遠隔の地へ移

り，結果とし て，生活基盤への投資比率が大きくなり ，反面遠

くへ行くほど地元公共団体の財政規模は弱体化するというちぐ

はぐな事情に遭遇する。人口圧をうけた地方団体は ，ほって お

けばスプロ ーJ レでめちゃくちゃになり ，計画開発を受容れれば

財政圧迫に首を絞められ，踏んだり蹴っ たりである。それも乙

れも大都市のせいだと，う らみ言を並べ立てても ，当の大都市

は知らぬ顔の半兵衛をき め ζ むか，罪を国土構造にお っかぶせ

て国が責任をとるべきだと主張し ，国は国で施策の混乱の中で

低迷を続ける。英国の都市拡張方式 (Expanded T own 方式)

にみるどとく，人口移出団体 (Ex port i ng Aut hor i  ty)  と人

口受入団体 (Receivi ng Aut hor i t y)  が手に手をとってと い

う具合には ，なかな かゆきそ うにな い。 i 地価抑制」や「土地

制度の改革」はおいそれと期待できないが，i 地方財政の圧迫」

の方は何か打つ手がありそうである。公共事業の全額立替施

行，償還期限の延長，利子補給，地方財政規模と必要先行投資

額K 比例した補助金の給付等々 ・-… 。

さて，乙 乙で，地元負担の中で最大項目である教育施設用地

! とついて，そのものずばりの只方式を 提案しよ う。い ま人 口

6，200 人の住区 2 つのセットを単位とするク ラスターを考える

と，そ の人 口は12，400人で，人口密度を 100- 200人/ha とする

と，その面積は 124- 62ha となり ，必要となる 小 ・中学校用地

は，児童生徒発生率を人口当り 1396，6. 596とし ， 1 クラス 45人

とすれば18クラスの小学校 2 校 ，中学校 1 校でそれぞれ3. 6ha，

2.4ha  ( 文部省規準の約80%) 合計 6haとなる。 とれの地区面

積 lζ 対する比率はほぼ 5- 1096である。とれは公園緑地の計画

数値の範囲であり ，事業主体で負担に 耐えない面積ではないし，

負担ができないのは ，むしろ教育施設が公共施設でな いという

理由による。義務教育施設を公益施設など といわずに ，公共施

設にすればよいのである( 乙れは恒久的改変〉。また単位Iζ 満

たない小開発は 1 人当り 5 rrf の用地費相当金額の酷出 を事業主

体 {ζ 義務づける乙と とする ( 乙れは一時的手段) 。
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経済的なブレストレストコンクリー卜建築

わが国でプレストレストコンクリ ー ト技術が建築 !r 応用されてか ら久

しいが，当初，その方面の技術者が予期したほどに普及発展していないの

は筆者は従来から少 しでも安い P C建築を実現しよ うと考えいく つかの

試みを行なってきた。そのなかで成功したと考えられるものに P C合成

梁がある。

1. P C 合成架の設計

P C梁を用いるのは主として長スパンである。建築でも安心して用い

得 る梁聞は，場合によって異るが，12 m程度までで・あ る。これ以上の長

スパ ンlとなる と，コ ンクリ ー トの乾燥収縮，クリ ープなどを考えると S

R C造 とし なければな らない。たとえば数多くあるケ ースとして金融機

関の支庖を考えてみると ，営業室は多くの場合大スパンになる が，階数

は数階程度であり ， 1階だけの場合も多い。 S R Cにするために本来 S

R Cの必要のない柱，桁行梁まで，鉄骨建方その他の必要性から S R C

化 しなければならない。梁も柱も S R C化すると鉄骨の コンクリ ー ト被

りが相当大きく ，部材断面がかなり大きくなる。したがって建設費も高

くついている。簡単にいう とR Cの工費に鉄骨の入っ た分だけ高くな る

といえる。 しかも S R Clr しでも ，コ ンクリ ー トのクラックは完全に防

止する乙とは困難である。まして純鉄骨造にすると耐火被覆の費用 も必

要で，S R Cよりむしろ高 くなる 。 したがって鋒者の P C合成梁を用い

た場合より高いものにつく。

一般にラ ーメン内の梁では中央下端，端部上端lζ 引張応力が生じる 。

大スパンになると ，それぞれの応力も大きくなる。普通の建物では ，構

造体自 重に よる応力が一番大きい。 したがって図 1 のように自重による

応力だけを取り出して，乙れを単純梁 とし て支持し ，その後仕上荷重，

積載荷重，地震荷重を一体化 されたラ ーメン構造として作用させるのが

P C合成梁にとって経済的な方法である。

l = i r寸 Jマ 1r 寸「寸

E 定 苛置
池宮荷E
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図 1 P C合成架の荷重の支え方 ( 曲げモーメント 〉

図 1 の( 1 1 は普通の R Cのラ ーメン の場合である。 CJI ) は P C合成

梁の場合である。プレカスト P C部材を用いて ( JI ) のようにすると ，

M dl のうちプレストレス導入時に作用する自重は梁の自重だけであり ，

スラプなどの自 重は M d2 の方に含まれてくる。したがってプレカスト

P C梁は大きなものとなり ，P C鋼材も多: ! . u : 1 L 必要となり不経済となる。

スラブなどの自重が作用する ときには スラプ自身がプレカスト P C梁

と一体となって自分自身を支持しようとい うのが P C合成梁の基本的な

考えである。 P C合成梁はある方向一一ー ( 乙の場合梁中央の正曲げモ ー

メント) 一一ーの モー メント に対しては大きい抵抗力を示すが，反対方向

のモ ーメントに対しては弱い。したがって固定荷重の大部分を単純梁で
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受けて残りの荷重 と地震力による応力を一体化さ れたラ ーメン ILて受け

る。乙の方法だと， 大きな地震力によるモ ーメントが梁端部! L 作用しで

も，長期荷重による 応力が小さいので，R Cとし て もむしろ断面設計が

容易である。 また R C造の柱iζ も長期荷重時の大きな曲げモー メン トが

作 用 せ ず ( M d2のみ生 じる ) ，ほとんど地震力のみで設計すれば良く ，

柱断面も小さくできる。

• 

-.  

司昏

図 2 P C合成集の種類 ( 斜線部はプレカス トP C部〉

P C合成梁の種類は図 2 fζ 示すどときものがある。 a! ま土木方面でよ

く使われている床版のみ R Cで梁は P Cである。 ζ れは必ずしも経済的

で・ない。利点としては P C梁を利用して床版用の型枠を支えると下から

の支保工は要らない。しかし合成梁 としての合成効率が悪く経済性から

は不利である。それに反して， b と c の型式はきわめて経済的である。

特に b が秀れて経済的である 。 b の適用スパンは 12m- 14m程度， c の

場合は 18m- 20 m程度である。 P C鋼材は P C鍋棒が好適であり ，スパ

ンが大きい場合には P C銅線，P Cス トランドも適している。

圧縮応力

十

圧縮応力

1( 111) 

• σ p  

引張応力

( 1)  
〕-I

 

[

 

図 3 P C採の中央断面の応力

梁は図 3 Iζ 示すように ( I ) Iζ 示す応力が荷重によって生じる。乙の

応力を打消して (lli) の応力となるようなプレストレスσ pを与えるのが

P Cの原理である。 (ll i) の応力は全断面圧縮応力であり ，R Cの欠点

であるひび割れの発生がない。しか し図 3 で，梁の上部 IL は荷重に よっ

て初めから圧縮カが作用 してい るのにもかかわらず，プレストレスを与

える ζ とにな り不経済である。必要なのは梁断函の下部のみである。 そ

乙で図 4のように下縁部のみをプレカスト材としプレストレスを与えて

おき ，その後に現場打コンクリ ー トと一体化する。 図 4の斜線部がプレ

カス トP C部である。 図 2 の a とc は下縁lζ 近づくほど大きくなるプレ

スト レスを与えておく 方が有利であるが，図 2 のb は一様なプ レストレ

スを与える方がむしろ施工が容易でかえって経済的である。乙の場合，

者の経験では プレカ スト部f L l OOkg/cnl 程度のプレストレスを与えてお

けば十分のようである。

• 



庄縮応力 圧縮応力

σ， 

+  

"3  七
引張応力 三宮応力 圧縮応力

( 1  )  ( 11) (111) 

図 4 P C合成梁の応力• 

.. 

R C部( 現場打ち部) は特に高強度の コンクリ ー トを必要とせず，コ

ンクリ ー トの強度，スランプ，鉄筋も通常の R Cのもので十分である。

乙の面からも経済的になり ，施工も容易である。 図 2の c の場合プレカ

スト部の梁成を直交する小梁 ( R C) の成を合成梁の全成から差引いた

残りとすると良い。 図 2 のb の場合，図 4 の応力図から分るように，プ

レカスト P C部のすぐ上の R C部に生じる引張応力のσ 2をあまり大きく

してはいけないが，コ ンクリ ー トの許容引張応力度以下にする必要は無

い。 乙のσ 2の値が最大になるのは梁中央であり梁端部IC近づくにつれて

小さくなり ，せん断力が最大の と乙ろで最ノj 、になる。 したがっ て斜張力

が問題になると乙ろでは，全く普通の R C と同じ検討を加えれば足りる。

長期応力のうち仕上と積載荷重による応力はラ ーメンとして，構造体

自重による応力は単純梁として抵抗させるために，次の手順で施工する

ものとして各段階で安全性を検討する。

a  プレカスト 部のコンクリ ート を打ちプレストレスを与える。現場で

も工場で も施工可能である。

b  プレカスト 部を所定の場所に鋸付ける。

c  現場打ち コンクリ ート 部の鉄筋を組み，型枠を組み コンク リー トを

打つ。乙のと き，梁端部と柱とは鉄筋のみ出しておき ，コンクリ ー

トを打たずに おく。

d  コンクリ ー トの硬化後支保工を徹去する 。乙の ときに はプレカスト

部 と現場打ち部は一体化 し合成梁となって作用 し，梁端Ir 回転が生

じる。

e  先程，縁を切っておいた，梁端と柱の間IC後打ちコンクリ ー トを打

ちラ ーメンを完成させ る。乙の状態で仕上，積載，地震荷重を受け

るので，それらの応力IC対しては R C ラーメンとして検討する。

咽伊

2. P  C 合成渠の施工

• 
P C梁に はプレ カスト 材を組み立てる組立工法と現場打ちの一体式工

法の二つの方法がある。 P C合成梁工法はちょ うど両者の中間の工法で

ある。プレカスト材 も組立工法に比して断面が小さく ，図 2，b の場合

は特IL小さくてすみ，型枠 も簡単である。プレストレ ス導入後所定の位

置に セット する( 写真 1. 2 ) 。プレカス ト部の重量は組立工法に比し，軽

いので運搬，建方のために，特に重機を必要としない。 写真 2 はスパン

"  

写真 1

19.5mのプレカスト部を 2

本子で吊り上げている状態

を示す。 図 2のh の場合，

スパン 14m程度でもプレカ

ス ト部の重量は 3t on 程度

であ る。プレカス ト部の長

さが長い場合，2- 3箇 IC

分割 して運搬と建方を行な

い，所定の位置で，縦に並

べてポストテンション ILて

緊張すれば応力導入と共Ir

部材の一体化 も同時Ir 行な

える。 ζ のように梁を短く

切断すれば，長尺用のトレ

写真 2

ーラーなどによる運搬の必

要が無くなる。

P C合成契のプレカスト部と現場打ち R C部との接合面が果たして完

全 IL一体となるかと、うか，滑るのではないかといった疑問がある。実験

の結果 時， 3 では全く心配無いといえる。プレカスト部上面1 C 5 mm位

の凹凸を設け通常の R Cの肋筋程度て・十分一体になっている 。

プレカスト部両端面と現場打ち R C部との一体化は弱く， せん断力 Ir

対 して十分の補強をすべきである。筆者は写真 1 ， 2 のように柱の プラ

ケット に載せるのが一番良いと考えている。 図 5 のa のように地震力が

小さい場合には柱lζ 少しのせる程度でも良い。地震力が大きい場合には

図 6のようにすべきである。

。 鉄筋定着長が大きい 場合)

図 5 P C合成梁の埠部 ( 地震力の小さい場合〉

+
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図 6 ( a )  P C 合成梁の端部 ( 地震力が大きい場合)

図 6 ，a の場合は P C鋼俸をカップラ ーにて延長して 2 次緊張にて柱

Ir プレカス ト部を圧着接合する 。 b の場合はプレカスト部と柱のブラケ

ットに それぞれ鉄板を壊め，それぞれの主筋( 短期荷重時用の普通鉄筋〉
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ｾ Ｎ＠ ，幸町周 E王援を 介 し て 刀 を '云遣する方，圭

f主

図 6 ( b )  P C 合成梁の 端 部 ( 地震力が大きい場合)

を鉄板』ζ 溶接しておき ，梁を所定の位置にセットし ，鉄板相互を熔接し

て一体化を計る。 図 Bのような端部の施工は不利なので，建築計画時に

耐震壁を適当に設けて， P C合成梁を含むラ ーメンに大きな地震カが作

用しない ようにすると経済的になる。

スパンが 1 2 m- 1 4 m程度であれば後打ち R C部残さずに一度に現場打

一切圃 -

ー

写真 3 プレカスト部を一体に鋳込む場合

写真 4 プレカスト部を一体に鋳込む相合

ちするととも可能であり，決して不経済でな 表 1 P  C 合 成 祭 の 経 済 性

十分なせん断補強が必要である。梁端での梁巾の拡大も乙の点、で効果が

ある (写真 4)

乙の鋳込み型 P C合成梁の場合でも 図 6， a のように P C鋼棒をカッ

プラ ーにて延長して柱の外面lζ て 2 次緊張し，現場打ち部lζ もプレスト

レスを入れるとラ ーメンとしても完全である 。 2 次緊張による 2 次モ ー

メントも僅かで問題にならない。

3. P  C 合成架の経済性

ζ とで紹介した P C合成梁は従来土木方面で使われていた合成桁を経

済性の点か ら，合成効果を高くするように改良しでものである。そのた

めに ，従来の R C技術の延長で施工できる容易さを狙って設計した。結

果からいうとスパン 18m位まで S R C より経済的である。

表 1 の結果からスパン 1 2 m- 19. 5mの範囲でd 当り1 . 3∞円 - 3. 1∞円

の P C工貨になっている。 ζ れ! とは材工は勿論 P C専業者の経費. P C  

工事用仮設費まで含まれている。今乙れを S R C造iζ 置きかえてみると

鉄筋は別にしてどの程度の鉄骨置になるか考えてみる。鉄骨の材工費の

合計を概算のために簡単K 考えて，t on 当り 12 万円とすると 11kg/ m' -

26kg/ m' の鉄骨量となる。 桁行梁と柱の鉄骨を考慮すると ， P C合成梁

と閉じ梁成で，上の鋼材料で大梁を設計する乙とは難しい。

また工期の点から みても ，鉄骨加工期間と建方期間が場合によっては

不経済にな るζ とがある。また綜合建設業者の側からすると ， 乙の程度

の P C はきわめて簡単に施工でき ，ジャッキなどの若干の機械があれば

直営で施工でき，専門業者lζ 発注するより経質の函でも一段と経済的に

なる。

さらに将来はプレカスト部の規格化を行なえば，スパン，ラ ーメン 間

隔，荷重，梁成を決めれば，規格タイプの中から適当なものを選び，直

ちに現場K搬入する乙と も可能であ ろう。

以上， ｾ 在者の経験した実積からとの ｐｃ 合成梁工法の経済性を述べ

た。将来は全部材がプ レカスト化 されるだろうが，現状では ，現場で型

枠を組み コンク リー トを打つ方が安い。乙の過渡期の P Cの応用例のー

っとして成功したものと考え紹介した。

3:(1 r p c 建策発展のた めに」坂静雄 プレストレストコンデリ ー ト 昭和43年 l 月号

"， 2  r某倉庫 Ic t l ¥用した P C構造について」高間十治，必井克俊，本郷智之 プ レストレス

トコンクリ ー ト 昭和40年 10月 号

3:， 3  r pc 合成はりの実験的研究J 富田幸次郎他 4 名 建築学会前文報告集 昭和42年度大

会 号

( まついかっとし: 日建設計工務総式会社 名古屋事君事所梅造郎)

い。むしろ施工としては簡単になる 。建物に

テーパーがついていて， ラーメン毎にスパン

が少しずつ変るような場合，同じプレカス ト

部材を用いて，スパンの変化分は後打ち部で

逃げる方法もある。 ζ の場合にはプレカスト

部が柱から少しはずれる場合もあるが，後打

ち部を残さずに，プレカス ト部をちょうど鋳

込むかのように最初から一体化する方が良

い 。 ( 写真 3. 4，図 7)  

(11  I  (21 I  (31 | ω (51  61 | 問 181 I (91  I E四|

構 造 P C郎 P C銀 P C架 P  C  d  り郁面積 P C円節P/ 面Cd積工当1

建 物 名 延 床 面 積 床 面 積 ス パ ン 史 成 当 P C量 り 費| 竣 工 年 建 設 地 備 考

規 袋 af l nf l m m / 01 昭和 図 2
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乙の場合柱からプレカスト部までの部分が 1---;-丘二L 巴与い山 二 討 与 片 目;一日u 峠 巴|ート1 • 
5  I  T 銀行N支庖 ｒｃＺ［Ｚｾ＠

I  

1，ω  461 I  12.8 I  1. 0  I  0.022 川 0 42 愛知県 b  

6  H 銀 行T 支庖 R C + 2  723 I  4切 14.0 

I  
1. 0  I  0. 035 乙 叩 42 E瓦1111 ;

R Cであり ，せん断力に対して弱いプレカス

ト端面との接合部でもあるので， 鉄筋による
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大久保石見守(佐渡金銀山奉行) ( その2 )
郎

乙流し，石選，吹大工，輪差し等である。大買石業者の中には，百余人

をかかえていた者もあるし，同業者は，慶長の頃に は，六百軒もあった

とあるから ，大客の数は四，五千人位はあったろう。

慶長の頃のゴーノレドラッシュは世人の目をそばだてた。 i 此月諸国の

金掘ども伊豆の金鉱をうがつべき由。京中』ζ 高札を立てられければ諸国

より其事をのぞみはせ下るもの雲霞の如し( 当代記) J 乙の伊豆とは，

比較にならぬ佐渡の般盛は思うベしである。

しかし佐渡金山の盛衰は甚しかった。鉱山の埋蔵品の変化と坑内の深

さが増し，湧7. l < . ! C 悩ませられるととが多くなったのが，主原因である。

採算! c 合わぬことや坑内の排水の困難は，誹水ポンプの未発達と共 lζ ，

奴隷的存在たる江戸無宿者の水替人足としての佐渡の送り込みとなった

のである。それは安永六年 ( 1777) で，長安の死亡した百六十八年後の

乙とで，時代劇の唐丸破りの話の種でもある。

話題も多いが唯一つ話 したい乙と がある。

端唄 「秋の夜は長いものとは，まんまるな，月見ぬ人の心かも ，更け

て待てども来ぬ人の，おとづるものは鐙ばかり( 数うる指も四つ五つ)

わしゃ照らされているわいな。」乙れは江戸無宿者の大工，大定が歌沢

の家元! c 書き送ったものと伝えられる。寝むられぬ夜を一人飯場を出て

孤島の月を見て浮んだ歌だろう。大方女出入か何かで間違いを起して流

入となった者であろうが，乙んな粋な大工。新内や常盤津の師匠の所へ

入りび子こるような大工の話など，寄席の話にさえ出なくなった今日 l比頃

だが，佐渡の島送りの人の中 IL:乙 んな職人も居たのである。

職人の中で育った長谷川如是閑氏が， I若いときから職人の話をする

とじきに泣き出すといって笑われたものだが」 と書出している「殺人か

たぎJ ( 日本さまざま同氏) の中で， I職人は良く遊芸の師匠に通って

何かしら稽古したものだが，その時には緋郷股引ではなく ，きちんとし

た身装で師匠の前にかし乙まって，端歌や清元などを習うのだった。踊

を習うものも少くなか った。そういう乙とも ，つまり職人生活の型を身

につけるためで，それが職人安慣を育てる一つの道でもある。J と普いて

いる。恐らく大定も初めはとのような修業を積んだ勘の良い職人でt あっ

たと思う。鐙の余韻のように，その後の彼が気 lζ なる話である。流入も

まじめに働くと ，平人になれたのであるつ

山師の代表的人物味方但馬。

以上のような人間関係の条件下で，優れた業積をあげた山師たちはい

ずれも相当な経営の才腕のある事業家であった。山師のかなりの部分の

人が，戦国から大阪冬互両陣等で浪人となった武士の出身であった ζ と

は領けるものがある。

その代表的人物といえる者が味方但馬である。但馬は慶長十八年第二

陣の山師として召抱えられた中の一人である。しかし実際はその以前慶

長 九年 Ｑ Ｈ，石見守 ｉ ｌＺ見出さ れて働いていた文献もある。 ｉｾ ｊ 間歩を始め

数十カ所の間歩，間歩繁昌せしにより石見守言上せしにや味方但馬原淡

路，西山丹波なという山師共御目見得をも被仰付しという J ( 年代記慶

長大洋の条) ( 註，原淡路，西山内被の名 lま秀吉時代から顕われている〉

また味方家由緒寄! c も ， 家康 IL : 謁し紋服の時服， 茶碗， 扇子を拝領

し，家康がよき味方なりとして，その姓を味方に代えしめ，以来味方但

馬家重 と称せしめられたとある。

味方氏は武門の出で，織田信長 IL : 仕えた村井長門守の後喬で但馬の父

村井善左衛門貞正は池田輝政 IL: 仕え，二千石の扶持を受けていたが，老
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次村宮

家康も関ケ原の戦後は積極的! c 鉱山の乗取りを策し秀吉の政策を踏襲

するとともに山令五十三ケ条の政令を出し関係者の保護育成を計ったの

で，わが鉱業界は乙乙! c 初めて制度的にも技術的にも社会的重要産業部

門と して認められ華々 しい脚光を浴びるに至ったのでミある。家康の乙の

政策の浪lζ 乗った成功第一人者が，石見守である。東照宮御実記附録巻

十八IL : 家康の人材登用の乙とが出ている。 I或は卒伍より登用せられて

方面の将帥を奉り しもあり ，或は賎吏よりあげられて経国の良佐となり

しものあり ，夫より下の一宮- 1 i l 誌にありて功効を顕はせし類はあげてか

ぞうるに暇あらず，又其心術正しからざれども才幹ありて用立つべきも

のも捨てさせたまわず，大賀弥四郎，大久保石見守長安 ζ ときも ，はじ

めよりよし ともおぼ しめさねども ，ただその租税財貨の事lζ 練達して経

済の用たつべしとの尊慮 IL:て・・・ ー云々」とある。云々のあとは後述する

ζ ととし ，鉱業振興のために鉱山に関する功労者IL : は思い切った表彰を

行なって奨励をしている。

石見国安原侍兵衛のごときは一例で，年々銀をニ，三千買上納した乙

とを石見守の報告で知った家康は，伝兵衛 IL : 謁見を賜ったので彼は「一

間図面の洲浜 IL銀性の石を蓬莱のかたちに積上け‘ 草lζ て引てささぐ。乙

とに御感ありて星雲謁の諸大名にも見せしめらる。衆人奇珍なりとて称、歎

せざるなし J ( 御用殿上日記) とし特! c 備中の名を賜っている。前文の

あとの方の諸候! c 見せたと乙ろが家康のずるさである。

乙のように家康の取った鉱業政策は類似した職種であるわが業界! c 大

きな影響を与えた事は申すまでもない。 山令五十三ケ条 (明治前日本鉱業

技術発逮史 . I 06- 110P IC全文がある〉の内容をなお詳しく紹介する と， I山師

金堀師を野武士と号すベし」とし ，苗字帯万，馬挟箱の使用を許して侍扱

としていると乙ろはよいが「人を殺し山内 IL : 駆込とも留置子細を改め」

「筋が明自に侯はば留置相働かせJI 一山は一国たる可し他の指揮に及ば

ず」と自治を許し，相手が小者でtは手の届かぬようにしている。勘ぐれ

ば，まず鉱山 IL逃げ込めば，たいていの者は助か ったろう。また時代物

的で面白いのは「山師金掘師の内敵討たき者有之其内にて見当候はば遂

吟味明白相顕候上山内を除き判紙の内 IL於て山師金堀師山共差添勝負可

為致事，但加勢一人は差許可申鼠負を以て片落なる事堅く停止のとと。」

ある。見つかったら最後である。乙の二三の例を少し前の業界の飯と

場，今でも時々新聞穏になる暴力団の飯場を考えると何か思い当る節が

あろう。中井大和守の謎の内 IL : 述べたが，ベリガンの与太者組織の制度

化は，乙の「一国たる可し」の布令 IL便乗して強化され幕府の御都合主

義を使にしたし ，暴力団の保護にもなったのである。そして遂にまたそ

のために手を焼くに至る封建支配を体制の泣きど乙ろである。

本論の鉱山の労働組織の話 IL: 戻そう

「かな乙」の下で直接労働する者は，大工，穿子( 雑役手伝) であり ，

この階胞に属する者には，他 lζ 山留，樋引 ，7 . l < . 替などがあった。大工と

は佐渡では坑夫の ζ とで，普通の大工は番匠，家大工と呼ばれていた。

大工! c は業閑期 IL農漁村から「かけ穿大工」と呼ばれる季節労働者があ

り，穿子には人入の請負人があり ，労働市場ができ ，利害が又鱈較する 。孤

島である故に，暴力行為の組織の活用が仕易すかった乙とが佐渡 IL: なに

か暗いこの種の話題の多かった理由であろう。幕府は元和五年人身売買

の禁令を出しているが佐渡では広範な人身売買はあとを絶たなかった。

以上の採鉱関係の労働力の他，精鉱精鋭i関係のいわゆる買石業者の下

，、タキ

部の労働者の数も莫大なものがあった。すなわち，石f口，磨飴板取，ね

• 

.  ， 

• 

• 

(  



年に及んで播州三方IC隠返し，三方と 姓を改めた。

但馬は福島正則 IC仕え，関ケ原の戦功により ，五百石を与えられた武

男の士でもあった。その後主家を去り ，佐渡 lζ 渡り ，五十七カ所の間歩

を稼ぎ，多田銀山，南部銀山等にも業績を残している。彼は利のみを追

う並の山師ではなかったらしく ，農業治7. l <1C力を尽し，島内各地IC回畠

を開き ，相坂町の如きは，彼が本土から招致した家大工の町であっ たと

伝え る如き，福利厚生の乙とにも心を配る行届いた人柄であった

彼は江戸や京にも屋敷を持ち，寺院等への寄進など数多く伝えられて

いる。実業家として大成をした人であった。元和九年六十一才で放 し，

自ら寄進した京都の妙覚寺iζ ねむっている。

但馬のような，建設業界にあっても成功したろうと思われる山師の人

達が活躍 して慶長の黄金時代が築かれたのである。彼等の多くが武士の

出身者である乙と は業界史としても特に関心を深め研究を進めて見る価

値があると思う。

徳川の藩幕政治が，彼等のその後の進路を閉じ， 産業界の有力化には

必ずプレ ーキがかかり ，明治維新まで発展は お預けの形となったのであ

る。その ζ とは後にまた触れる乙とにして，石見守の話IC戻ろう。

石見守と名古屋城

慶長十七年五月 lζ 家康が大工頭中井大和 {ζ 与えた墨付 「尾州那古野御

城御作事宣伝行衆の事の中 lζ 大久保石見，小掘遠江，村上三右衛門・… ー」

以下六名計九人の宣伝行が命ぜられている。石見守が宣伝行ICt軍用されたの

は，作事』ζ 要する黄金の調達を担当するためであったし ，その故に有名

な金の鋭ができたものとされている。大阪冬互両陣を伺えての突貫工事

lζ 家康の総力を挙げての自力計畳の試みでもあ る大事業であった。

しかし石見守はただそれのみの奉行とすると話が面白く ない。何か他

に目的があったので、はないだろうか。資料が無いのが残念である が，石

見守の金掘の経験と熟練した金掘の配下を持っていた乙とが利用 された

のではなかろうか。乱暴な推論ではあるが。

i獄図l時代末の金掘は北条，武田，徳川 ，織田，木下等の諸将に もぐら

部隊として攻城戦に数多く引出されて，地崩しゃ井戸の底抜きなど，数

々の功績を上げている乙とは ，文献に も珍ら しくない。その金堀部隊は

天下統一後 lζ 攻城戦が無くなった乙と ，型の石垣の堅固になった乙との

理由で，参戦の話が急、』ζ 無くなったとされている。

しかし難波戦記によると ，名古屋城築城の直後 i J . ! 室長十九年の大阪の

役に生野鉱山の坑夫が動員せられ地下道の開さ くJ IC従事せしめられて

いる乙とが記されている。生野鉱山では既に坑道掘が採用されていた。

石見，伊豆，佐渡の鉱山も石見守により ，坑道郷が採用され，他の鉱山でも

慶長年間の鉱山には坑道招の普及が特に自につくとされている。( 明治的

日本鉱業技術発逮史p ・123) 筆者にはこの乙とが気になるのである。( 位，大阪

域攻には甲州の金掘でなくては駄目だとする反対意見もあったという)

名古屋城のあとに当の家康軍f C 乙の ζ とがあったとすると ，名古屋城

の加藤清正初め諸候の石垣積 lζ 対する鉱山技術者坑道掘の名手達の攻城

の側にたっての意見は意義無しとは言い切れないものを感ずるのであ

る。火薬もすでにあったのである。

さてその他石見守は越後，信濃，美濃等各地の検地に回る等，縦横の
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検地の図 検地の結果を下のように記録する。ま乙とに心細いやり

方で問題が常 1<:: はらんでいたのも無理はない。

( 新日本史図録西岡虎之助氏より〉

活躍を している。乙のような思い切った活動ができたのは，人使いのう

まい家康が独特の慧眼に自信をもって使い乙なしていたから で，その後

の彼は家康の老治さを身をもって実証するような途を歩いている。

長安は各所の金銀山奉行の地位を利用し，また諸候の財政の基本とな

る領内の検地をなす立場を利用してその悶 lζ 不当な巨利を貧ったよう

で，その豪華Eな生活振りは人目を後すものがあった。当代記には「佐渡

国，石見国諸国金山年中に一度宛上下路次の行儀彩事や。召遣の上郎女

房七八十人，其次合二百五十人間道の間泊々の宿何れも代官所なければ

家々思様に作並たり … .J 等勝手な振舞いがあり ，奉行所の中まで棟梁

水田与左衛門 lζ 数寄屋を作らせ，女共の部屋まで作らせ. i 代官所へ参

り{ 長時は家来の外美女二十人猿楽三十人供 lζ 召連J ( 慶長年録〉という

政状であった。

彼は慶長十八年四月二十五日死残している o ( 六十九才) i 長安危篤

lζ のぞみ，金絡を作り遺骨五を納め甲州へ送り圏中の絡徒を集め葬儀筆麗

lζ 執行すべき旨遺言す。大御所間しめし御け しきよからず。其遺言用ゆ

べからずと命ぜらる。 J ( 慶長年録) 。そして家康は石見守近年代官所

の勘定を怠 っていたとし，金銀七十万両を初め資産すべてを没収し，遺

子等怒く訴えされるに至った。前掲の「… … 大久保石見長安がどときもは

じめよりよし ともおぼしめさねども ，ただその租税財貨の事 lζ 練達して

経済の用にたつ可 しと尊慮 lζ て」任用ありしかと・も後々威福を弄 し騎若

を極るに至りては忽に諒裁を加えられていささか姑息の念おはしまさざ

りしは是又笑明果敢の御所為と申 したてまつるべきにぞ。 J と，家康を

讃えている。( 東照宮御実紀，附録巻十八)

そして家康の人材の筆用に就いての識見や人使いの巧な乙とを細々と

述べている。敬服lζ 価するし，また命のある限り使って死すれば，たち

まちと の乙とあり ，その老治不純な校兎死して走狗烹らる式の功利主義

[ζ 徹する彼の人使いに，抵抗を感ずる人も少くないであろう。中根千枝

氏の指摘するように現在世界に類の少ないわが国独特のタテ社会の人間

関係に強い影響を残した大人物の一人であるだけに，直接間接lζ わが業

界におよぽした家康はもちろんだが，徳川幕府の御都合主義の主従の道

徳観IC就いてはタテの従属関係を集団作業の主軸とし，今後とも永く続

くと見られるわが業界としては，戦後の思想の変転と急速な合理化，近

代化iζ 対処するため，慎重に研究して見る必要がある。

かつて業界の一部IC世間の致短の的になったものが少くなかったのは

大昔のとの ζ とではない。そ の拠ってくると乙ろ，徳川時代の影響少し

としな いと信ずるものである。

さて石見守の死波と同時に，彼は最悪逆人に当る宮古刑』ζ 処せられた。

その原因については，謀叛説等浮説が世を娠したらしいが，多くは厳説

のようである。要は近世封建制度の強化されるに従って，経済力の強大

なものは武家政治の根本をなす「徒党は天下の御法度J IC抵触する動力

となる虞れが多分にあり ，乙のような疑をかけられた大名や豪商逮は，

忌樟なく打倒されたのである。生き残りのかつては敵で・あった戦国大名

速は申すまでもないし，堺の豪商納屋助左衛門はすでに秀吉の代IC. 延

宝年代 IC長崎の末次平蔵が，宝永には淀屋辰五郎というように次々と取

i.u: しに会っている。 土建業に関係した全国的というべき豪商では，終始

公共事業や文芸にも尽 し幕政の手伝をしていた角倉家が残った位であろ

う。わかりやすくいえば務幕政治下では，将軍や大名の御自に降らぬ程

度を限界K 活動を封じられていた商工業者であったので，気のきいた業

者などできそうなはずもなかったのである。物騒な寄せ集めの人で集団

作業をたてまえとする業界などは尚更である

鉱山関係者で石見守長安と同様な速命を辿った人は少くない。あ る程

度成算の見通しがつくと何かと欠点を拾い出されて処罰されている。現

在もわが国有数な亜鉛鉱山たる神岡鉱山を開発 した茂住宗貞や陵中白板

金山 ( 現在の小真木) を発見した北十左衛門の如き同様主家の手で一一

惨殺されている。業界でも有名な材木商で3背負工事も手掛けた紀国屋文

左衛門もその穫の男でおそ らく何か幕吏とのス キャンダJ レに暗々の内に

葬られたのであ ろう。 ( 以 下省略]

次号は「ろくろ史話j を送 ります。
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日 本 建 築 協 会

月間の動き
.  

口 昭和43年 3 月分 口

定 時 評 議 員 会

28 日 4 1時- 5 時20分 於 会 館 集会室

出 席 者 谷 口 ，星正副議長ほか20名

委任状 56名 計78名

理 事 東 畑 会 長 ほ か 5 名

議事(1)評議員会議長および副議長互選の件

(2)定款一部改正の件

(3) 名誉会長推挙の件

(4)名誉正会員推挙の件

(5)細見Ij 一部改正の件

(6)会長，副会長 ( 2 名〉理事 ( 13名〉補選

理事 ( 2 名〉選任の件

(7)役員重任承認の件

(8)昭和43年度収支予算承認の件

なお評議員会開会前会館建設借入金の内50万

円の償還拍せんを行なった( 本年償還金額 l∞

万円の内50万円を日本建築学会へ償還)

評議員惣談会 ( 技術部門)

15日 5 時半- 6時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 星 評議員ほか 7 名

評議員会副議長候補者並に会長，副会長 ( 2

名) 技術部門選出 5 理事補選理事 l 名の候補者

推せん IC関して懇談

理 事
. 6.  

=  

6 日 3 時半- 5 時20分 於会館集会宣言

出 席 者 東 畑 会 長 ほ か 5 理事

井手京都支部長

議事(1)昭和43年度収支予算案承認の件

(2)細則一部改正の件

(3) 事務局規程改正の件

(4)大阪府知事表彰候補者推せんの件

(5)創立51周年記念日の祝賀会開催の件

(6)役員，委員( 含創立50周年記念事業委員〕

の慰労懇親会開催の件

(7) 請負契約々 款頒価値上げの件

(8)参与重任承認の件

(9)入退会者承認の件

凶)報告事項

判事業報告

刷会計報告

| 建 築 デ ー タ シ ー ト 編 集 委 員 会 |

編集B グループ打合会

1  8  6 時- 9時 於 会 館 集会室

出 席 者 篠 崎 幹 事 ほか 3 委員

議 事 原 稿 調整作業

編集D グループ打合会

5 日 5 時半- 8時 半 於会館集会室

出席者 松村副委員長ほか 3 委員

議事(1)第 5 回 ( 7 月〉 発行シート ，掲載会社の

確保 と方法について

(2)内装工事に関す る原稿執筆項 目と割付の

体裁について

(31原稿執筆打合会について

編編B グループ打合会

5 日 6 時- 9時 於会館 3 階会議室

出 席 者 篠 崎 幹 事 ほ か 3 委員

議 事 原 稿 調整作業

編集E グループ打合会

6 日 正午- 2時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 宮 武 幹事ほか 2 委員

議 事 原 稿 調整作業

幹 事 会

7 日 5 1時半- 8 時半 於会館集会室

出 席 者 松 村 副 委員ほか 7 名

議事(1)第 l 回シ ー ト発行 lζ 伴う問題について

(2)合本ファイ J レの頒布について

(3)依頼会社の確保について

(4)各編集グノレ ーフ。の構成員について

(5)賛助会費 ( 掲載料) について

(6)出版工程について

(7)そのほか

原稿執筆打合会 ( 金属工事，建具工事)

12日 l  時半- 3時 於会館集会室

出席者 掲 載会社奥村重兵衛商庖ほか 7 社

委 員 会 木 村 博 委 員 ほ か 2 名

議事(1)掲載要綱，執筆要綱につ いて

(2)執筆項目と内容について

(3)原稿〆切について

編集B グループ校正打合会

13日 5 時半- 7 時 於会館 3 階会議室

出 席 者 篠 崎 幹 事 ほか l 名

議 事 原稿校正作業

編集D グループ打合会

14日 5 時半- 8時 於会館集会室

出 席 者 松 村 副委員長ほか 3 名

議事(1)内装工事に関する原稿執筆項目とレイア

ウト について

(2)そのほか

デザイン分科会打合会

14日 正午- 2時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 池 田幹事ほか 3名 データシ ー ト

ファイルメーカ ーより 1;名

議事(1)合体ファイ J レの製作について

(2)デザイン分科会の今後の作業について

原稿執筆打合会 ( 内装工事)

16日 l  時- 4 時 於 会 館 集 会 室

出席者 青山委員ほか 2 名 掲 載 会 社 関

係 八幡エコンスチ ーノレほか14社

議事(1)掲載要綱，執筆要綱について

(2)執筆項目と内容について

(31原稿〆切について

編集E グループ打合会

18日 l  時- 3 時 於会館集会室

出席 者 宮 武 幹 事 ほ か 1;名

議 事 原 稿 調 整 作 業

編集B グループ校正打合会

18 日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者 篠崎幹事ほか 1;名

議 事 原 稿 校正作業

編集E グループ原稿検討会

21 日 10時- 4 時 半 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 宮武幹事ほか l 名

議 事 原 稿 調 整 作 業

委 員 会

21 日 5 時半- 8時 於会館集会室

出席者 中原，松村正副委員長ほか 7名

議事(1)各編集グループの出版工程 lζ ついて

(2)デザイン 分科会

(3)総目次の項目 K ついて

(4蝿載会社の確保について

(5)各シ ート 発行の作業内容について

(6)出版工程について

(7)そのほか

編集E グループ原稿検討会

22日 10時- 6 時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 宮 武 幹 事 ほ か 1 ;名

議 事 原 稿 調 整 作 業

住 宅 委 員 会

住宅スライド小委員会

5 日 5 時半- 9 時半 於会館 3 階会議室

出席者 奥山主査ほか 6 名

議事(1)スライド制作に関する件

(2)来年度小委員 IC関する件

住宅資料蒐集小委員会

7 8  5 時半- 9 時 於 会 館 1階会議室

出席 者 大 橋主査ほか 3 名

殺事 資料の整理方法

委 員 会

12日 5 時半- 9時 半 於 会 館集会室

出席者 岡橋，黒谷，野々村正副委員長ほ

か13名

議ｾ￞Ｚ Ｈ Ｑ Ｉ 住 宅展に関する件

(2)住宅スライド作成の件

(3)住宅資料蒐集の件

(4 )次年度委員K 関する件

編 集 委 員 会

都市交通施設特集幹事会

7 日 5 時半- 9 時 半 於会館 3 階会議室

出席者 竹本特別幹事ほか 6 名，桝谷幹事

議事 7 月号 「都市交通施設」特集企画

(テ ーマと執筆者決定)

委 員 会

8 日 4 時- 6 時 半 於 会 館 集 会室

出 席 者 長 谷川委員長ほか? 名
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議事(1)4月号= 幼児施設特集経過報告

(2)5 月号= 教育施設特集経過報告

( 3) 6 月号= 医療施設特集経過報告

( 4) 7 月号= 都市交通施設特集企画( 幹事会

2認をもとに)

(5) 8 月号= 都市供給処理施設特集幹事会の

件

(6) 次期委員長，編集委員の件

(7) 関西都市住宅会議の件

(8) 編集助手退職の件

(9) 広告企画の部署の件

日似宇品作風の件

Ul ) 印刷所見積りの件

常任幹事会

8 日 6 時半- 7時半 於 会 館 集 会 室

出席者長谷川委員長，河野幹事

議事雑誌見積りについて

都市交通施設特集第 2回編集幹事会

21 日 5 時半- 9s寺 於 会 館 3 階会議室

出席者竹本特別幹事ほか 5 名

議事交通施設特集案の具体化企画( 第 2 回目)

出 版 委 員 会

委 員 会

19日 6 時- 8 時半が会館集会室

出席者石崎委員長ほか 9 委員

議事(1)42年度の出版事業経過

(2) 次年度委員会構成員と申送 り事項

事 業 委 員 会

各種説明会打合会

9 日 正午- 2時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 説 明 者 桑 原 三 郎 氏 ほ か 4 名

委員会近藤副委員長ほか 1 名

議事 「新しい合板型わく」説明会詳細打合せ

委 員 会

26 日 51時半- 7 時20分 於 会 館 集 会 主

出 席 者 政 問，矢野，山野正副委員長ほか

7 名

議事(1)5 月- 6月の事業企画につい一

(2) 次年度委員会への申送り事項について

(3) 次年度委員会委員について

(4) そのほか

教 育 委 員 会

委 員 会

14日 正午- 2時 於 会 館 集 会 室

出席者橋本委員長ほか 5 委員

議事(1) 地方都市での鉄骨構造設計講習会企画{ζ

ついて

(2)現場実務講習会企碩について

(3)次年度委員会の構成員について

(4) 次年度委員会への 申送り事項について

(5) そのほか

現場実務講習会講師打合会

27日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者 諮問 8 氏，辛木，小西教育冨11委員

長ほか l 委員
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議事講習会の企画全般について

( テキスト ，講義日程，時間割，科目 ，

講師そのほか〉

建 材 委 員 会

委 員 会

22日 3時- 7時 於会館集会室

出 席 者 堀 内 ，香取正副委員長ほか 8 名

創 立 記 念 日 の 集 い

記念講演と祝賀パーティ

30日 2 時- 4時於大阪商工会議所新館

出席者 ω名

名誉会長，名誉正会員，支部長および友好団

体，日刊建設新聞の代表をお招きして創立記念

日の集いを開催，毎日放送，時局解説委員富岡昭

シポレックス ，イトン ・へーベJ レ |  氏の「激動する世界と日本」について講演を伺っ

各メ ーカーより 5 名 |  た後パーティを開催した。なお，講演終了後とパ

議事 A L Cの検討 |  ーティ 終了後 2 固に分け新館の見浮を行なった

法 規 委 員 会 I  I  I 建 築 6団体会長昼食懇談会 |

委 員 会

27日 3 時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者佐野委員長ほか 9 名

議事(1)火災による死傷，事故防止に関する通達

(2)建築基準法改正問題そのほか

(3) 次年度委員について

見 学

. 6.  

"%1;  

• 
29日 正午- 2時於大阪ガスピノレ 8階

出席者 23名

会 員 名 簿 発 行 打 合 会
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国 延 弘 樹

岡 田 善 弘 : 悶 中 勝 美

岡 郁 三 郎 回中古宵高

岡 本 樽 之 高 木 保 久

奥 悶 恵 見 竹 内 線 佑

金 岡 正 一 竹 沢 克 彦

金光 章 i 竹島 保

鎌田 ー ' 詫原 和 夫

間 置孝 谷 淳 之 介

河 谷 賀高樹 ' 谷川 清

〔准会員 l 名) ( 氏名省略]

-.  

• 

山 悶 銭 ニ

山 本 明 夫

弓速 筆

横小路健一

吉 岡 忠 実

吉 沢 正 栄

吉国 武

吉村 弘

米 本 明

渡 辺 一 男
• 

大阪商工会議所ピル新築工事見学会

設計 日建設計工務株式会社

施 工 大 阪 商工会議所ピル新築工事共同企

業体

株 式 会 社 大 林 組

株 式 会 社 銭 高 組

株式会社竹中工務自

9 日 l 時半- 3 時

参加者 2∞名

( 大阪府建築士会，日本建築学会

近畿支部共催)

大阪厚生年金会館ピル新築工事見学会

設 計 株 式 会 社 久 米 建 築 事 務 所

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務底

28日 3 時- 4 時半

参加者 140名

( 大阪府建築士会，日本建築学会

近畿支部共催)

説 明
.6ー

コZ

実務に直結した建築工事別説明会

「新しい型わく工法説明会」

27日 l  時半- 5 時於大阪科学技術セン

ター

聴読者 135名

コンクリ ー 卜型わく用合板の日本農林規格

( 財) 日本合板検査会大阪検査所所長

八 木 俊 三 氏

コンクリ ー ト型わく用合板の特長

永大産業株式会社取締役研究所長良博

小 倉 武 夫 氏

合板型わく 工法と締付金物

岡部株式会社研究室 高橋 昌氏

合板型わく工法

株式会社鴻池組工事長芝居t 信彦氏
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• 建 築共同企 業 体

株式会社大林系E 株式会社主菱高組. 株式会社竹中工務底



近 彼工業株式会社

大阪市北区梅ヶ枝町 108 梅ヶ校肝I ビル T  E  L  (363 )  3371  

束京支庖 T  E  L (255 )  8271 名古屋支 l苫 T  E  L  (551  )2522 

株 式 会 社 鈴 木 シ ャ タ ア 商 会

大阪市北区ｾＡｴＱ肝 ｛ＳＳ T  E  L  (371)  4151  

北陸営業所 T E L 金沢 ( 21) 2287 



株式会社 大 丸 室 内 装 工 部 日本アルミニウム工業株式会社 株式会社 高 島 屋 装 飾 部

大阪市南区鰻 谷 i中之 町38 T  E  L  (252)  9641  大阪 1打点淀川区両日原町 3 ー 70 T E L  (394 )  1231  大阪市浪速 区元町 3 - 182 ( 日生雌波ビ J レ)

東京支J?i T E L (292 ) 2 2 11  T  E  L  (632 )  3  1  9  1  



電気設備共同企業体

住友電気工業株式会社 近畿工業株式会社 近畿電気ヱ茅妹夫合会土



空調設備共同企業体

大阪電気暖房株式会社
日本熱学工業株式会社 須賀工業株式会社



田熊汽繕製造株式会社

大阪市北灰 '::U;"irI
1

I  - 16 

T  E  L  (362)  5161 

福西鋳物株式会社

大阪 rlilllj 皮肉泊中'li 刷辿 6 - 8

f E L  Ｈ Ｕｾ Ｑ Ｉ＠ 1993 

大阪商工会議所ビル



ヲイ却すゆ

大阪商工会議所ビル
大 阪 セ メ ン ト 株 式 会 社

本社 大阪市北区立品浜通 l の57 T E L (361)ー1231

支 術 大 阪 東 京 名 古 原

工場 fJf 吹 . ｪＨ Ｚｪｾｬ 大阪横浜 ・ ､ｩ 川芝浦 ー 堺 下 ［ Ｑ｜



コL ージャスな

空聞をつくる内装材

.. ＧｉＪＮｾＧ｟＠

大 阪 商 工 会 議 所 新 ヒ ‘ ル の 国 際 会 議 場 に 、

ア ノ レ キ ャ ス ト が 内 装 材 と し て 誕 生 し ま し

た 。 鋳 造 に よ る あ た た か い テ ク ス チ ャ ー

が 壁 面 を う ず め 、 豪 華 な 室 内 を つ く り だ

し て い ま す 。 2 ヶ の 標 準 ピー ス の た く み

な 組 合 せ で 杭1成 さ れ た ア ル キ ャ ス ト 内 装

材 は 、 そ の 造 型 と 着色 の 向 由 さ が注 目 さ

れ 、 今 後 の 活躍 が 期 待 さ れ て い ま す 。

画勝欄留

. お 問 い 合 わ せ は一一一

久 保田 鉄 工 鋳 物 営 業 部

大 阪 市 浪 速 区 船 出 町 2

T E L  631 = 112 1  

咽・

-.  

.  快

， 

• 
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大 阪 商 工 会 練 所 施 工 ユニコン 35

た ゆ ま ぬ 研 究 ・ 磨 か れ た 技 術

信 頼 あ る く 日 米 製 品 〉

日米宮. ヲイヨ，. ，- = : . I 業株式会祖

本 社 / 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 江 戸 橋 3 - 7 T E L 東 京 ( 272) 2011 代 表

大 阪 営 撲 所/ 大 阪 市 天 王 寺 区 よ 本 町 9 - 9 5  関 西 ビ ニ ー J レ 会 館

T E L 大 阪 ( 772) 0815- 8  

工 場 / 本 社 工 場 ( 神 奈 川 県 中 津 工 喋 団 地) 東 京 ・広 島

営 業 所 / 大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・札 幌 ・仙 台

.匝 出 張 所/ 金 沢 ・ 横 浜 ・ 千 葉 ・ハ ワ イ ・沖 縄



建築設備業界のメーカーとして伝統技術 に定評ある

{ 諸官庁 ・公社指定)

全溶接ポイラ、圧力容器製造認可工場

株式会社 釘 安 鍛 工 所

嘗* 品目 ・特許ステンレスウェーブ型水槽・熱交換器

・ストレージタンク・圧力容器・各種油槽・水槽

・各種ステンレス製品・温水ボイラ・各種ヘッダー

本 社 工 場 八 尾 市 久 宝 寺 4 - 3  - 37 T  E  L (0729 )( 91 )  2345 - 9  

大阪営業所大阪市西区江戸堀 1 - 128 (江南ビル 4 階)

T  E  L  (  06)  (443)  2  0  5  1  - 5  • 

太 田 工 場 八 尾 市 太 田 1 - 1  8  9  T  E  L  (  0729)  ( 4 )  5  0  7  4  

= 床貼壁貼工事全般=

共同企業体

内装グループ

朝 日 商 事 株 式 会 社

大阪市北区神山町77 T E L (361)0826 ・(341)4504

典 世 商 事 株 式 会 社

大阪市西区靭 3 - 4  7  T  E  L  (  448 )  3  0  9  1  - 5  

合 名 会 社 利 倉 幸 商 唐

-.  

大阪市南区長堀橋筋2 ー20 T  E  L  (211 )  0571- 4  . .  

大 理 石 工 事 関 ヶ 原 石 材 株 式 会 社 ( 会長矢橋五郎)

セ ラ ス ト ン

大 理 石 工 事

本社工場妓阜県不破郡関ケ原町 T  E  L  .058404 - 104 

大阪出張所大阪甫都島区都島本通6- 41 TEL( 922) 7661 

株式会社 矢 橋 大 理 石 大 阪 支 唐

大阪市東区高麗橋2の9( 野村ビル) T  E  L  231 - 4257 

タ イ ル 工 事 株 式 会 社 平 田 タ イ ル

大阪市西区阿波座中通 1の5 T  E  L  532- 1234 

塗 装 工 事 竹 林 塗 装 工 業 株 式 会 社

大阪市北区茶屋町 7 8  

マーベロン工事 株 式 会 社
-=-
昌

大阪市西区京町掴 2 の 7 6

T  E  L  341 - 6431 

村 商 唐

T  E  L  443- 3541 

避 襲 器 具 上 田 消 防 建 設 株 式 会 社

大阪市都島区野田町 9 1  - 2  T  E  L  352- 0811 

照 明 器 具 大 光 電 機 株 式 会 社

大阪市東成区大成通 1 - 1  0  3  T  E  L  972- 4881 

司聖

• 



• 
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• 
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建 材の 頁

信用み{ ; 11 p{j ど伝統の

7X771LトZ車専 業 大J吉

誓言矢偏商由
大阪市北区真砂 町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 o 2  0  6  9  

内 装 資 材 専 門 庖

特 許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー I

|  ( 電動式並固定型各種) I  

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  
¥換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 ドIlr
I
di 'I:_i ll Ｑ メＺｾｴｌく狭通 Ｔ ー Ｑ ( 失千11 ビル )

，(C; 凶U 川町 村lfi 33)  0881- 3  

支 庖 大Wdi ，lじIベキii 牧 IIIf50( ，主ビル 51;骨 502 号室)

l{ (;1[1'， t L ，前大阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神) I  di ;"j :介|メー八 111
語通 1 - 5  ( '，tL，i，rj  @  2923)  

( カタログ進呈)

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区東今里四丁目 40番地

電 話 ( 981 )  0  6  1  6  - 0  6  1  8  

93 



創 業 暖 冷 房 ・換気 ・混 湿 度 空 気 調 和 設 計

大正二年病院諸設備・給排水衛生 ・水族館設備施工

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 庖 東 京 邸 千 代 田 区 丸 の 内 2 の 2 丸 ピ ル 6 7 6 号

電話 212(代 )3751

大 同 ピ ル 6 1  6 号

電話 443代 3361

札 幌 底 札幌市北十条西 1 8 丁目 3 6 番地 電話 61(代) 4371

名 古 屋 庖 名古屋市中区栄 3 の5 番 2 9 号 千 代 田 ピ ル 5 1  4 号

電話 261(代 ;0641

京初市南区西九条春日町 4 8 番地 電 話 681(代) 1781

社

空 調 設 備の 頁

嘆

大 阪 唐 大 阪 市 西 区 土 佐 期 通 l の 1

本 社

出 張 所

京 都 后

• 冷 暖 ]j ) y  6 S サ ァ シ

給排水 、街笠木道 Dt.. 環 境 衛 生B副党

'.'U 主l 1 =、荷 役 速 搬 機 械

l刃 房 " Tーーーす 化 学 鉱 山 機 械

==幽 T 盤 株 式 → - 1l J ' ; : : ;士・ r七

ー圃句曙. . . . . . 調宅 会 社 ノ 、 問 x . . ) ι J 口

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

取 締 役 支 底 1止 樋 口 勝 栄

大阪市東区北浜 2 丁 目 2 2  Iil' J也 電 J I i 大阪 ( 202) 代必3071

本 J苫 点 京 日比谷ー 三 r::l ピル

支底 ・出ヲ民戸斤 名占昼、同問、キM見、広島、仙台、

富山、金沢、静岡、耳石松

設 計 ・ 施 工

郡 朝 日 三 業 社

大阪 ，1) * 淀 川区11111斗田[ 357 '0(': 話 ( 302) 2271 - 9(代)

向 上

* 京高si 住区1 : 1，兵絵田T2 - 7 '，JL，;.5 ( 434 )  6171 ( 大代)

北海道 ・ 仙 台 ・ 名 古屋 広 J::j . 制 問

盟I[ 路 '&l居 間 航 浜 事l' ，; 

本 応

大阪 支社

点京本社

支 応

営 業 所

空 気 調 和 - 冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

《多

.. 

空 気 調和 ・ 衛 生 設 備

設 計施 工

。
晃 商 会

社 大 阪 市 北 区 1J 田 町 16 番 地 電 話( 364) 代 表7031
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A

Q

一

A
式ネ来

信
一
川

iffii ‘  
司，本中

本

社

大 阪 市 北 区 高 垣 11汀 1 6 番 地 ( 点 阪 急 ビ ル )

屯 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 l吉 東 京 ・名 山 Itt ・妹 鶴 ・広 向 ・)L'i'卜| ・神 戸

A

S

A

 

式

占E
ヲ

」

口{

 

株

原

業

来

エ

取 締 役 社 長

原菓6逮

資 材 倉 庫

奈良営業所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁 目 1 1  0 昏 地

電 話 大 阪 ( 472) 代 表 1 1 0 1 - 7

東 京 都 品 川 区 西 五 反 田 6丁 目 25番 11号 ( 初 島 ピ ル )

電 昔 舌 東 京 ( 491) 1746 ( 492) 0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 匝T 2  3 番 地

電 話 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・ 5 8  1  8  

， m ， ・ 千 業 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

工情

興

敏

ん

又事工

担

一

川電

社

庖

本

支

社

代 A 取締役 林

大 阪 市 北 区 制 i 笠岡r 5  0  ( 堂ピル 7 階)

Y立 ぷ 出'v 3  6  7  1  ( 代)

点 京 都 中 央 区 fJ 本僑箱崎町 3 r  fJ 2  1s:.l也

'I' l! ぷ 足1 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ f I I i兵 隊 ，!!/I ' 悩 山

夫

株 式 会 社

ヰ土本

営 業 所
庖支

群出号長所

出 張 所

4  

電 気 工 事 設 計 施 工

副長富士電業株式会社
社

A

Q

一

A

寝 室 気 ・ 暖 冷 房 ・空 間 工 事 設 計 施 工

電 機 株 式

取締役社長 嘉 納 伝

宝&  

}主
1

 

1

 

1

 

1

 

1

 

1

 

取締役社長大 阪 市 北 区 紛 笠 町 五 O ( 堂 ピ Jレ三階)

電 話 ( 364) 1  4  7  1  ( 代)

東 京書官 中 央 区 明 石 町 6 - 2  3  ( 辻孝ピル)

電 話 ( 542) 5  6  4  '  1  

名 古 屋 市 北 区 城 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 ・耳障市 ・高 槻 市 ・姫 路

干上本

支
大 阪 di ｉｉｾ＠ I孟 北 堀 江 J: 通 1 r  11 6  5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7'  7148- 9  

東 京 ・名 占 lせ ・jぶ 品 . ｨＧ ，ｾ問

社本社

日業所

営 業 所

市神出張 所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気

電 気工 事 ・富十 装 工事 ・ 設 計 施 工

A

Q

一

A

山 本 永 造

阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 養 地

電 話 大 阪 ( 364) 代 3 0  5  6  

東京占s港区新橋 5 - 3 4 - 6 相馬ピル 5 階

屯 Jli 東京 (434) 3848 ， (431) 似 35

大阪市 ・札帆 ・名 古 原 刊 日 di ・松山 ・徳山

商

取締役社長

社 大

見L 京 支 I，'i

本

社

大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 町 5 6 番 地

屯 謡 大 阪 大代表 ( 312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 - 四 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・京者s ・竿 浄 ・線 岡 ・水! ゐ ・福岡

〈
云気 工 業 株 式

今 村 騰

一電

取締役社長

中 央

社本

司'

所張出

支 庖

営 業 所
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

Board &Slate 

奉 仕 感 謝 の 庖 |  

フ タ ノ て 黒 木 反

建 築 物 、 船 舶 等 造 作 工 事

家 具 、 建 具 、 寄 木 、 室 内 装 飾 工 事

内外装飾織物 ・窓接ト、 l版物、壁紙類一式

二葉屋装備工業 株式会社

各 種 行":li¥

ガラス製品卸問屋 ι J # )

j原八橋セ卜 モノ百貨庖をご利用下さい 。、. /

顎 吉 明 芳 雄 商 底 口

所

号

Ji) j- ]，七 Ａりｾｉ 徐上 松平藤佐根

奈 良 山 南 械 戸 市 j ゴ問J 2  8  ｾＨｌ，［Ｎｲ ￎ＠ ( 22)  4098 

奈 良 di 登大路二苦手 lli T ( 仰物館前) 屯 E活 ( 22) 4098 

本 ｾｾｉｓ 山 知 県 宿 も rl1 宿 色 町 2 6  3  9  

⑪52Y1PF8久住居

タ イ ル 工 事 施 工

取締役社長 若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

屯 話 ・大阪 ( 371) 3321- 3・3630

防

タイル新発売

設計施工

特許申請中・完全滑止タイル

庖

予

の

滅

( カタログ進呈)

議t

員凡

ｾ又蟻

セ卜モノのデ比一卜

白

サ ン エ ス

s s s  

ボ

式

作

TE--
園
田

'V 

Standard 

( 創業大正 7 年)

平

特

酸

⑨ 

耐

陶器、

本公

本社営業所 ・大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電話(702)代7814- 6  

特約代理底 ・東 京 ・名 古 屋 ・金 沢 ・ 広 島 今 治 ・福 岡

瓦

ル
イ

っ
比

タ
ム

'勾，

か

大

大

瓦

ル
J

q

 

用

タ

屋

姉

奇

変

数

眼

寺

時

社

内

ト弓 1 ・ヒュームヤき

ベン手ＱＮＭ ＭＹ ー・ミンオｾＭＩＮレ

株 式 会 社

主 宰 商 曾

大 阪 市 北 区 与 力 町一 ノ ーO

m話 大 阪 ( 358) 4  0  3  1  

ナニワ媛匂 ｾＲｩｩ
3 寸緩旬最適軽量7]' 止什( 空葺) 瓦

. 内 念 志 向 ゴ ー レ ッ ク ス 防 水

・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

. 樹 脂 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

. 樹 指 蛭 石 ヱ パ テ ック ス 吹 付

盲

穴

T E L ⑩ 9055 ( 代表)

月有

大 阪 di 京 区 山 腿 杭ーニ丁 11 九 野 村 ビ ル JI 一階

"正，iti 大 阪 ( 231  )  4  2  5  7  - 8 番

大 阪 支 庖

商

青写真とマイク口フィルム

写

JI( Im，!i ｾＡ山 ｒ 今 ｾｕｴ￀ 仏池 ｒｉ 町 ｲ 9 町 9

大 阪 市 北 区 慢 心 ffir I  T  fI 2  8  

名 古 屋 市 守 山 区 大 字 小 幡 山 脇27

点以ｲＮｬ ｓ 渋谷ｾ 1: 即、 1 丁 目 29町 4

，j( 1m { 白 木 山 城 ー 刈 p

製図・トレース ・複写 写 真

石

止
防落剃

琵

入

臥

韓

・右

側
一

F

K

討

Y

R

 

-

嗣

ナ

こ

っ

瓦

株

式

会

社

大

阪

市

浪

述

M

E

冗

町

一

丁

目

選

一

電

話

削

ろ

歪

外

王ml大

大阪市北区堂島北町16

内

市G-矢

本 社

大 阪 営 機 所

名 古 屋 営 雄 所

東 京 営 喋 所

工 場

株式会社

十ヰ， .<1: 

会 社

⑩ 

• 

• 

a骨

• 

J  



建 材 の 頁

カーテンウオール

ア ル ミ ニ ウ ム サ ッシ・ドア

ス テ ン レ ス サ ッシ・ドア

新製品

規 格 サ ッシト ッカ70

公 共 住 宅 型 サ ッシト ッカKJ

住宅用夢窓サ ッシ

. 超 高 層 時 代 を に な っ て、 カ ー テ ン ウ オ ー ル の 果 す 役 割 は ま す ま す 大 き く

な り ま し た 。 カ ー テ ン ウ オ ー ノ レ 工 法 の 開 拓 者 で あ る 東 京 カ ー テ ン オ ー ル

工 業 の 、 こ の 分 野 に お け る 特 異 な 技 術 は 広 〈業 界 に 認 め ら れ て い ま す が、

ア ル ミ 、 ス テ ン レ ス 、 ア ノレ キ ャ ス ト 等 を 使 用 し た 美 し い 金 属 外 装 で 都 市

に 一 層 の 美観 を そ え る こ と も 、 ま た ビ ノレデ ィ ン グ ド レ ス メ ー カ ー と し て

の 東 カ テ の 使 命 で す。 先 般 米 国 レ イ ノ ノ レ ズ イ ン タ ーナ シ ョ ナ ノレI nc 、 に 対

し て ア ノ レ キ ャ ス ト の す支都7を 車命出 し ま し た 。

町田東京s - :TJ 万-JL工業

副 Z Lt 山 正 晶 子lifJ 2ー

. 法 定 不 燃 材 の 屋 根 長 尺 現 地 成 型

7ゲス l二も/ 季初ごち

面すを・薬品 l二重J

大丈夫でオ

キ 寺 書 午 ・ 耐 酸 ・ 耐 ア ル カ リ ひふ く 鉄 額

ｊｴ ｉｊ 工Ａｊ弓 ｊｾ ｪＮ Ｙｊｾ
- 永 久建 材 の 超 ひ ふ く 鉄 板

ス Ｍｊ｜Ｚ ・ｊｴ ＧｊＱν ，Ｉ ＢｾＹｊｾ (S PM)  

Ｂ弓ースー ｊｴＭ 苅 Ｇｊｬν ｊｪＢＮａ Ｙｊｾ に ｓｐｍＩ

98  

. 責 任 施 工 ・ 型 録 送 呈
. 新 時 代 に マ ッチ し た 各 種 のカ ラ ー 製 品 が あ り ま す

7I
I

J  I !J ｾ胸元 Ｇｊｾ 製造株式会祖
本 祉 工 場 尼 崎 市 大 物 北 口 電話 大阪(481)8085- 9

大 医 主 底 尼碕市北軒町4 - 41(古川ピル) 電話 大阪(481)8085- 9

車車主庖量工場 埼玉県 草市東町 2- 2 0 - 4 電 話 車 (32) 3 115- 7

支 底 ・出 彊 所 郡山 ・八幡・名古屋 ・川崎・岩国・宇部・延岡・量買 三原 徳島 徳山

タ イ j レ

; ド歯 固

フ ロ ン

ゲ ノ イ ド

ン 二工 .b. 

ノ リ ュ ー ム

木 そ 練 付 / 特許気光式通風器製造 ¥ 
ノ リ ュ ー ム

ｾｮｴ Ａｬ ｧｬｮｑ＠

送 風 機

株 式 会 社 谷 山 銭 工 所

• L  A  F  ｉｲ ｾ＠ リ ミ y 卜 ロ ー ド 送 胤 機

・V A  F  ｉｲ ｾ＠ ，，]" 変 式 'Iilb 流 送 j瓜 機

・S A  F  11ヲ スト リームラ イ ン送 j瓜機

営 業品 目 ・C A  F  Jf 3 辿心式的庁' I ! dl 流 送 l!J_; _t 機

( 干'f ，;' r- )  

本 社 工 場 / 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 二 丁 目 一 番 地

謡 大 阪 ( 9 3 1) 代 7 8 0 3 - 9

東 京 出 張 所 / 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 丁 目 六 番 十 七 号

ｾ ｩＵ＠ 東 京 ( 8 1 1)  3  4  3  5 ・ 3 4  4  0  

• 

F  

、e

'.  

，，'  

司'
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建 材 の 頁

= 手1 ，; . #  . .  : : - 3. ｾロＺ主 力ーベ・3 ト
表はナイロン 100% の植毛ですから '; ijl 力性に富み lil 卜f久力 に 優 れ て い ま す 。

施 工 用 .... .. ... . .・2 ・' D: : :/J ーベ・3 ト・ の独特の品質を特別な 裏ゴム 加工を

施して 工事用に合理的な価格で作り上げました 。

デラ ッ クス ・・・・ー スベリ止め加工、重量感のある豪華き 。

スタン ダー ド・・・・… 裏は板ゴムで特に工事向の価 格。

ぬ 大 誠 化 工 株 式 会 社 本 社 一 一 1丁 … 恥レ) 制 (0仰 ト 川代 表)U- L ON

陸屋根防水には 奥 山 式 特許絶縁工法 を

前回 ＷＱ ミドー開ｾ帯

卜な冷工法 事 ヲ q イ ト

奥山化工業株式舎枇
東 京 都 中 央 区 銀 座 西 8 - 3 1It鱈 (571 ) 2 7 0 3 - 4 ・2370 .  4064 .  0264 

大 阪 出 張 所 大 阪 市 都 品 区 都 島 中 通 り 5 - 4 電 路 ( 921 ) 2497 

名 古 島 出 張 所 名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  電 話 ( 811) 3660 

腐らない そして 燃えな い

法定不燃材 829号

ケミカラーオーシマメタル

新しい型 の

ひふく てっばん

屋根材、壁材・谷樋棟包水切に

スタンダードメタルの大島応用化学 東大阪市新庄 (782) 4171

99 



• 

盗

鈴 木 式 防 煙 火 シ ヤ タ ア ・リ ン グ グ リ ル③ シ ヤ タ ア ・

ス テ ン レ ス シ ヤ タ ア ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ヤ タ ア

40 ・ ピ ー ア ッ フ・③シ ヤ タ ア . ｾ 凡用 シ ヤタア

そ の 他 特 殊 シ ヤ タ ア の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

防災

._， 

防防 煙 火発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有

建 材の 頁

4陣

ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

タ ー

_  

ド ア ー ハ ン ガ ー

套ZE 三 高 製 作 所

_  

ユノ

、y

、ソ

シ奇7

サ

覇11

曲目i

ス チ ー ル

フア j レミ

ス テ ン レ ス

べ"，，:-. u l': .lTAIj>k" 

F市立

司S

ステンレス・アルミニウム

防火シャ" ，9 -武11¥ 1実

近代建築の要求する

特 許米

11¥俣シャEγ9- 工業椋式会社大阪支庖

工

イ乍

施

キ

E

製

言5t

• 
東洋シャッター株式会社

本社工場 大 阪 市 西 淀 川 区 佃町 4 - 33 T  E  L  (471)  8  3  3  1 代表

支 J吉 東京 (771) 1171 ・名古屋 (331) 6171 ・大 阪 (352) 4571 

営 業 所 倹 浜 ・滋賀 ・京郎 ・神戸 ・福岡 ・他 全国主婆郎市

豊 か な経 験 と

最 新 の 技 術.. .

100 
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建 材 の 頁

K A N D A N  

・ 空 気 調 和 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 設 備

・各種送排風機 設 計 施 工

4l D/ 明白勝幸懇

E ー・= 一= ァーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一- - . ・・・・・・・・・E--_..... __ L..__一一 IJ _ .  .，r ニョー・ P' l I . .  _ 晶τ ご 冒 -

-_.，_ l nI.ーニ..，- - _  ... . " ，凶. . _  .:J.・11' j  ｾ‘・・・・下二ご司・・

.  

7 1レー 7 テ ソ ク ス 防 水 工 事 は ゴ ム 質 エ 7 ' 1レジョンに; j !

J レ ト ラ ン ド セ メ ン ト を 混 入 し 糊 状 と な し こ れ に 強 革 且

な 合 成 繊 維 の 網 状 ル ー 7 ィ ン グ を 数 ! 百 張 り 合 わ せ

11，方水 層 を 形 成 す る も の で 極 的 て 合 間 的 に も っ と

も 簡 易 に 防 水 工 事 が 出 来 る 方 法 で あ り ま す.  

下 地 モ ル タ ル

耐酸工事・防水工事専門庖耐酸化学工業株式会社

《特 長》

1  ) 防 水 性 が 優 秀

2  ) 接 着 力 が 強 大

3  ) 火 気 を 要 し な い

4)耐 摩 耗 性

5  ¥物 理 的 強 度 優 秀

大阪市北区高垣町80番地

電話大阪 (06) 36ト 0178代

〈呈 カ タ ロ グ〉

liEl  
大 阪 塗 料 工 業 株 式 会 社

大 l仮 rli 城 京 I又， 'i ，J i  k  iill 3  - 2  4  T  E  L  ( 931 )  3  2  7  1  - 3  

*  J i (  Ｚｊｾ＠ ｾｬｾ 戸斤 見ミボ Ｎｲ， ｾｊ 、民 ＱＱＱＱ えヌゴヒ Ｓ r 円21 - 17 T  E  L  ( 611 )  1  0  4  3  
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、

、-園
sss混合プラスター( 上塗周・白色)

、-
sss プラスターc ( セメントモルタル下地用)

、.

sss プラスターp ( ペイント下地用・金鍾仕上)

sss プラスター S P ( 発泡軽量コンクリート下地用)

建 築 用 美 術 工 芸 用 各 種 焼 石膏

サ ン エ ス 石 膏 株 式 会 社

本 社 姫路市神屋町 4 丁目 77 T E L  0792 (22)  3837- 9  

東京営業所 東京都新宿区東大久保町 1 の331 T E L  03 (351)  6962 

中部営業所 瀬戸市首場町 113 T E L  0561 (82)  9185 

大阪営業所 大阪市西区江戸堀 1丁目 24 T E L  06 (441)  0094 ・5375

姫路営業所 姫路市神屋町 4 丁目 77 T E L  0792 (22)  3837- 9  

福岡営業所 福岡市七限 282の 3 T E L  092 (82)  9419 

ボード用プラスター

@  

.  .・

F  

• 
⑨ お 音IS屋 の ム ー ド は 壁 材 の 美 し い 調和 で ・・ ・・・・

建 設 省 建 築 研 究 所 試 験 合 格 品

(  - 州 織 キ t I "，t  ｾ ｟ ｾ＠ )  - チェリーコート - マ マ ウ オ ー ル - ほ た る か ベ - 欝 香

- い す
2・・

か ベ
・，、。

ヒ ロ ン .  ¥OOi、 く よ か ベ ・2‘ 育- 流 - 金 蘭

- カセロンウオール - パ ー マ エ ー ス - あ あ け - 錦 上 壁 K
川 繊 維 Il.t 村

- スーパーウオール .  !渇 雲 コ
一

コ - 蛍 光 后.:1幸=ー - 龍 鳳

- セ ン カ ウ オ ー ル fof' m キ t I 町 村 - 明 光 壁 - 日 本 壁 - 金 龍

- あ lナ
lま、

σコ - 錦 上 壁 - 日百 手口 壁 - す ず ら ん 長ｾ "，t )  

- 新 興 壁 - 大 阪 壁 - 新 日 本 壁 - 桃 山 - 大 手口 壁

| 山火繊制[ - ' : ，' 1 ' . 村としてご佐川の節i は 1:.; 己1m品にシンケン| 坊火丙11 をiit 人 の こ と )

. シンケン| 幼火剤 ・ ｼリ Ｇｪｾ ， Ａｬ 舟 ＱＱ エパコン Ｎ 耐 ｩｾｾ ｊＧｩ ＱＱ オートン ・ 化 'γ: 糊 ス ー パ ー シ ン ケ ン 糊 ( 全国イ'1r，池村町にイ1 )

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 内 iベ[14 ッ 紛 T  E  L  (  538) 2951代 (541) 5757代

Ｇｩ［｜ ＭＱ ｾ ， ｩｬｲ 点以 ・大阪Ｎ II) J ィ i . 1.ぶ 1: ，¥' %' ，阿
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ー
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建 材 の 頁

簡易で 均質な

33号事 園長

関 西 生 コ ン ク リ ー ト協 会

大 阪 市 北 区 兎 我 野 町6 7待 地 的 1 ( 仰 凹 グ リ ー ンピ J レ 61' 昔)

電 話 ( 312) 3  2  6  7  ( 也) ( 3 1 2)  8  8  3  1  ( 交 )

麻生コンク リー ト工 業株式会社 ＧｩＺ｜Ｎｾ 所電話 ＨＴＴ Ｑ Ｉ 0 2  3 4 - 7 番

場 緋 ( 良 北一 区 } 高 石 ・ 高 砂

大 阪 ア サ ノ コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社 世業所m : ... ¥ ( 361 )  3  3  5  1  ( 代 )

エ 地 ilt 守 淀 川 ー魚 崎 地 点

{ 河 内 )

大 阪 宇 部 コ ン ク リ ー ト工 事 龍 株 式 会 社 ' j J ，"業所屯，，，' ; ( 361 )  1  3  6  1  ( 代 )

℃ 場 大 阪( 新 編 崎 町) 耽川桜，: ，ゐ

姫 路

大 阪 生 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社 引業所011: ，1，¥( 361 ) 1  2  3  1 俳 ( 代 )

工 場 1m. r' l ゐ. r"l 日関r . N' ，' 

和 歌 山 大 点 姫 開 ー 排

関 西 小 野 田 レ ミ コ ン 株 式 会 社 判定所011: ，; [ 0 ( 341 )  8  3  3  1  ( 代 }

工 2品 尻 隔 111 ・3江町5 ・柄II}I

正五本

関 西 憂 光 コ ン ク リ ー ト 工業 株 式会 社 判定所011: ，; ，¥ ( 313)  0 4  3  1  ( 代 )

工場尼崎。大阪 Ｈ ｾｴ ｬｴＮ ｩ 崎ｊｉｴ Ｉ 地点
( 1"1 氏 ) 阪 市{ 絵 原 )

堺小野田レミコン株式会社 営業所 ｾｴｴｩｬｾ 堺 Ｈ ＳＸ Ｉ 以 ＰＵＭ 6 番

エ 劫 排

西 脇 生 コ ン 株 式 会 社 也 業 所 司E結 ( 203) 2  3  2  1 昏 { 代)

工 場 排 ・酋 宮 大 東 茨 木 神 足

帯 自 由 大 工 程 ・ 姫 路 ー 北 港

塩 山 船 渠 株 式 会 社 空業Z E霊4 Ml ) 8 3 3 1 番

ツ ル ガ 生 コ ン ク リ ー ト工 業 株 式 会 社 '::_t. ｾ住所電鮪 ＨＳＶ Ｑ Ｉ 6  2  3  5  - 7 需

エ 助 大 阪 ( 帯 日 出 ) . : l i 岨

徳 山 生 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社 党xi 所' o! t"，'; ( 202) 0  5  3  Ｑ 併 Ｈ Ｑｾ Ｉ
工 劫 大阪 ( 南 海岸 通 ) ・大東・神戸

枚 方 生 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社 営 業 所 寝 島 川 ( 31 )  4  4  2  1  

工 場 枕 J ;

勝 弁 コ ン ク リ ー ト ヱ 撲 株 式 会 社 営 業 所 八 尾 ( 2 ) 3 3 8 5 - 7  

ヨ二 tJ:.， / ¥1邑

近 他 生 コ ン 株 式 会 社 判定所' i tt ，;，'i ，;c 郎 ( 58) 5111 - 2 霊 園 生 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社 世 業 所 電 陪( 312) 3  6  3  7  - 9 需

工 場 以 附{ 山 F十)
工 場 尼 崎 ・大 阪 ( 守 口 ) 高 槻

堺 宇 都 コ ン ク リ ー ト 工 業 株 式 会 社 材業所 itt ./i 排 ( 41 ) 0461 - 3  八 幡 高 炉 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社 営業所 m.，;[o 緋 ( 3 ) 2  3  2  3  - 5  

工 場 明
エ 嶋 田1- . mニ ( 堺 ) 下 虫

奇想: イココ. ロ・1: J Ij R

スヲυーココ. ロッヲ

キz ーピ・3 クコ.ロ・:J' :J R

全 国 各地 区各 市 の 生 産 実 施 工 場 を

紹 介 させ て 頂 き ます 。

ま た 、 全 国 有 力 ブ ロ y ク メ ー カ ー あ る い は 東 北 、 東 海 、 北 陸 、 近 畿 、 中 国

四 園 、 九 州 の 各 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 工 業 組 合へ 直 接 お 問 い 合 せ く だ さ つ

で も 結 構 で す 。

営 業 所= 仙 台 ー東 京

京 都 ・ 福 知 山 ・ 大 阪

米 子 ・ 熊 本

/ =l sJ t l !J ¥日発 実 業株 式 会社 22官京庶官官アr J T沈 L
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型仕

様

録，!!

ヲ ｾＭｱ イト ｂ 雪
株式会社日本セメント防水剤製造所

贈

呈

本 社

連 絡 所

出 強 戸 斤

ウォータイト式防水

工 司 王 代 行 庖

大 阪 市 東 区 船 越 町 2 ー 3 1  ( 船飽ピノレ) 包 括 ( 941 ) 乙626 ・ 2628

宝 塚 市 町 台 上 向 池 包 括 宝 塚 ( 36) 2153  

ｾ新東京 ＨＴＳＱ Ｉ ＸＶＴＸ ・ 名古屋 ＨＳＲ Ｑ Ｉ ＱＳＳ Ｑ ・仙台 ｀ＰＷＲＱ ・ 札銚 ｀＾ ｬｬｬｬ

電 話 大三 工 業 高 松 ( 2) 0016 安 藤 工 事 稲 岡 ( 28) 5  2  0  7  

1 2永 建 材 広 島 ( 61 ) 6  3  7  1  

モ ル タ ル ・コ ン ク リー ト 周

防 水 剤

急 結 剤ョ ｾｉ ・ Ｑ Ｖ，
- 防 水 工 事 責 任 施 工

笥=-IJ E:I 

語 党 ロ ロ A  
Eコ

τ 7  

• 

- セ メ ン ト混 和 剤の ト ッ プ・・

剤

一
剤

着

一
離

接

一

剥
ご 一 報 次第 カ タ ロ グ 進 呈 し ま す

ミ璽
株 式 会 社 2由 周 旨 仕 工 事 土

本 社 東京都 品川区天井 l 与 1 5 電話 ( 774) " 4111 (代表)

大阪営蝶所 大阪市東成区西今里 2 - 48 電話 (971) 4765 ・∞63

. 基 礎 施 工 の 悪 候 件 を 克 服 す る

読 箇 式 自 信 三 踊 杭

特 許 . 第 2 3 3 7 4 4 号 本 社 大 阪 市 東 区 高 麗橋 2 - 2 0  ( 高麗 新 ピ ル )

株 式 会 社 首 智 工 務 所

T E L 大 阪 ( 202) 3233( 代) ・ 7501 ＨＨｾＩ＠

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 中 村 区 船 入 町 1 ー 12( 服 部 ピ ル )

T E L 名 古 屋 ( 582) 3  0  3  6  ( 代)

大 阪 工 喝 大 阪 市 住 吉 区 北 加 賀 屋 町 5 - 2  7  

T E L 大 阪 ( 672) 3  2  2  3 ・3 2  2  4  

名 古 屋 工 場 愛 知 県 海 部 郡 弥 怠 町 佐 古 木

T E L 弥 富 ( 7 ) 1 1 9 1 " 1 1 9 2  

特 許 . 第 2 5 0 1 0 8 号

実 用 新 案 . 第 2 5 - 1 0 9 4 2 号

実 用 新 案 . 第 3 7 - 3 6 1 0 6 号

2 日 本 建 鉄 の

P S型レディメードサッシ

• 
ァIL言 サッシドア

日 本 建 鉄 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 2 - 8 T E L 東京( 270) 6511( 大 代 )

大 阪 支 活 大 阪 市 北 区 梅 田 町 4 7  ( 新 阪 神 ビ ル ) T E  L 大 阪 ( 361 ) 6758 ( 代)
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屋 根 . 外 壁 ・ 内 壁 . 天 井 に

きあ 建設省認定 朝 日 の 不 燃 建 材を
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釧
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株業
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m

 

φ

舘

W石田朝

阪支庖/ 大阪市北区神山町 4 3 電話( 312)8521(代表)

本 社/ 東京都中央区銀座 7 - 3 電話( 573)5111(大代) '

o 営 業 所 / 東京 ・横浜・静岡・名古屋・富山・大津姫 路

岡山 ・広島 ・門 司 ・福岡 長崎 ・延岡 ・悶松

新居浜・札脱

工 場/ 横 浜 ・山 梨 ・ 大 阪 水 島 ・玉 島 ・門 司

工場・倉庫・住宅に 1 ・

法 定 不燃 材

朝 日 波 形 ス レ ー ト

朝 日 フ レ キ シ ブ ル ボ ード

朝 日 大 平 板

朝 日 ス テ ン ドスレート

朝 日 ネ ッ ト イ ン ス レ ー ト

ビ ル ・ 工 場 に

朝日耐火ノぐネル

朝日防火' " ネル

朝 日 グ ラ ス イ ン パ ネ ル

朝 日 フ ェ ザ ー パ ネ ル

朝 日 コ ル ゲ ー ト イ ン パ ネ ル

吹 付 石 綿

朝 日 ブ ロ ベ ス ト

• 

露 性 屋 内の温度変化が小さく 、ルーフ インクーなど不 安

室 内 に蕗滴落下の心配がありません。

2. 断 熱 性 太 陽 の 直 射 や 屋 外 寒 気 な ど を 防 ぎ、熱貫流抵抗は

20私j写の木毛セメン卜板に等しい。

3  吸 音 遮 音 性 雨 音 の 発 生 が 少 な く 、 室 内 ・室 外 の騒音を吸収。

静かな環境をつくります 。

4. 加 工 性 長尺ロール成形、波付加工及び現場路工は従来の

亜 鉛 鉄 板 と 問 機 に 簡 単 で す 。

5. 経 済 性 施工が存易、工程が簡単、その上軽量であるため

工 事 fi がグーンと節減できます。

6. 防 火 性 特 殊 錐 燃 処 理 が 施 さ れ た ウ レ タ ン フ ォ ー ム は

自己消火性を有し防火上安全です。

7. 防 水 性 ウレタンフォームがコーキング材 の伯』きをして

防 水 性 を 高 め 、 雨 漏 η の心配無用です。

大 間 鋼 板

.. 
T E L  (203)0751 

‘  
営 究 所 東京侃千代田区丸の内3- 10 T E L  (212)050 1  

. 標 準寸 法 及 び 色彩

種 類 長 尺 ・平 板 ・波 板

カフーグリ y プ

厚 さ 0. 27私 (#31 ) - 0. 60弘 ( #24)

ポリウレヲンフオーム 5 '%， 

寸 法

幅 914私 ( 3尺)

長さ 50私まで m 

色 彩

カフーグリ y プの色 標準色 8 色

ポリウレ 51 ンフオームの色灰色 ・黄色

- カタログ・見本帳ご希望の方は〈建築と社会〉とご記入の上ご請求下さい 目

. ご入会のお申込みは・社団法人 日本建築協会 大阪市東区北浜3- 37 電話大阪(231)9648・9649・9640 振笹口座大阪39975番
定価 300円 (送料共)


